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    登場人物


    ウィル　Will


    十八歳。武装郵便屋「蝶と鯱」を経営する。


    



    ジェシカ　Jessica


    半人半妖の少女。霧妖化すると絶対言語という霧鍵式を超越した力を振るう。


    



    イスカ　Isca


    十七歳。ティエラの少女。学生。両親がおらず施設で育つ。


    



    ヒルダ　Hilde


    「夜姫」と呼ばれる現代最強の霧鍵士。「蝶と鯱」の得意客。


    



    フォルネウス　Forneus


    ヒルダの執事。


    



    レン　Len


    〈七つの鍵〉である《フェンリル》を操る。現在は〈渡り鳥〉見習い。


    



    シュネー　Schnee


    白い服と日傘の少女。ヒルダとの因縁を持つ。


    



    ポールマン　Pohlmann


    「傀儡くぐつ師し」の名で呼ばれる霧鍵士。ウィルたちを裏切った過去がある。

  



  
    プロローグ


    



    「──くそッ！　なんなんだこいつは！」


    　ぴったりと後ろに食いつく〝敵機〟に、少年が余裕のない声を漏もらす。


    　少年が駆るのは、体が剥むき出しの航空機械だ。木の葉のような長い船体には生き物を扱うような手た綱づなが繋つながれ、霧む鍵げん式しきで紡つむがれた二枚の翼が突き出している。船底では〈霧きり〉を燃料とする霧鍵機関が頼もしく回転している。


    　翼つばさ舟ぶね──機体名〈霞か曲きよく〉だ。


    　船外に剥き出しの体を舟に繋ぎ止めているのは、ブーツの固定具と一本の命綱。両腕は手綱を駆るため、ふとももで座席を締めるようにして体を支えている。


    　青年になりつつある少年は、ウィリアム・スターリング──ウィルといった。


    「銃撃、六時半！」


    　背中でそう言ったのは、美しい少女だった。


    　見事な金色の髪を風になびかせ、鋭く警戒した瞳は不可思議な薄紫だ。航空服に包まれていてもわかる華きや奢しやな肢し体たいで、ウィルの腰に回された腕は小さく震ふるえている。


    　ジェシカ・シルバーベル──複座に跨またがる、ウィルのバディだ。


    　立ち直りつつはあるが、ジェシカは高所恐怖症だ。こうして飛行する今も怖くて堪たまらないはずだが、それをウィルの背中にしがみつくことで堪こらえているのだ。


    　ジェシカの言葉どおり、背後から火線が走る。事前に知ることのできたウィルは、手綱を短く握って機首を僅わずかに持ち上げる。


    　──風に逆らうな！


    　そう自分に言い聞かせて、正面から吹きつける風に翼を乗せる。


    　向かい風に乗った翼舟は、大きく上昇して火線を回避していた。


    「まだ来る。操縦席狙ねらい！」


    　連射される銃火は、鞭むちのように撓しなった軌跡を描いて追尾してくる。


    　翼舟自体よりも、搭乗者を狙った銃撃らしい。


    　──それならそれで、避けようがある。


    　短く握っていた手綱を長く持ち替え、体ごと横に倒して機体の上下を反転させる。後ろから回されてたジェシカの腕にもギュッと力が籠こもった。


    　弾はじかれたコインのように螺ら旋せんを描いて旋回した〈霞曲〉は、なんとか銃火を凌しのぎきる。


    「ジェシカ、迎撃できないのか！」


    「やってる！」


    　ウィルの声に、ジェシカが怒声を返す。空では珍しい反応だ。


    　それも無理はない。


    　ジェシカの髪から刃のように鋭い木の葉が舞い散っている。


    　彼女の霧む鍵げん式しきだ。本来、鋼鉄をも容易たやすく引き裂さく凶悪な刃なのだが、それが〝敵機〟の表面で小さな火花を散らすだけだ。


    　──あれの乗り手は、ジェシカ以上の霧鍵士なのか？


    　あり得ないと、ウィルは思った。


    　ジェシカが扱うのは、霧鍵式と呼ばれる〈霧きり〉から物体を精製する魔法じみた力だ。


    　本来、無機物しか精製できないそれも、ジェシカが扱えば虹色蝶グランツフイーや茨いばらといった有機物すらも紡つむぐ。


    　ジェシカは霧鍵士として、人類とは一線を画した才能の持ち主だ。そしてその才能は空でもっとも過酷な環境で精練されている。一部の規格外の存在を例外とすれば、彼女と渡り合える相手というものは考えられない。


    　考える間にも、敵機からの攻撃は続けられる。


    　すでに高々度を飛行しているのだ。これ以上高度を上げれば、同じく〈霧〉の力で飛ぶ翼つばさ舟ぶねは燃料切れを起こす。ウィルは機首を沈めて急降下を取る。


    　左右に機体を振り銃撃をやり過ごすが、ジェシカの攻撃が効かないとなると反撃の手段が限られてくる。


    　──どうにか、後ろが取れないか。


    　徐々に速度を増していく翼舟の先には、広大な陸地が広がっていた。


    



    　ここは、北の大国ティエラ。


    　世界最北端の国であり、この空に残った唯一の大陸でもある。


    　他国との交流を一切絶っているこの国に、ウィルは届けなければならないものがあって空を渡ってきた。


    　そこで、出会い頭に襲おそってきたのが、この舟だった。


    



    　──ここまで腕のよい舟乗りがいるもんなのか。


    　ウィルとジェシカには夢がある。


    　誰もたどり着いたことのない空の最果て──雲うん界かいの底を翔しよう破はするのだ。


    　その夢を共有しているから、ウィルとジェシカは共に飛ぶ。最難関の空を翔破するため、二人で腕を磨いてきたのだ。


    　舐なめてかかったわけではないが、それがこうも容易たやすく追いつめられるとは、認めたくないものだった。


    　──空の門──


    　それが、このティエラの異名だ。誰も、この空を越えることはできないのだという。


    　──だからって、配達を諦あきらめたら〈渡り鳥〉失格だぜ！


    　見る見る地表が近づいてくる。


    「ジェシカ、タイミング！」


    　それだけで、彼女はウィルの意図を察してくれた。


    　弾丸のごとき速度で大地が迫るが、ウィルは極めて冷静でいられた。


    「──……五、四、三、二──今！」


    　あわや墜落しようかという瞬間で、ウィルは手た綱づなを引いた。


    　急降下の翼つばさ舟ぶねは鋭角に軌道を屈折させ、水平飛行へと移行する。


    　それを追尾していた〝敵機〟はというと──


    「……おい、少しは動揺しろよ」


    　まるで自走機械のように〝敵機〟は地表すれすれを飛行して〈霞か曲きよく〉にぴったりとついてきていた。


    　それは鋼鉄でできた舟だった。


    　昆虫の翅はねに近い形状の翼舟に比べ、翼に可動も見られず、三角形の幅の広い構造を持っている。船尾には轟ごう音おんを立てて回転するプロペラが二台取り付けられており、根本的に翼舟とは設計理念が異なるものだとわかる。


    　大きさも翼舟よりもふた回りは上で、搭乗者が跨またがるべき場所は見当たらない。中に乗り込む空間があるようにも思えず、ただ妖あやしく光るレンズだけが不気味に〈霞曲〉を見つめている。


    〈渡り鳥〉として、あちこちを飛んできたウィルでも、初めて目にする舟だった。


    　──いや、本当に人が乗ってるのか？


    　人が乗っているのでなければ何が乗っているのか。そんなものはウィルにも説明できないが、この鋼鉄の舟からは搭乗者の意志のようなものが感じられなかった。


    　不気味だった。


    　そんなときだった。


    「──かふっ、けほけほっ」


    　後ろで、突然ジェシカが激しく咳せき込んだ。


    「ジェシカ？」


    　振り返ろうとして、ウィルは気付いた。


    　翼舟の周囲には、虹色に光る燐りん光こうが追従している。虹色蝶グランツフイーと呼ばれるそれは、時速一〇〇界里ミール以上の速度にもついてくるジェシカの探査機のようなものだ。


    　それが、パンと小さく弾はじけたと思うと、一つ、また一つと消えていく。


    　──攻撃されてる？　いや違う……なんだ？


    　そして、ジェシカの体からくたりと力が抜ける。


    「おい、ジェシカ！　なにがあった？」


    「……だめ、息、できな────」


    　ズルリと座席から落ちそうになるジェシカの腕をウィルはとっさに掴つかむ。


    　掴んだ腕は、発作でも起こしたように痙けい攣れんしていた。


    　──発作？　でも、いつもと違う！


    　ジェシカは元々、過去の墜落からパニック障害を患わずらっている。だが、今回はそれと何かが違うように見えた。


    　それから、ジェシカの漏もらした言葉に違和感を覚えた。


    　──息ができない……って言ったのか？


    　そしてこの痙攣。ウィルは、そういった症状に心当たりがあった。群島では、わりと一般的な症例だ。軍学校で実際にそういった症状で倒れた生徒を見たこともある。


    　だが、ことジェシカに関しては起こりえるはずのないものだった。


    「──チッ、また！」


    　銃撃が機体を掠かすめる。


    　ジェシカの容態は気がかりだが、ウィルたちはまだ追撃されている最中なのだ。


    　彼女の腕を自分の体にしがみつかせるように抱き寄せ、片手で手た綱づなを操る。際どく直撃を避け続けるが、やはりジェシカの声なくしては完全には凌しのげない。


    　船体にいくつもの火花が散り、背筋が冷たくなった。


    　しかし、ウィルを追いつめるのはバディの昏こん倒とうだけではなかった。


    「なんだ──っ？」


    　ガクンと、翼つばさ舟ぶねが大きく揺れた。


    　続けて見る見る失速を始め、ウィルは目を疑った。


    　──被弾した？　違う。じゃあなんだ？


    　動揺しながらも、考えられる原因は一つだけだった。


    「燃料切れ……？」


    　翼舟の原動力は、霧む鍵げん式しきと同じく雲うん界かいを漂う〈霧きり〉だ。空にいる以上、〈霧〉は常にそこに存在する。


    　そのはずなのだが────


    　──だから、ジェシカも……？


    　ジェシカの症状は、新米の霧鍵士が、分ぶに過ぎた霧鍵式を使ったときに起こる反動リバウンドによく似ていた。


    　頭から、血の気が引くのがわかった。


    「まさか……ないのか？」


    　眼下には、ウィルが知るどの島よりも広大な──果てが見通せないほど巨大な島──大陸が浮かんでいる。


    　その広すぎる大地の上を吹く風は、ウィルの知るそれとは、異なるものなのだ。


    



    「この空には、〈霧きり〉がないのか？」


    



    〈霧〉がないから、ジェシカは自分の霧む鍵げん式しきで反動リバウンド症状を起こした。


    〈霧〉がないから、〈霞か曲きよく〉も失速した。


    　──だったら、なんであっちは飛べるんだよ！


    〈霧〉がなくとも、鋼鉄の舟はウィルたちを逃がしてはくれなかった。


    　何度目になるだろうか。


    　放たれた銃火を、今度こそウィルは避けることができなかった。


    　死を覚悟した瞬間だった。


    　銃火を、黒い獣けものが遮さえぎった。


    「──レンッ！」


    　獣は、狼おおかみの姿をしていた。


    　その背に夕陽色キヤロツトオレンジの髪をした少女が跨またがっている。


    　ウィルたちが受けるはずだった銃火をまともにかぶりながら、黒い狼はビクともせずに飛行を続ける。


    　黒こく狼ろうの背に乗る少女が、覚えたての手信号を送る。


    『退避せよ』


    　──バカ野郎！　〈霧〉がないなら、お前だって飛べないだろう！


    　空の上で、ウィルがそれを伝える術すべはなく、少女と黒狼もまた急激に失速し、高度を落とし


    ていく。


    　そして、ウィルの翼つばさ舟ぶねもすでに飛行能力を失っていた。


    



    　──北の地へは、来てはならぬのです──


    



    　そう言って、姿を消した少女がいた。


    　その言葉の意味を、ウィルはようやく理解した。


    



    　──この国には、空がない……。


    



    　ウィルとジェシカは、空のない大陸テイエラへ墜おちていった。

  


  [image: ]



  
    第一便　井戸の底の都市


    



    「──ウェイクアップ──」


    



    〈封ふう書しよ〉は、そのひと言キーワードから読み解かれる。


    　円と直線で描かれた魔方陣のような幾き何か学がく模様から、淡い光の粒が溢あふれる。光はやがて紙片のような形を持って広がり、視界と意識を埋め尽くしていく。


    　そうして紡つむぎ上げられるのは、過去の記憶だ。


    



    　月の隠れた、夜の街だった。


    　夜の帳とばりの中に、いくつもの燐りん火かが散さん華げする。


    　火線だ。耳を覆おおうほどに轟とどろく銃声から、およそ実際に銃を見たことがない人間でもそれだとわかるだろう。


    　恐ろしい速度で地面を抉えぐり、ノコギリのように走る火線は、機関銃の手合いだ。それが容よう赦しやなく一人の少女を追っていた。


    　銃火に照らされ暗くら闇やみに浮かぶのは、廃はい墟きよのような寂さびれた家並みだ。


    　捨てられた街かといえば、そうでもない。目を凝こらせばいくつかの窓に怯おびえた人影も見えるのだが、そこから顔を出すほど勇敢な者はいないようだった。


    　追われる少女は、まだ幼さの残る顔立ちだった。


    　ワインのように妖あやしい紅あかの髪に、同じ色の瞳。夜の闇に溶け込むような黒のドレスに、病的なまでに白い肌が蝋ろう燭そくのように浮かび上がっている。


    　忌いま忌ましそうに噛かみしめた唇からは、牙のような犬歯が覗のぞいていた。


    『──しつこい男なのです！』


    　少女の手には、一本のこうもり傘があった。


    　フワリと左右で結い上げた髪を揺らして、ポンと傘を開く。薄絹で編まれたはずのそれが、まるで鉄板のような音を立てて弾丸の雨を弾はじいて散らす。


    　少女が防御に回ったことで、追跡者もまた暗闇の中に姿を現せる。


    　それは、人に似てはいるものの、明らかに異い形ぎようの影だった。


    　異様に長い腕の先には無骨な手てつ甲こうが嵌はめられ、片方からは杭くいのような太い爪が、もう片方からは四本の銃身を持つ機関銃が伸びている。


    　顔には赤く光るレンズが一つと、銃口のように伸びる三つの索さく敵てき眼がん。カシャカシャと回転するそれは、こうもり傘をしっかりと捉とらえていた。


    　異形の追跡者は、右手の機関銃を放ちながらこうもり傘へと迫る。


    　距離を詰めるごとに威力の上がっていく弾丸に、ついに一つ、二つとこうもり傘にも穴が穿うがたれる。


    　そして、長い腕が届く距離に迫ると杭くいのような左の爪で薙なぎ払う。


    『──っ？』


    　だが、そこに少女はいなかった。


    



    『──そのように急せいては、淑しゆく女じよは口く説どけぬというものなのです』


    



    　黒い手袋に覆おおわれた細い手が、そっと追跡者の首に巻き付いていた。


    　少女は、追跡者の後ろにいた。こうもり傘を開いた時点で、彼女はすでにそこにはいなかったのだ。


    『ガガッ！』


    　追跡者は爪を振り上げるが、彼はそこからこうもり傘が離れぬことに気付かなかった。


    　ドンッと、大気が弾はじけた。


    　こうもり傘は、爆弾と化して炸さく裂れつしていた。


    　その爆炎は容よう赦しやなく追跡者を飲み込むが────


    『グ、ウゥ……！』


    　彼は地面を滑りながらも、踏み堪こたえていた。


    『……！　驚いたのです』


    　少女はこの地に不慣れだった。情報も少ない。それゆえまだ殺すつもりはなかったが、再起不能程度にはしたつもりだった。


    　それを、追跡者が逃のがれて見せたのだ。


    　追跡者の左腕は、半分ほどの長さになっていた。そこからボタボタと血がたれ流される。


    　だが、傷らしい傷はそれだけだった。その短くなった腕の先には、確かに指らしきものが五本確認できた。


    【手てつ甲こうを切り離して逃れたのですか。大した反射神経なのです】


    　傷を負っても、追跡者に後退の意志は見受けられなかった。


    　それどころか、傷ついた腕でさらに腰から刃物を抜く。


    　少女は小さくため息を漏もらした。


    『小しよう妹まいは手加減が苦手なのです。これ以上続けるようなら、命は保証できないのです』


    　そう言ってスカートの端を掴つかむと、優雅に小指を立てて地面から持ち上げる。


    　同時に──カシャン──錠前が開くような、小気味のよい音が響く。


    　スカートから溢あふれだしたのは、淡い青の光だった。


    　光は粒子状に広がると、瞬またたく間に集しゆう束そくを始めて質量を帯びる。


    　紡つむぎ上げられたのは、六本からなる銃身を持った、重機関銃だった。


    　明らかに少女の体格では──いや、大の男でも二人がかりでようやく担かつげるかというそれを、少女は軽々と構えていた。


    



    『第一級霧む鍵げん式しき〈ラタトクス〉──秒間最大百発からなる弾丸の雨が対象に痛みを与える前に昇天させるという、慈じ悲ひ深い銃なのです』


    



    　最後の警告だった。


    　それでも追跡者は退ひくことなく、前まえ屈かがみに刃物を構えた。鉈なたのような無骨な剣がブンと震ふるえ、赤く発熱する。


    『警告は、したのです』


    　そう告げると、慈悲の欠片かけらもなく追跡者へ向けて引き金を絞った。


    『では、良い旅をグーテライゼ、なのです』


    　愛らしい微び笑しようが、発射炎マズルフアイアに照らされる。


    　先ほど追跡者が放った銃撃が、いっそ微ほほ笑えましく思えるほどの苛か烈れつな掃そう射しや。


    　そんな破壊の雨の中を──


    　追跡者は、走った。


    　左右に飛び、それでも追いつく火線を右手の機関銃で受け、砕かれながらも一歩たりとも足を止めず。


    　これには、少女も目を見開いた。


    【正気とは、思えぬものですね】


    　やがて追跡者は体中を穴だらけにしながら、ついには少女を間合いに捉とらえていた。


    　ジュンッと、少女の〈ラタトクス〉がバターのように両断される。


    【あの剣、熱──いや、振動してるのですか】


    　それが〈ラタトクス〉の銃撃から、追跡者の身を守ったのだ。


    　両断された重機関銃は、鈍い音を響かせ地面に落ちる。とっさに手を離しはしたが、そうでなければ腕ごともがれていたかもしれない。


    　高周波で振動する剣に触れれば、少女の体などひとたまりもなく弾はじけ散るのだ。


    　だが、少女の顔には自分の窮地を楽しむかのように、クスクスと笑みが浮かべられていた。


    『──ッ！』


    　弾かれたように追跡者が身を退く。


    



    　直後、少女の前に光が落ちていた。


    



    　すぐ真上に、銃のような形をした、しかし弾丸を撃ち出す機構とは思えぬ筒が浮かんでいた。


    　そこから放たれたのは、糸のような光の帯──指向性電磁波による、レーザー照射だ。


    『おや、これまで凌しのぐのですか。なんとも恐ろしい手て練だれなのです』


    　まるで恐れる様子もなく、少女は堂々とそうのたまう。


    　対する追跡者は、すでに全身が穴だらけだった。左手に握られた高周波刀でさえも、ひび割れて今にも砕けそうだ。


    　やがて、先に動いたのは追跡者だった。


    『この装備では、届かん』


    　そう言い残して、夜の闇やみの中へと消えていく。


    　追跡者の気配が消えると、ようやく少女も吐息を漏もらした。


    『シュネーの手の者……というわけではなかったようですね』


    　この国に来てすぐに、少女は今の男も含めた数人の追跡者から襲撃を受けていた。その悉ことごとくを返り討ちにはしたが、今の男だけは少女の過剰な反撃にも堪たえ、さらに追撃してきたのだ。


    　少女は、自分が狙ねらわれる心当たりがある。


    　いや、あり過ぎて逆に見当がつかないほどだった。


    　だが、その中で実際に少女の障害になり得るものとなると、数も限られている。


    　白く小さな肩を抱くと、凍こごえるように小さく身み震ぶるいする。


    【独りで赴おもむいたのは、いささか軽率でしたか……】


    　だが、と少女は唇を噛かみしめる。


    『シュネーめ……。〈七つの鍵かぎ〉がこんなところで何をやっているのです？』


    　少女もまた夜の中に消えようとして──ふと思い留とどまったように足を止める。


    【何者かは知りませんが、しばらく追わせてみるのも面白いかもしれませんね】


    　そして、どこからともなく、一枚の紙片を取り出した。


    『そうですね。小しよう妹まいはこれから、シュタット・ドライという街へ向かうつもりなのです。そこに、これと同じものを置いておくというのはどうです？　……もっとも、そなたがこれの読み方を知っているかは、わかりませんが』


    　そう言ってクスクスと微ほほ笑えむと、ひとりでに紙片に紋様が刻まれていく。


    　それは、少女たちが〈封書〉と呼ぶものだった。


    　地面に転がる空から薬やつ莢きようを拾い上げ、紙片の上へそっと乗せると、少女は暗闇の向こうへと語りかけた。


    



    『待たせましたね。もう、出てきてもよいのです』


    



    　それまで追跡者を圧倒する暴威を振るっていたとは思えぬ、穏やかな声と微笑だった。


    　その声に姿を現したのは────
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    「ねえねえイスカ、〈渡り鳥〉って知ってる？」


    



    　放課後の教室でそう言ってきたのは、級友のタバサだった。


    　他の生徒はすでに帰宅するなり、福祉活動に随行するなりで、姿を消している。残っているのは彼女たち二人だけだった。


    「ワタリドリ？　何それ、鳥の名前？」


    　聞き慣れない名前に、イスカは首を傾かしげる。


    　髪は活発そうに短く揃そろえられ、好奇心の塊のような瞳は空と同じ青色。新調したばかりの制服は朽くち葉ば色いろでいかにも窮屈そうだった。教室で教科書を開いているよりも外で走り回っている方が似合う容姿だ。


    　イスカの反応に、タバサはいかにも驚いたように両手を挙げる。


    「あれれ？　おかしいな、イスカ、テンション低いよ？　なんか、疲れてるの？」


    「ここんとこ、センセイが倒れちゃって大変だったんだよ。……〝ソルダート〟を見て、弟妹たちも怖がってるときだったしさ」


    　ぐてっとテーブルに突っ伏して、イスカは顔を横に向けてタバサに目を向ける。


    　センセイというのは、孤児院の院長のことだ。


    　イスカは孤児なのだ。


    　タバサは慌てて口を押さえると、慰なぐさめるように笑いかけてくる。


    「イスカって、世話焼きだよね。もうちょっと自分勝手してもいいんじゃないの？」


    　イスカは今年で十七歳になる。


    　施設での生活を続けられるのも、十五歳になるまでだ。すでに孤児院は出ているが、今でも弟妹たちの面倒を見にちょくちょく顔を出していた。というのも院長は高齢で、いつ何が起こるともわからぬ状態なのだ。


    　大げさにイスカは肩を竦すくめてみせる。


    「習慣みたいなもんだし、弟妹も嫌いじゃないし、家事も嫌いじゃないし──わわ？」


    「結婚して！　わたし、いくらでも家事させてあげるよ？　部屋とかもうこれ以上ないってくらい散らかってるし！」


    「なんであたしがタバサの介護しなきゃいけないのさ！」


    　いきなり抱き締められて、イスカは迷惑そうに腕を振り解ほどく。


    「それより、そのワタリドリがどうしたって？　珍しいの？　面白い話？」


    　勉強で疲ひ弊へいした脳に、活力が蘇よみがえってくるのが感じられた。


    　イスカは面白おかしい噂うわさ話ばなし、都市伝説に目がない。


    　──あなたはいつか取り返しのつかないことに首を突っ込みそう──


    　院長にもそう言って心配されているが、こればかりは性分なのでどうしようもない。


    「ああ、それそれ。あのね、〈渡り鳥〉っていうのはね、郵便屋さんなの」


    「郵便？」


    　郵便なら、シュタット・ノインにも普及している。


    　そちらもソルダートの管理下にあるため──街の中で彼らの管理の外にあるものなど存在しないだろうが──不適切な内容は検閲にかかって削除されるが、不謹慎な言葉さえ慎めばそう恐ろしいものでもない。


    　郵便のどこが特別なのだろうか？


    　首を傾かしげるイスカに、タバサは耳元に顔を近づけてこう囁ささやいた。


    



    「──その郵便屋はね、人の記憶を、手紙にして運ぶんだって」


    



    「記憶を、手紙に……？」


    　それは一体、どういう意味なのか。


    　浪ロ漫マンがあるとは思うが、今一つ要領を得ない話だった。そもそも記憶を運ぶという概念が、上手く理解できない。


    「そのとき、何を見てどんな気持ちで何を思ったのか。そういうこと、全部手紙の中に閉じ込めて運ぶんだって」


    「なにそれ、逆に怖いんだけど……」


    　記憶を勝手に覗のぞき見られるということだろうか。イスカが身を退ひくと、それでもタバサは楽しそうに続ける。


    「そう思う？　どうしても忘れたくないこととか、忘れちゃって思い出したいこととか、そう


    いうのも全部形にしてくれるんだよ。イスカにも、そういうこと、あるんじゃないの？」


    　心の中を見透かしたような言葉に、ドクンと大きく心臓が鳴った。


    　──思い出したいことは……ある！


    　ギュッと胸を押さえてイスカが目を向けたのは、窓の向こう、高い塀へいに囲まれた空だ。


    



    　このシュタット・ノインに於おける空とは、頭上に浮かぶ青い円盤状のものを示す。


    　それが物体ではなく、吹き抜けた空間であることは、イスカも知っている。知ってはいるが、それが気体か固体かなど、大した違いはない。


    　シュタット・ノインは、天高く聳そびえる壁に囲まれている。


    　空とは壁の上に乗っている蓋ふたであり、天井なのだ。鳥ですら、その空を飛び越えることはできない。昼と夜で姿が変わるだけの、ただの壁だ。


    　外部へ出ることは禁じられており、外へ通じるとされる門も何百年、あるいは何千年という間で一度も開かれた記録はない。


    　だが、外は未知の世界というわけではなかった。


    　壁は分厚いが、ところどころに外を覗のぞける〈窓〉がある。その向こうからやってくる列車という乗り物もある。


    　ただ、〈窓〉の向こうの世界は、草も生えない荒野なのだ。


    　石ころと赤あか錆さびた大地がどこまでも続いている。外には、何もない。


    　そんな何もない世界から壁で閉ざされているのは、外の空気が有毒だからだ。だから外では植物が息づくこともなく、いつまでも荒野のままでいる。


    　毒の世界を、危険を冒おかしてまで目指す者はそうはいない。壁の中に不自由はなく、命をなげうって求めるほど、外は渇かつ望ぼうするものではないのだ。


    　壁の中で唯一の不自由があるとすれば、それは退屈くらいのものなのだから。


    　退屈凌しのぎで命を懸かけるほど、この街の人間は愚かではない。


    



    　ただ、イスカの場合は命を懸けてもいい理由があった。


    　──あたしは、壁の向こうを知ってる……。


    　断片的にではあるが、はっきりと覚えている。幼いころに見た、ここではないどこか別の場所だ。旅でもしていたのか、あちこちを点々としていたようだった。


    　そして、そこにはイスカの手を引いてくれる誰かがいた。


    　優しそうな娘と、少し怖いがそれでも温かい眼まな差ざしの男。娘の方は若く、彼らは親子なのではないかと思えた。


    　──お姉ちゃんと、お父さん……。


    　恐らく、孤児院に来る前の記憶だ。


    　すでに顔も曖あい昧まいで、名前も覚えていない。それが家族である保証はないが、それでもイスカは名も知らぬ彼らを、心の中でそう呼んでいた。


    　──〈渡り鳥〉なら、あのころの記憶を形にしてくれる？


    　イスカの関心を引いたことに満足そうな笑みを浮かべると、タバサは得意げに人差し指を立てて続ける。


    「不思議なのはね、手紙だけじゃないんだ」


    　もったいぶるようにそこで言葉を切ると、試すようにイスカの顔を覗き込んでくる。


    「他にも何かあるの？」


    　面白いおもちゃをちらつかせるように、タバサはこう言った。


    



    「その郵便屋はね、空を飛ぶの。舟みたいな乗り物で、壁の向こうまで。だから〈渡り鳥〉なのよ」


    



    　今度こそ、イスカはガタリと椅い子すを蹴け倒たおして立ち上がった。


    「ど、どうしたの？」


    「──っ、あ、ううん。ごめん。ちょっとびっくりしちゃって……」


    　驚いた顔をするタバサに、イスカは慌てて両手を振る。


    「空飛ぶ乗り物とか、すごく面白そうだね」


    「でしょう？」


    　タバサは自慢げに笑っていたが、イスカは気を落ち着けるのに必死だった。椅子の後ろに隠した手が小さく震ふるえる。


    　──壁の向こうから来た〈渡り鳥〉……。


    　この時点で、すでにイスカの頭の中に都市伝説の〈渡り鳥〉を探し出す以外の選択肢は、残っていなかったのだろう。


    「タバサ、その〈渡り鳥〉って、どこに行けば会えるの？」


    「さあ？」


    　首を傾かしげるタバサにイスカは脱力した。


    「ええぇっ？　知らないの？」


    「だって分からないから都市伝説なんでしょ？　あ、でもね」


    　タバサは窓から身を乗り出して空を示す。


    「〈ファントム〉っているでしょ？　あの、ときどき街の上を飛んでる」


    〈ファントム〉というのは、空を横切る三角形の影のことだ。


    　壁から壁へ飛び移るように横切り、そのまま姿を消してしまう。一年の間に、一度見かけるかどうかのもので、大人でも正体は知らないという。


    　その不可解な、しかし確かに存在する不気味な様子から、亡霊の意味を込めて〈ファントム〉の名がついたのだ。


    　これも都市伝説の一つに数えられているが、大きな音を立てて現れるおかげで実際に見たことがある者も少なくない。イスカも、何度か見たことがある。


    　それというのも────


    「最近、よく飛ぶようになったね……」


    　数年間見ないことも珍しくなかったというのに、この数か月の間は毎週のように姿を見せている。


    　イスカが首を傾げると、タバサは夢見るような顔でこう言った。


    「そこなのよ！　〈ファントム〉が飛ぶのはね、〈渡り鳥〉を探してるからなんだって」


    「それって、仲間じゃなくて、追われてるってこと？」


    「さすがにそれはわかんないけど、〈ファントム〉が飛ぶ空には〈渡り鳥〉もいるんだよ」


    　普段なら手放しに喜んでいるだろう話だが、イスカは慎重な顔で俯うつむいた。


    「……でも、ソルダートがウロウロするようになったのも、〈ファントム〉が飛ぶようになってからだよね？」


    「それは……」


    　ソルダートというのは、シュタット・ノインを警備する兵士のことだ。警備といえば聞こえはいいが、犯罪者を即射殺する権限があり、特に壁を傷つけようとする者に対しては警告すらなく処刑が執行される。


    　不気味なマスクで顔を隠し、鋼鉄のプロテクターをまとい、銃器を構えて行進する彼らは、守護ではなく恐怖の象徴だった。


    　今まで、街中で見かけることは少なかったのだが、この数か月は街でも頻繁に見かけるようになった。それに不安を感じている者は少なくない。


    　──しかも、何かと戦ってるみたいだ……。


    　ソルダートが現れたあとには、必ず爆発や焼け焦げた跡が残っているのだ。夜中に機関銃のような爆音を聞いた者もいる。


    　恐らく、そのたびに誰かが死んでいるのだ。


    　イスカが私生活に支障を来きたすほど孤児院を気にかけている理由も、ここにあった。


    「──でも、だからかもしれないね」


    「何が？」


    　沈黙を破るように声を上げたイスカに、タバサが首を傾かしげる。


    「だってほら、ソルダートがウロウロしてて〈ファントム〉まで飛ぶようになったんだよ？　何か楽しい話がしたくなるのが人情ってもんじゃないかな」


    　だから、〈渡り鳥〉の噂うわさが広まったのではないだろうか。


    　都市伝説にしては、彼らの噂は華やかすぎる。


    　そうして、何気なく退屈な空を見上げたときだった。


    　どこからともなく、轟ごう音おんが響いた。


    　ハッとしてイスカが身を乗り出すと、真っ白な雲の尾を引いて三角の影が空を横切っていた。


    「〈ファントム〉だ！」


    「嘘うそ、また？　昨日も飛んでたじゃん？」


    　タバサも身を乗り出し、空に残った白い軌跡を見上げてポカンと口を開く。


    　確かに、二日連続で見たのは、イスカも初めてだった。


    　──〈ファントム〉が飛ぶ空には〈渡り鳥〉もいる──


    　その言葉が、堪たまらなく魅力的に思い出された。


    「もしかして……」


    「うん！　〈渡り鳥〉が来てるんじゃないの」


    　タバサは陽気にそう言ったが、イスカは笑う気になれなかった。


    　彼女はこうも思ったのだ。


    　──〈ファントム〉の数が、増えてる……？


    　一羽（？）だけしかいない〈ファントム〉が往復しているというより、たくさんの〈ファントム〉が飛び交っているように思えた。


    「……うん。決めた」


    「なにが？」


    



    「〈渡り鳥〉を、探してくる」


    



    　微み塵じんの迷いもなくイスカが言うと、タバサが嬉うれしそうに笑った。


    「ふふ、イスカならそう言うと思った」


    　タバサは、ときおりこんな噂うわさ話ばなしを持ってきては、暴走するイスカについて回る。


    　彼女にしてみれば、イスカは退屈な日常の中に見つけた、ささやかな娯楽なのだろう。


    　しかし、イスカはいつだって真剣にそんな噂話を追いかける。


    　その先に──自分が一体どこの誰なのか──そんな答えがあるのではないかと信じて。
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    　数時間後、イスカは肩を落として帰路についていた。


    「はあ……。結局、見つからなかったなぁ……」


    　街中を探し回ったところで、やはりそう簡単に見つかるものではなかった。


    　空を飛ぶなら高いところにいるのではないかと、ビルやマンションの屋上に上ろうとして、警備員に見つかって逃げ回るハメになった。空から降りるなら広い場所が必要だと考え、公園や広場を探したりもしたが、それらしい人は見つからなかった。


    　──〈渡り鳥〉の名前も、知ってる人はあんまりいなかったみたいだし……。


    　他に噂を知っている者はいないかと、街で訊きいてみたりもしたが大抵は首を傾かしげられるだけだった。


    　そんな探し方で見つかるなら、都市伝説になどなりはしないだろう。


    　そもそも、〈渡り鳥〉がどんな姿をしているかさえ、イスカは知らないのだ。


    　少し冷静な人間が一人でもいたなら、きちんと止めてくれたことだろう。あるいはタバサあたりは気付いていたのかもしれないが、イスカを娯楽の嗜し好こう品ひんだと考えている彼女にそれを期待するのも無理な話だ。


    　それでもタバサは満足したらしく、いつも通り陽気な顔で帰っていったが。


    　イスカが歩いているのはシュタット・ノインの繁華街だ。


    　繁華街とはいっても、主だって商品が並んでいるのは市からの配給所くらいのものだ。


    　服屋に並んでいるのは古着で、本を取り扱っている店も市書院からの払い下げ品だ。雑貨屋などは骨董品店と見分けがつかない程度のものしか並んでいない。


    　そんな中で唯一華やいだ色を見せるのは、軽食露店だ。香ばしい肉と胡こ椒しようのにおいが空腹をくすぐっていく。


    　──おなか、減ったなあ……。


    　空腹に誘われ、イスカは軽食露店を覗のぞく。


    　この街で娯楽らしい娯楽といえば、食事か遊戯札──大人ならばアルコールとギャンブル──くらいのものだ。タバサがイスカを娯楽用品と見なすのも、そう考えると無理からぬことでもある。


    　数少ない娯楽である露店には、塩と油をふんだんに使ったメニューと、可愛かわいらしく甘いものが不可思議に共存していた。


    　甘味は魅力的ではあったが、空腹を訴える胃袋は重たい肉を望んでいる。


    「おじさん、これ一つちょうだい」


    「あいよ──と、君は、さっきの子か。〈渡り鳥〉は見つかったかい？」


    　言われて、イスカも思い出した。〈渡り鳥〉を探していて、繁華街に並ぶ店でも訊きいて回ったのだ。無論、ここでも問いかけている。


    　イスカは苦笑を浮かべて首を横に振った。


    「やあ、なかなか見つからないね」


    「そりゃあそうだろう。まあ、退屈凌しのぎには面白い話かもしれんがね」


    　店主は〈渡り鳥〉が実在するとは考えていないのだろう。笑われてしまった。


    　その反応につまらなさそうなため息を返して、イスカは注文した品を受け取る。ソーセージをパンで挟んだサンドイッチが新聞紙でくるまれている。


    　代金を払ってかぶりつくと、熱い肉にく汁じゆうが溢あふれて火傷やけどをしそうだった。


    　はふはふと息を漏もらしながら家路につこうとして、イスカはふと足を止めた。


    「綺き麗れい……」


    　目の前を、一人の少女が過よぎった。


    　美しい、金色の髪。無愛想な眼まな差ざしには淡い薄紫の瞳。小さな唇は桃色で、同性でも見み惚とれるほど整った顔がん貌ぼうだ。ガラス細工のような華きや奢しやな肢し体たいに、長い髪が纏まとわり付いている。どこか浮き世離れした容姿の少女だ。


    　瀟しよう灑しやという言葉があるが、彼女のような存在をそう呼ぶのだろう。


    　よほど寒い場所へ行くのか、兎毛の帽子に毛皮の肩掛け、分厚いひだ付きコートという暖かそうな服装だ。ベルトのポーチから何気なく取り出したのは、飴あめだろうか。そっと口の中に運ぶと、ほのかな笑みが浮かんだ。


    　少女が一歩進むごとに金色の髪が奇跡のような光が振り撒まかれ、イスカは思わず見入ってしまった。


    　そして、その背中を追いかけるように少年が飛び出してくる。


    　少年といってもイスカより年上のようで、そろそろ青年と呼ぶべき風ふう貌ぼうだ。


    　黒い髪に、黒い瞳。分厚いコートは袖そでのベルトや裾すその形など、少女のそれと似通った特徴のあるものだ。細身ながらも引き締まった体たい躯くで、肌は白いが衣服も黒いため、モノクロームの世界から抜け出したような容姿だった。


    　──何、あれ……？　銃……？


    　少年は、肩から奇妙なものを下げていた。形状としては銃のように見えるのだが、銃身に沿って鉈なたのような分厚い刃が取り付けられている。


    　概念としては銃剣が近いように見えるが、これはもっと力任せな道具に見えた。


    　銃剣は弾切れ、あるいは接近戦の場合に槍やりとして用いるものだが、こちらはむしろ銃の方が添えられているような、刃の方が本体のような印象を受けた。


    　ソルダートというわけではなさそうだが、見るからに物騒な凶器を扱い慣れた鞄かばんでも担かつぐような気軽さで下げているのだ。


    　危険を感じて注視していると、少年が少女に声をかけていた。


    　内容までは聞き取れなかったが、少年が声を上げて少女に何か言う。少女の方は気だるそうに首を横に振るだけだ。


    　やがてその後ろから大男がやってきて、少年の首根っこを掴つかんで引きずっていく。


    　少年が悲鳴を上げ、少女は呆あきれたような素振りで顔を背そむける。


    　ただ、その背けた顔はどこまでも楽しそうに緩ゆるんでいた。


    　イスカは小さく噴ふき出した。


    「なんか、可愛かわいい人たちだな……」


    　銃を持っているからといって、危険人物というわけでもなさそうだった。


    　そう思うと、自然と孤児院の弟妹たちを思い出した。


    　ホットドッグを完食し、手についたケチャップをペロリと舐なめて新聞紙をゴミ処理筒へと放


    り込む。筒は人が潜れるほど径の大きなもので、地面からつき出している。


    　イスカは家路にはつかず、別の方向に足を向けていた。


    　──孤ホ児ー院ム、ちょこっと覗のぞいていこうかな……。


    　復調したとはいえ、院長もまだ本調子ではない。だというのに、彼女はすぐに無理をするのだ。また倒れることも考えられる。


    　本来、イスカが関わるべきことでもないのだが……。


    　──だって、家族なんだもん……。


    　孤児院を出た孤児の大半は、自分の面倒を見るのが精一杯で孤児院に顔を出す者は少ない。それでも、心の中ではそこを〈家〉だと思っている。


    　イスカは幸運なことに、奨学制度に適合した。それゆえ、孤児院を気にかける余裕があるのだ。……それも、学徒でいられる間だけの話ではあるが。


    　そうして数分ほど歩いたころだった。


    「──っ」


    



    　目の前を、異様な格好をした人影が過よぎった。


    



    　息を呑のんで立ち尽くす。


    　──ソルダートだ……。


    　眼球の位置に二つのレンズを嵌はめ込んだ、鋼鉄のマスク。対刃繊維で編まれた衣服の上には軽金属を加工した甲かつ冑ちゆうのようなプロテクター。頭部はヘルメットに覆おおわれ、ガチャガチャと金属のぶつかる音に混じってコォォと呼吸の音が漏もれている。


    　そして、肩にはイスカの腕ほどもある、巨大な砲筒が担かつがれていた。野太い砲身とは裏腹に、銃口は細く絞り込まれている。


    　そこから撃ち出されるのは砲弾ではなく、炎だ。


    　炎は、広がれば誰も彼も区別なく飲み込んでしまう。彼らが側そばで行動すること自体が、周囲の人間にしてみれば処刑宣告のようなものなのだ。


    　背中にトンと壁ががぶつかり、イスカは知らぬうちに自分が後あと退ずさっていたことに気付いた。


    　これが、畏い怖ふの象徴たるソルダートだ。


    　孤児院の弟妹たちも、彼らを恐れて最近では外に出るのも怖がっているのだ。イスカとて恐ろしいとは思う。


    　それが三人、肩を並べて行進している。


    　──早く、行ってくれないかな……。


    　顔を伏せ、彼らが通り過ぎるのを待つ。


    　しかし、ソルダートたちは、いつまで経たってもイスカの前から立ち去りはしなかった。


    「……？」


    　顔を上げると、どういうわけか六つのレンズがイスカに向けられていた。


    「え……？」


    　それどころか、三人は一斉に火炎放射器を構える。


    　その指が、すでに引き金へかけられていることに、イスカは気付いてしまった。


    　──嘘うそ……撃つの？　あたしを？　なんで……。


    　警告すらなかった。


    　その銃口に炎が灯ともるの見て、ようやく自分が死ぬらしいことをイスカは悟った。


    



    「──こっち、早く！」


    



    　グイッと、後ろから腕を引かれた。


    　それでようやく、イスカの体も反応してくれた。


    　腕を引かれるままに体を投げ出すと、その直後にゴウッと熱が背中を撫なでていった。


    　ゾッとした。


    　やはり、ソルダートは自分を焼き払おうとしたのだ。


    「走って」


    　鈴を転がすような、澄んだ声が耳元に届いた。


    　こんなときではあるが聞き惚ほれそうな声に顔を上げると、そこには美しい少女がいた。


    　金色の髪、薄紫の瞳。先ほど見かけた、二人のうちの一人だ。


    「あなた……」


    　イスカの声に返事も返さず、少女は走り始める。


    　そこは通りから枝分かれした小さな脇道だった。そこに滑り込んだおかげで、炎から逃のがれられたのだ。


    　腕を引かれて、イスカも足をもつれさせながらそれに続く。


    　しかし、走り出して数秒もしないうちに少女は舌打ちを漏もらして足を止める。その足の勢いを殺させないようにイスカの腕を引くと、反対側の手を来た道に向けて振り返る。


    　そこに、またしてもソルダートの姿があった。


    　一度目の放射で仕留められなかったのだ。すぐさま追撃をかけてきたらしい。


    　脇道は狭く、今度こそ逃れられる場所はなかった。


    　再び銃口に炎が灯り、イスカが身を強こわ張ばらせると、少女は鋭く息を吐いた。


    「邪魔」


    



    　放射された炎が、パンと弾はじけた。


    



    「──っ？」


    　まばゆく炎が散り、にわかに目が眩くらむ。それでも、どこから取り出したのか少女が鞭むちのようなものを振るったのは見えた。


    　逃れようのない炎を容易たやすく弾いた少女は、しかし呻うめくように表情を歪ゆがめた。


    「……屈くつ辱じよく。焦げた」


    　少女が手にする鞭むちに、炎が燃え移っていた。


    　苛いら立だたしげにそれを手放すと、イスカの背中を押す。


    「走ってと言ってるの」


    　後ろでは、ソルダートが次の炎を放射せんと、銃を構えていた。


    　少女の声に余裕がないことから、次は防げないのだろうと感じた。彼女も炎を弾はじいた鞭を失ったのだ。


    　炎の熱気とは対照的な、冷たい恐怖が背中を撫なでる。


    　それでも必死に足を前に進めると、頭の上にコツンと何かが落ちてきた。


    　同時に、ダンッダンッと何かがぶつかる激しい音が聞こえた。


    　軍ぐん靴かのような硬い靴が地面を蹴ける音に似ているが、この狭い通路を走る者などイスカと少女以外には見当たらない。


    　疑問を抱いだいたときには、答えは提示されていた。


    



    　ソルダートの銃が、真っ二つに切断されていた。


    



    「……え？」


    　空から降ってきたのは、黒い髪の少年だった。


    　手には、あの槍やりのような銃剣が握られている。それを手の中でクルリと旋回させると、残った二人の火炎放射器も一いつ閃せんする。


    　一呼吸の間に、三名ものソルダートから武器を破壊した。


    　──でも、どこから……？


    　イスカの前に、彼の姿はなかった。ソルダートの後ろから飛びこんできたのだろうか？


    　しかし相手は制圧を目的として訓練されたソルダートだ。


    　すぐさま破壊された銃を放棄し、腰から拳銃や剣を抜くが、そのときには少年の姿も掻かき消えていた。


    「跳んだ？」


    　離れていたイスカは、かろうじて目で追うことができた。


    　少年は壁を踏み台にして、ソルダートの頭上を越えるほどの高さに跳躍していた。


    　その動きと白黒の姿は、伝説にある〈海〉を泳ぐ鯱しやちを連想させた。


    　そのまま器用に宙で身を捻ひねると、ソルダートの背後に着地する。彼らが振り返ったときには、少年は銃剣を振るっていた。


    　ゴリッと銃底が右側のソルダートの顎あごを抉えぐる。


    　カクンと膝ひざから崩れ落ちるのを確かめる間もなく、その勢いのままグッと身を捻る。


    　左側にいたソルダートが拳銃を構えようとしたときには、その側頭部に回し蹴げりが直撃していた。
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    　瞬またたく間に二人ものソルダートが打ち倒された。


    　それから、また頭の上にパラパラと小石が落ちてきて、イスカは顔を上げる。


    　見れば壁の一部が大きくひび割れており、その破片が落ちてきていたらしい。まだ真新しいものに見えるが、それが点々と等間隔に続いている。


    　そう、地に伏したソルダートのすぐ側そばまでだ。


    　少年が手にしている銃器は傍はたから見ても相当な重量があるだろうとわかる。それに加え、少年が羽織っているのも重たそうなレザーコートだ。そんな重量を抱えて、彼はソルダートの頭上を飛び越えたのではなかったか？


    　──まさか、この人、壁を蹴けってあそこまで走ったの？


    　跳弾のように、壁と壁の間を飛び越えて進んできたのだ。にわかに信じられないが、たった今ソルダートの背後に回った跳躍を見れば、そう考えざるを得ない。


    　──でも、まだ一人残ってる！


    　中央にいたソルダートは、仲間が打ち倒されようとも動じることなく、手にした剣を叩たたき下ろす。


    　ジュンッと異様な音を立て、剣が赤く発熱する。


    「グッ──こいつ、機械兵か」


    　少年は銃剣で受けるが、不利な姿勢ゆえか呻うめいて膝ひざをついていた。


    　と、剣が銃剣の刃を滑って振り抜かれる。


    　突然抵抗を失ったことで、ソルダートもグラリと体勢を崩す。


    　そこに、少年の銃剣が走る。


    　ドゴンッと音を立てソルダートが真横に吹き飛んだ。


    　身構えることもできず、ソルダートは壁を破って叩たたきつけられるが、それでもギシッと体を軋きしませて立ち上がる。


    「ウィル！　時間をかけ過ぎ」


    「わかってる！」


    　少年が銃剣を振りかぶり、ソルダートも赤い剣を下から突き上げる。


    　凄すさまじい音を立てて剣と銃剣が衝突し、金属の破片が飛び散った。


    　折れたのは、ソルダートの赤い剣だった。


    　振り下ろされた銃剣は、剣を折った勢いのまま頭部へと叩き下ろされる。


    　頭ず蓋がいを真っ二つにされ、ソルダートもとうとう膝を折った。凄せい惨さんな姿にイスカは息を呑のんで顔を覆おおうが────


    「チイッ、しつこい！」


    　頭部を両断されてなお、ソルダートは両手で少年に掴つかみかかっていた。


    　バチバチと火花を散らすその姿から、イスカも気付いた。


    「何あれ……。人間じゃ、ないの？」


    　機械だ。


    　少年は機械の兵士を銃剣で斬きりつけるが、先ほどのような轟ごう音おんは響かず、逆に反対側の壁へと叩たたきつけられる。


    「──がはっ」


    　少年が息を詰まらせたときだった。


    



    「ウィルは詰めが甘い」


    



    　ソルダートの体が、上下に断ち割られていた。


    　見れば、焼け焦げた鞭むちを拾って、少女が一いつ閃せんしていた。


    　地面に転がったソルダートからは、火花は消えたものの今度は濛もう々もうと煙が噴ふき上がっていた。人の形はしているが、人間ではないのだとわかった。


    　そもそも、人間が頭を破壊されて動くはずもない。


    　鳥のように現れた少年と少女は、人に非あらざりし機械の兵隊を倒してしまっていた。


    



    　それが、イスカと二人の〈渡り鳥〉との出会いだった。
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    　ジェシカの一撃で今度こそソルダートが沈黙したのを確かめ、ウィルは無骨な銃剣──銃じゅう機き槍そうを肩に担かつぎ直した。


    「……助かった」


    　素直に礼を言うと、相棒の少女──ジェシカは美しい金色の髪を振り払って鼻を鳴らした。


    　銃機槍は、弾切れだった。彼女が割って入ってくれなければ、相当手こずったことだろう。


    「感謝の気持ちに甘い物を貢ぐべき」


    「さっき買ってやったろうが」


    　街の中を歩けば、必然とジェシカに甘い物を買い与えることになっていた。


    　それとは別に、ウィルは苦い表情を浮かべた。


    　──もう、残りの弾マガ倉ジンは一つだけか……。


    　機械兵相手となると、弾丸があっても一発や二発では倒せない。もう、何度も戦うわけにはいかなくなった。


    　空になった弾倉を排出して、ウィルはようやくもう一人の見知らぬ少女に目を向けた。


    「怪け我がは、なかったか？」


    「あ、あのっ、はい！」


    　まだ気が動転しているようだ。慌てた声を上げていた。


    　──まあ、いきなり殺されかかったわけだし、無理もないか。


    　どう声をかけたものか迷っていると、ジェシカが不快そうに目を細めた。


    「ウィルは鈍のろ間ま。私がいなかったら死人が出てた」


    「違うよな？　それ、お前が俺を変質者扱いして見捨てたせいだよなっ？　おかげであのおっさんから逃げるの、めちゃくちゃ大変だったんだからな！」


    　先ほど〝ある場所〟について聞き込みをしていたときだった。


    　若い男女が連れ添って歩いてることに、相手の男はからかうようにどういう仲かと訊きいてきたのだ。


    　それに対し、ジェシカはあろうことか────


    



    「見知らぬ土地で、理不尽な拘こう束そくを受けていると言っただけ。嘘うそは言ってない」


    



    「それって客観的に見てなんて言うか知ってるか？」


    「知らないの？　誘ゆう拐かいと呼ぶ」


    「なんでお前が諭さとすような顔してんのかなっ？」


    　おかげでウィルは正義感を燃やした大男に拘束された。しかも相手は何かしらの訓練を受けた人間らしく、どれだけ逃げても執しつ拗ように追跡してくるのだ。


    　最終的に、壁を蹴けり登ってようやく振り切った。


    　そして、その先でソルダートに追われるジェシカたちを見つけたのだった。


    　──おかげで、話が最後まで訊けなかったじゃねえか……。


    　気になる噂うわさを聞いたというのに。


    　歯ぎしりをして睨にらみ合っていたときだった。


    「──ぷふっ」


    　殺されかかったというのに、場違いな言い合いを始めた二人に、少女が堪こらえきれなくなったように噴ふき出した。


    　さすがに批難の目を向けると、少女は慌てたように両手を振った。


    「ご、ごめん。笑うつもりはなかったんだけど」


    「おかしなものを見て笑うのは、悪いことではない」


    「はいはいはい笑えよ！　おかしいのは俺なんだろ？」


    　ウィルが拗すねた声を上げると、ようやく少女も落ち着いたらしくペコリと頭を下げた。


    「助けてくれてありがとう。あたし、イスカ。……ええっと」


    　まだ困惑しているか、何から訊けばよいのかわからないといった様子だった。


    　ウィルは足あし下もとに倒れたソルダートを一いち瞥べつし、申し訳なさそうに言った。


    「俺はウィルだ。そっちはジェシカ。なんか巻き込んじまったみたいで、悪かったな」


    　ウィルとジェシカは、ある理由からソルダートに追われている。この少女が何者かは知らないが、きっと側そばにいたことで巻き込まれたのだろうと思った。


    「えっと、そっか……。あたしが狙ねらわれたわけじゃなかったんだ」


    　イスカがホッと胸を撫なで下ろすが、しかし、ジェシカは首を横に振った。長い髪がしゃらしゃらと揺れ、思わず見み惚とれそうになる。


    「狙われたのはこの子。私じゃない」


    　ウィルは、鋭く目を細めた。


    「……それ、本当か？」


    　問いかけると、イスカは当惑した顔で首を横に振る。


    「わ、わかんないよそんなの。なんであたしが……というか、本当にあたしが狙われたの？」


    　今さらながら、不信感を覚えたらしい。


    　一歩身を退ひくイスカに、ウィルは肩を竦すくめる。


    「さあな。それは俺にはわからないが、心当たりがあるんなら気を付けろよ？」


    「え、いや……」


    　何やら少女が心細そうな声を漏もらしたが、ウィルは銃じゅう機き槍そうを担かつぎ直してジェシカに手を差し出していた。


    「行こうぜ、ジェシカ」


    　しかしジェシカは手を取ろうとせず、不思議そうにウィルの顔を見上げた。


    「な、なんだよ？」


    「意外。ウィルが冷たい」


    「……？　どこがだよ」


    　ジェシカはズイッとウィルに顔を近づける。


    　整った顔がん貌ぼうが迫り、息を呑のんだ。


    「いつものウィルは最後まで助けると言う」


    　そう言われると、確かに先ほどの言葉は、ウィルにしては突き放すようなものだったかもしれない。


    「いや、別に冷たくしたわけじゃ……」


    　思わず視線を逸そらした先の地面には、焼け焦げた鞭むちが転がっている。ソルダートを一いつ閃せんしたものだ。


    　ジェシカが愛用する茨いばらの鞭で、これが焼かれているということは、彼女も少なからず痛みを感じたはずだ。茨は、彼女の体の一部でもあるのだから。


    　──どこかで、休ませてやらないとな……。


    　ウィルは、ここではジェシカに力を使わせたくない。しかもそれを傷つけられたとあれば、あまり穏やかな気持ちではなかった。


    　自分が過保護なほど気にかけていることに気付いて、ウィルはハッとして頭を振る。


    「あー、意外っていうんなら、お前の方が意外だろ？　お前が人間を助けるなんて」


    　ジェシカが自分から誰かを助けたことなど、ウィルが知る限りは一度だけのことだ。


    　そのときも、相手は──厳密には、だが──人間ではなかった。


    　そう考えると、今回のことは初めての出来事だとさえ言えた。


    　この反論は痛いところだったらしく、ジェシカもむっと呻うめいて視線を逸そらす。


    「私は、別に人間を死滅させたいわけじゃない」


    　それこそ意外な言葉で、ウィルは目を丸くした。


    



    　──人間は嫌い──


    



    　それが、ジェシカの口癖だった。


    　彼女の特異な経歴と、そしてある人間の裏切りから、それはウィルでも咎とがめられないほど頑かたくなな拒絶だったのだ。


    　──そういえば、最近〝嫌い〟って言葉自体、使わなくなったか……？


    　この変化は、ウィルにも原因がわからなかった。


    　──でも、いい変化のはずだよな？


    　表情を緩ゆるめながら、ウィルは自分が冷たくしたらしい──ジェシカが言うには、だが──少女へ目を向ける。


    　確かに、縋すがるような顔をしていた。


    「ああっと、今さらなんだが……あんた、心当たりはないのか？　狙ねらわれてる、よ」


    　イスカは戸惑った顔で首を横に振る。


    「わ、わかんないよそんなの。むしろあたしが訊ききたいくらいよ」


    「まあ、そうなんだろうな」


    　今までの様子を見た限りでは、狙われているという自覚すらなかったようだ。それで心当たりなどと言われても、わかるはずはないだろう。


    　──どうするかな……。


    　ジェシカの言う通り、ここで「はいさよなら」と別れて死なれては、酷ひどく後味が悪い。


    　少し迷ってから、ウィルは少女に手を差し出した。


    「とりあえず、俺たちと来るか？　ちょうど配達の途中で、地元の人間に話を訊きたかったんだ」


    「配達？　地元？」


    　小さく首を傾かしげて、イスカはウィルの腕を凝視した。


    「──あーっ！　それ、郵便屋のマーク！」


    「え、ああ……」


    「あなたたち、まさか、その……郵便屋なの？」


    「郵便屋でもないのにこの印をつけたら犯罪だぞ？」


    「じゃあ、その……」


    　酷ひどく言いにくそうな顔で、イスカはウィルを見上げた。


    「……もしかして、飛べるの？」


    　ウィルは眉まゆを顰ひそめた。


    「なんで知ってるんだ──って、うわ？」


    「すごい！　やったよタバサ！　あたし、〈渡り鳥〉見つけた！」


    「お、おい、引っつくな！」


    　いきなり飛びつかれ、ウィルはわかりやすく狼狽うろたえた。ウィルよりは少し年下のようだが、それでも女の子だ。腕にささやかな膨ふくらみが二つ、押しつけられていた。


    　その背中に、ジェシカの氷点下の視線が突き刺さる。


    「ウィルは不ふ埒らち」


    「俺がなんかしたわけじゃないだろう！」


    　そこでようやくイスカも我に返ったのだろう。慌ててウィルから離れた。


    「……ったく。とにかく、ここを離れるぞ？」


    　今度はジェシカも何も言わなかったが、イスカは堪たえきれないように小さく身み震ぶるいしていた。


    「本当に、いたんだ……」


    　今にも走り出しそうな少女を連れて、ウィルたちは夕陽の射さす街へと足を踏み出した。
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    　閉鎖的な街並みを眺め、三人は歩く。


    　赤い空にはうっすらと月が二つ浮かんでいる。じきに完全に日が沈む。


    「あんた、イスカと言ったか？　もしかして俺たちのこと探してたのって、あんたか？」


    　配達先を捜して聞き込みをしていたときのことだ。


    　──郵便といえば、〈渡り鳥〉とかいう郵便屋を探してるやつがいたな──


    　そんなことを、言ってきた男がいた。


    　詳しく訊きこうとしたのだが、そこでジェシカがウィルを誘ゆう拐かい犯はん扱いしたため、逃げざるを得なくなった。


    「う、うん。たぶん……」


    　今ごろになって羞しゆう恥ち心しんを覚えたのか、恥じらうように視線を逸そらして頷うなずく。彼女に見られないように気をつけながら、ウィルは小さくため息を漏もらした。


    　──ヒルダじゃあ、なかったか……。


    　ウィルたちは、ある少女を捜してこの街を訪れている。


    　そこで異邦人のウィルたちを捜すような人間の心当たりといえば、彼女くらいのものだったのだ。残念ながら、人違いだったらしい。


    　──あいつ、今も狙ねらわれてるのか？


    　ヒルダが残した記憶──〈封書〉には、奇怪な男と戦う姿が記されていた。


    〈夜よる姫ひめ〉の名で呼ばれ、最強の霧む鍵げん士しの一人に数えられる彼女が後おくれを取るとは思えないが、四か月という時間は短くはない。それだけ捜してまだ出会えないということに、ウィルでも嫌いやな不安の一つくらいは覚える。


    　ともあれ、今は目の前にいるイスカのことだ。


    　──……ん？　もしかして、だからジェシカはこいつを助けたのか？


    　ジェシカは勘がいい。ウィルは気付かなかったが、彼女の方は郵便屋〈渡り鳥〉を探すイスカに気付いていたのかもしれない。だから噂うわさ話ばなしを最後まで聞かずに去ろうとしたのだ。


    　……そこでウィルを陥おとしいれる意味は、まるで理解できないが。


    　それを問いかけようとして、ウィルは声を落とした。この辺りは散漫ではあるが、人けはある。むしろ少ないからこそ、余よ所そ者ものの自分たちは目立っている。


    「〈渡り鳥〉を探してるってことは、配達の依頼か？」


    「う、うん……」


    　ふむ、とウィルは腕を組んで考えを巡らせる。


    　なぜ〈渡り鳥〉の名を知っているのか、何の配達を依頼したいのか、疑問はいくらでもあるが、まずは現実に目の前にある危険から片付けるべきだろう。


    「イスカ、俺たちのことを探り始めたのは最近のことか？」


    「え、うん。今日、初めてのことだけど……」


    「なら、そいつだな」


    「……？　何が？」


    「あんたがソルダートに追われた理由だよ」


    　イスカが目を見開いた。


    「え……確かに、〈渡り鳥〉のことは訊きいて回ったけど、そんなことで……？」


    「理由は、あとで説明してやるよ。……とりあえず、一人でいるよりは俺たちといた方がまだ安全だ。あんまり心配するな」


    　狼狽うろたえるイスカを落ち着かせながら、ウィルは腹を括くくる決心をした。


    　──やっぱり、家に帰すのはマズいな……。


    　この街は広さこそあるものの、人口は多くはない。ソルダートならば、標的の住居くらいはすぐに突き止められる。


    　悩みながら先頭を歩いていると、イスカがツンツンと指で突いてきた。


    「あのさ、あそこから離れたいのはわかるけど、どこに行くの？」


    「ん？　ああ。身を隠して話すのに、ちょうどいい場所がある」


    　この辺りの地理には明るくはないが、ウィルは確信を持ってそう答えられた。


    　イスカも人目に気付いたのだろう。それ以上は訊きいてこなかった。


    　会話が途切れ、靴底がゴッゴッと鈍い音が響かせる。


    　地面は油と石を練り込んだようなもので覆おおわれている。通りに沿って並ぶ建物はどれも灰色で、素材は漆しつ喰くいに似ているがもっと頑丈そうな何かを練り込んだものだ。どれも、ウィルの故郷では見慣れないものばかりだ。


    　黙って歩くのも落ち着かなくて、ウィルは思ったことをそのまま口に出す。


    「この辺りの家は、本当に小さいんだな……」


    　ウィルの言葉にイスカが意外そうな顔をする。


    「……？　そうなの？」


    「むしろ大きい」


    「どっちよ」


    　二人の少女の反応から、ウィルは言葉足らずだったことに気付いた。


    「なんていうか、みんな一人で一つの家を持ってるんだろう？　こう〈塔〉みたいなところに


    みんなで住んでるわけじゃなくてよ」


    「集合住宅ってこと？　まあ、あんまりないかな。意味ないし」


    　周囲の建物はどれも一戸建てで、背の高いものでもせいぜい二階建てだ。


    　ウィルの感覚からすると、実に贅ぜい沢たくな土地の使い方だった。


    「この街の人口は、多くても三千人ってところか？」


    「よくわかるね。二千八百人って言われてるよ。……知らない、はずよね？」


    　言葉を選ぶように、慎重な態度でイスカは問う。


    「ああ。上から見ると、大体そんなもんだった」


    　飛ぶという言葉を濁すが、イスカが好奇心が疼うずくように身を震ふるわせていた。


    　反面、ジェシカは不快感を隠そうともせずにため息を漏もらす。


    「こんな汚い空でよく生きていられる」


    「空？　空が綺き麗れいだからって、何かいいことあるの？」


    　キョトンと頭上を見上げるイスカに、ジェシカは地面を示す。


    「そちらもだけど、私が言っているのは地面」


    「地面？　地面は地面でしょう。空じゃないよ？」


    「空だわ。ここは空の井戸の底。息苦しい」


    「……？」


    　イスカには意味が伝わらなかったようだが、ウィルは諫いさめる声を挟む。


    「ジェシカ。気安く人の街を侮ぶ辱じよくするな。別に嫌いやな目には遭ってないだろ？」


    　そう言うと、ジェシカはムッとして目を細めた。


    「遭ったわ。襲おそわれた」


    「あー……うん。まあ、確かに」


    　それを言われると、ウィルも言い返せなかった。


    　彼女たちがソルダートに追い回されたのは、ほんの十数分前のことだ。腹を立てるのも無理はない。


    　ウィルが呻うめいていると、イスカが空を見上げて呟つぶやいた。


    「空の、井戸……」


    「まあ、気にするな。あまりいい意味じゃない」


    「……ううん。なんとなくだけど、わかる気がする」


    　そう言って、月の一つを掴つかむように腕を伸ばす。


    「あたしが知ってる空は、もっと広いはずなんだ」


    　その言葉に、ウィルとジェシカは顔を見合わせた。


    　──この子、外の世界を知ってるのか？


    　少し迷ったが、ウィルはこう言った。


    



    「空が、見たいか？」


    



    　弾はじかれたように、イスカが振り返った。


    「それって……」


    「ウィル」


    　ジェシカが咎とがめるような声を上げるが、ウィルは頷うなずいた。


    「どの道、そろそろ隠れ家を移す時間だ。そのついでになら、別にいいだろ？」


    　ウィルが目を向けると、ジェシカはわかりやすくむくれた顔をした。


    「ウィルは浅慮。席は二つしかない」


    「う、それは……」


    　ジェシカが言う二つしかない席は、ウィルとジェシカのためのものだ。ウィルは操縦せねばならず、そしてジェシカに自分の席を譲れとも言えない。


    　呻くウィルに、ジェシカは仕方なさそうに吐息を漏もらす。


    「無理矢理つめれば、三人乗れるはず」


    　それは意外な言葉ではあったが、同時にそう言ってくれるのではないかと期待していた自分に気付いてしまった。


    　──俺の方が頼っちまってるな……。


    　僅わずかな敗北感に苛さいなまれながらも、ウィルはジェシカの頭にポンと手を載せた。


    「ありがとうな、ジェシカ」


    「気安い」


    　足を踏みつけられたが。


    　そんな様子をイスカに笑われ、ウィルは歯ぎしりをした。
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    「──と、ここだな」


    　ウィルが唐突に足を止めたのは、崩れかけた古い廃屋だった。


    　壁はコケやカビに浸食されているが、しっかりとした石造りのものだ。しかし天井は半ば崩れており、人が住める環境ではない。


    　この辺り一帯は、工場地帯だったのか、どれも似たような建物ばかりで人けもない。廃棄されてから長いのだろうとわかる。


    　だが、ここが特別というわけでもなかった。


    「この街に限った話じゃないが、こういう場所って多いよな？」


    「うん……。昔はこのあたりの機械もちゃんと動いてたらしいんだけど、今はもう、ね」


    　イスカが言う〝機械〟というものが動かなくなったから、人もいなくなったということだ。


    　ウィルは周囲に人がいないことを確かめてから、素早く扉を押し開ける。


    　建物に足を踏み入れると、強烈なホコリと油のにおいが鼻び腔こうを襲おそう。隣でジェシカが露骨に顔をしかめていた。


    　少女二人を中へ促し、扉を閉めたところでウィルはようやく緊張を解く。


    　中には複雑な部品で組み立てられた鉄の塊が、いくつも列を作って並んでいた。どれも見上げるほど大きく、それでいて緻密な作業を行うのだろう細かなアームが覗のぞいている。余よ所そ者もののウィルたちには用途がわからないが、何かしらの細かな部品を作る工場だったのだろう。


    　この機械たちも、昔は──それがどれほど前のことなのかはわからないが──動いて人を集めていたのだ。


    　機械の群れに圧倒されるように口を開くイスカに、ウィルは問いかける。


    「いろいろ訊ききたいことはあるんだろうが、先に聞かせてくれ。なんで俺たちのことを知ってたんだ？」


    　イスカはさも意外そうな顔をした。


    「〈渡り鳥〉に手紙を渡せば、どこの誰にでも届けてくれるって……。そういう噂うわさを友達から聞いたの。知ってる人は知ってそうだったよ？」


    　ウィルは頭を抱かかえた。


    「なんでそんな噂うわさが広まってるんだ……」


    「客がつくのはいいこと」


    「客以外のものもついてきてるだろうが」


    「それはいつものこと」


    「うぐぅ……」


    　配達のたびにトラブルに巻き込まれているのはいかんともし難い真実で、何も言い返せなかった。


    　ジェシカといがみ合っていると、イスカが申し訳なさそうに声を上げる。


    「それで、なんであなたたちを捜したら、ソルダートに狙ねらわれることになるの？」


    「ああ、そうだったな……」


    　ウィルはグルリと周囲の機械に目をやった。


    「ところでこの機械なんだが、動力はどうなってるんだ？」


    「え？　そりゃあエレクトじゃないの？」


    「エレクトってなんだ？」


    「ええ？　それは……街の中に行き渡るエネルギーというか……」


    　上手く説明する言葉を持たないイスカに、ウィルは奧へと進みながら答える。


    「エレクトっていうのは雷の力だって聞いたぞ。池みたいなところに雷を溜ためて、それを少しずつ使ってるんだってな」


    「……何よ。知ってるんなら訊きく必要ないでしょう？」


    　馬鹿にされたと感じたのだろう。イスカはぷくっと頬ほおを膨ふくらませた。弁解する代わりに、ウィルはふと足を止めた。


    　機械の群れの中に、一つだけ大きな布が被かぶせられているものがあった。


    　その前に立つと、ウィルは布に手をかけてイスカに振り返る。


    「これが、俺たちがソルダートに追われてる一つの理由さ」


    　覆おおいに隠されたそれは横に長く、ウィルの背丈の三倍近いほどだ。高さもイスカの肩に届くほどで、目の前にあるだけで迫ってくるような錯覚を覚えた。


    　イスカも、それがここに並ぶ機械とは異質なものだと気付いたのだろう。興味深そうに注目した。


    「霧む鍵げん機き関かんって、俺たちは呼んでる。エレクトじゃなくて、〈霧きり〉を燃料に動く機械だ」


    「霧……？　水で動くの？」


    「水でできる霧とは違うんだが……。まあ、こいつはこの国に存在しちゃいけないらしい。だから、俺たちを探すってことはこいつを探すことにも繋つながるんだよ」


    　そう答えて、ウィルは勢いよく覆いを取り払った。


    　そこから現れたのは、翼のある舟だった。


    　黒く塗られた細長い船体の腹部には、ガラスのように透き通った一対の翼が折り畳まれている。船底には水を掻かくような櫂かいが連なり、船首からはまるで生き物でも扱うような手た綱づなが伸びている。


    　そして、二つ並んだ座席の後ろには、大きな郵便箱が載せられていた。


    



    「翼つばさ舟ぶねっていうんだ。この国の機械とは異なる力で空を飛ぶ──俺たちの翼だ」


    



    　名は〈霞か曲きよく〉という。


    　ある舟乗りから託された、恐らくは翼舟の中でも最高の機体だ。


    「凄すごい──……って、何それ？」


    　感動に声を震ふるわせたのも束の間、イスカの表情が見る見る困惑に染まった。


    　それもそうだろう。


    　翼舟の座席では、一人の少女が幸せそうに寝息を立てていたのだから。


    「……気にするな。仲間だ」


    　眠っているのは、十五、六歳の少女だ。


    　年齢以上に幼く見える顔がん貌ぼうに、見事な夕陽色キヤロツトオレンジの髪。背中から翼舟の上へと伝い落ちる髪は三つ編みで、緑のワンピースの上には暖かそうな白のジャケットを羽織っている。


    　翼舟の見張りを頼んでいたはずなのだが、侵入者どころか覆おおいを剥はぎ取られても起きる様子はない。


    「ええっと、寝心地いいの、そこ？」


    「ウィルと……ジェシカの……においが……するで、す」


    　──こいつ、実は起きてるだろ。


    　辟へき易えきとしながら、ウィルは少女の肩を揺する。


    「おい、レン。起きろ。そろそろ隠れ家を移さないと、ソルダートに見つかる。起きろって」


    「うぇへへへ……。とうとう、ウィルもジェシカに手を出したですか……。レンは許してあげるですよぉ？」


    「やめろよお前、ナニ物騒なこと言ってんのっ？　起きろ──……ん？」


    　背中にぽかっと可愛かわいらしい衝撃を感じて振り返ると、ジェシカの顔がそこにあった。


    　……どうやら、殴ったつもりらしい。


    　憤ふん慨がいした顔に、見る見る困惑が滲にじみ出す。


    　──そうか。今は、霧む鍵げん式しきが使えないからな……。


    　普段はものを投げたり茨いばらを叩たたき込んだりと鋭い暴力を振るわれるのだが、今は手頃なものもなく、茨も焼かれて使えない。見た目通りの力しか持っていないのだ。


    　──つうか、暴力振るえないと、こいつも可愛いのな……。


    　つい笑い返してしまうと、ジェシカの顔が見る見る赤く染まった。


    「……っ！　生意気」


    　平然としたウィルの態度に憤慨したのか、ジェシカはなおも握った手を打ちつけてくるが、微ほほ笑えましいほどささやかな衝撃だった。


    　そこでようやく眠っていた少女──レンも起きる気になったらしい。


    　むにゃっと妙な声を漏もらして身を起こすと、寝ね惚ぼけ眼まなこでウィルとジェシカを交互に見つめる。


    「……ウィルとジェシカがいちゃいちゃしてるです。レンは空気が読めるので見なかったことにしてまた寝ることにするです」


    「ややこしいこと言って寝るな！　起きろって言ってるだろ」


    　首根っこを掴つかんで起こすと、レンは迷惑そうに瞼まぶたを擦こする。


    「むう、ウィルはレディの扱いがなってないです。フォルネウスが見たらお説教されるです」


    「安心しろ。フォルネウスさんならその前にお前にレディとしての振るまいを指導してくれるだろうからよ」


    　大きな欠伸あくびを一つ漏らし、翼つばさ舟ぶねの上で両足をプラプラと揺らすと、レンは不服そうに唇を尖とがらせる。


    「ウィルは少しはレンの苦労というものを考慮するです。四六時中ジェシカといちゃいちゃする姿を見せつけられては、レンも休眠する以外に取るべき手段がないです。そこのところ、どう考えてるですか」


    「……お前、ただ眠たいだけだろ？　あと客の前で紛らわしいこと言うな」


    　そこでようやく、レンも硬直するイスカに気付いたらしい。驚いたように声を上げた。


    「ウィルがまた女の子を拾ってきたです──ぎゃんっ？」


    　さすがに、拳げん骨こつを落とした。


    「とにかく、場所を移すぞ」


    　そう言うと、レンは頭上──ぽっかりと天井の破れた空を見上げて首を傾かしげる。


    「まだ夜じゃないです──あっ、〈封書〉の場所が見つかったですか？」


    　表情を明るくするレンに、ウィルはぐうっと呻うめいた。


    「いや、そいつはまだだ……」


    「じゃあ、なんでです？　まだ飛ぶには早いです」


    　ウィルはイスカに目を向けた。


    「客がいるって言ったろ？　こいつに空を見せてやりたいんだ。それに〈霧きり〉の残りも少ないからな」


    　ウィルだけではなく、ジェシカとレンも目を向けたのは、翼舟の後方から突き出す、いささか不格好な二本の筒だった。黒い船体に青のそれは、色だけではなく形状も取ってつけたようで、どこか浮いて見える。


    　ウィルたちが〈霧きり〉と呼ぶ、翼舟の燃料が詰まった増ぞう槽そうだ。


    　レンはしばらくぼーっとした顔をしていたが、やがて驚いたように目を丸くした。


    「そこの男おとこ女おんなはここの人間です？」


    「お、男おとこ女おんなっ？」


    「レンが知ってる……じゃなくて、ウィルが連れてくる女の子は、みんなもっと色気があるです。女子力の桁けたが違うです」


    「なんでそこで紛らわしい方に言い直すっ？」


    「服装といい、髪型といい、平坦な体型といい、レンは男おとこ女おんなを男のような女と判断したです」


    　それ以上声が出ないように、イスカが口をパクパクとさせる。


    　ウィルから見て、イスカは特に男顔というわけではないが、服装は確かに少年じみている。髪も短く、胸もお世辞にも大きいとは言えないため、レンが言うのもわからなくはない。


    　ウィルはイスカに目を向けると、真ま面じ目めな顔で頷うなずいた。


    「遠慮せずに、殴ってもいいんだぞ？」


    「レンが悪かったと速すみやかに謝るから暴力は止めるです！」


    　翼つばさ舟ぶねの陰に隠れてプルプル震ふるえるレンに、イスカは頭痛を起こしたように頭を抱かかえた。


    「……なんなの、この子？」


    「気にするな。こんなやつだが、空じゃ頼りになる」


    　フフンとレンが自慢げに胸を張り、イスカは逆に神経を疑うような顔をしていた。


    　と、そこでレンが我に返ったように声を上げた。


    「それより、です！　男おとこ女おんながここの住人ということは、あなぐら育ちです。あなぐら女をいきなり夜の〝雲うん界かい〟に連れていくですか？」


    「あなぐら女……！」


    　イスカが屈くつ辱じよくに震えていたが、ウィルは頷いた。


    「お前のときも、そうだったろ？」


    「空でぴーぴー泣かれては困るです」


    「お前のときは、そうだったな？」


    「ジェシカもなんとか言うです！」


    　縋すがるようなレンの声に、ジェシカは面倒臭そうな眼まな差ざしを返す。


    「飛べるならなんでもいい。早く飛んで」


    「ジェシカはもっと独占欲を示すべきです」


    「空は私のもの」


    「そっちじゃないです……」


    　そんなレンとジェシカを見守っていると、ポンと肩を叩たたかれた。


    　イスカだった。何も言うなというように首を横に振っている。


    「なんていうか、悪かったな……」


    「ううん。あなたが苦労してるんだっていうのは、よくわかったし」


    　優しさが妙に染みて、ウィルは思わず涙ぐみそうになった。


    　と、そのときだった。


    　レンがピクリと三つ編みを跳ねさせ、鋭く目を細めた。


    



    「ウィル。油くさいのが来るです」
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    「──っ、乗れジェシカ。飛ぶぞ」


    　ウィルが声をかける間もなく、ジェシカは翼つばさ舟ぶねに跨またがっていた。


    　手際よくブーツを固定し、命綱を繋つなぐと普段より前寄りに体を詰める。


    　ウィルは荷台から予備の上着フライトレザーを取り出すと、それをイスカに放る。街の中はそうでもないが、空は自分の吐息で顔が凍るほど冷たいのだ。


    「これを着ろ」


    「な、何？　どうしたの？」


    「ソルダートが来るんだよ」


    　レンは三つ編みをささくれ立たせ、出入り口を睨ねめつけている。


    　彼女が言う〝油くさいの〟とは、ソルダートのことだ。彼らの装備に使われている機械油をもって、そう呼んでいるのだ。


    「……わかるの？」


    「あいつはちょっと〝特別〟だからな。俺たちじゃ気付かないことも気付く」


    　それを肯定するように、廃工場の扉がガンガンと喧やかましく叩たたかれ始める。


    　慌ててイスカも上着に袖そでを通し、ウィルは彼女のために両手を組んで足場を作った。二人と郵便物を載せて空を舞う翼舟は、いきなり跨がれと言われて乗れる大きさではない。


    　イスカが足を載せると、そのまま上へと押し上げてやる。窮屈そうに座席へ収まるのを確かめると、その体を背中の郵便箱に固定してやった。


    　翼舟の郵便箱は、機体の中でもっとも頑丈に造られている。これこそが、〈渡り鳥〉が空を渡る理由の全てだからだ。


    　その郵便箱に固定してやれば、滅多なことで振り落とされることはない。


    　そこで、扉が蹴け破やぶられた。


    「ウィル！」


    　ジェシカの声に、ウィルは命綱を繋ぐ暇もなく自分の座席へ飛びこんだ。


    「任せるぞ、レン！」


    「行くです！」


    　手た綱づなを握る。軽く振るうと、パシンと心地好よい音が弾はじける。


    〈霞か曲きよく〉の翼が歓喜のように震ふるえ、霧む鍵げん機き関かんが命を宿したように脈動する。同時に足から腰へ、そして肩から首へ向かってジンと重たい負荷がかかる。その足あし下もとでは、機体がついに地面から離れていた。


    　翼つばさ舟ぶねは、この飛び立つ瞬間がもっとも無防備となる。それを守っているのが、レンだ。


    　背筋を伸ばし、体の芯で機体の姿勢を安定させると、背中の温もりに声をかける。


    「飛ぶぞ、ジェシカ」


    　後ろからギュッと細い腕が回され、耳元にジェシカの囁ささやく声が届く。


    「飛んで、ウィル」


    　もう一度手綱を振るうと、震ふるえる翼が風を起こして大きく羽ばたいた。


    



    　そして、〈渡り鳥〉の翼は空へと打ち上げられた。


    



    　鎖でも這はい寄るように、肺が詰まるように圧迫される。それはほんの一瞬のことで、一呼吸のあとには重力の楔くさびから解き放たれた自由がそこにあった。


    　肩越しに地上へ振り返ると、たった今までいた廃工場に八名はいるだろう、ソルダートの小隊が雪な崩だれ込んでいた。


    「待って、あの子が！」


    　そこに、レンは独り取り残されていた。


    　彼女のための翼舟は、見当たらない。


    　地上の出口は、すでにソルダートの壁によって塞ふさがれている。


    　見捨てられたように逃げ場のないレンに、それでもウィルはこう言った。


    「レン！　十分だ──来い！」


    　声に応えるように、レンの体から黒い靄もやが噴ふき出した。


    　そこにソルダートの炎が降り注ぐが、吸い込まれるように消えていく。水をかけたようなもではなく、むしろ喰われたかのように。


    　レンを守るように広がった黒の靄は、やがて一つの形へと収しゆう束そくしていく。


    　それは、狼だった。


    　黒い毛並みと、人の頭ず蓋がいをひと砕きにできるほど巨大な顎あご。レンの身の丈より遥はるかに大きな、黒こく狼ろうだった。


    「行くですウィシカ！」


    　レンは黒狼の背に飛び乗ると、その首にしがみついた。


    　主あるじの少女を愛いとしげに背負うと、黒こく狼ろうはむくりと身を起こす。


    　いかに異質な出来事であろうと、標的を目の当たりにして見逃すほど、ソルダートも愚鈍ではない。


    　愚鈍ではないが、そこで立ち向かうのは賢明なことではなかった。


    　火炎放射器を構えたソルダートが、ドンと鈍い音を立てて吹き飛ぶ。無骨な機械の群れに叩たたき込まれたそれは、ピクリとも動かなくなる。


    　黒狼は、その場から動いてはいなかった。


    　ただ、虫でも払うように尾を振っただけだ。それに触れただけで、訓練された兵士が戦闘不能に陥おちいっていた。


    　それでも勇敢な何人かが黒狼を取り囲もうと動くが、それも過ちだといえた。


    



    『──ォオンッ！』


    



    　ひと吼ほえだった。


    　大気をも震ふるえ上がらせるそれに、廃工場の窓が残らず砕ける。整列する機械の群れも大きく軋きしみ、崩れかけていた天井が崩壊する。


    　黒狼の咆ほう哮こうは、空気の壁だった。


    　居合わせてしまった運の悪い七名のソルダートは、ひとたまりもなく地面に崩れ落ちた。


    　外敵の沈黙を確かめると、黒狼は悠々と空を駆け上がってきた。


    「な……な、な……」


    　言葉にならない声を上げるイスカに、ウィルは笑いかける。


    「あれがレンの翼だ。俺たちの背中を任せられる相手は、あいつだけなんだよ」


    　黒狼は、そこが大地の上であるように軽やかに宙を駆けると、ウィルたちの〈霞か曲きよく〉に並んできた。


    　その姿に圧倒されたらしく、口を開いたままのイスカに、ウィルは声をかける。


    「イスカ、珍しいのはわかるが、お前が見るべき方向はそっちじゃない」


    「え……？」


    　困惑するイスカをよそに、黒狼の背に跨またがるレンが手信号で『問題なし』と送ってくる。ティエラに渡ってようやく覚えてくれたのだ。ウィルもそれに応える。


    　そして、大きく手た綱づなを振るってこう言った。


    



    「前を見ろ。井戸を抜けるぞ」


    



    　そして、閉ざされた空は見果てぬほどに開かれた。

  



  
    第二便　見果てぬほどに月は高く


    



    「──ウィリアムさま。本日は、折り入ってお願いがあって参りました」


    



    　その日、ウィルたちの元を訪れたのは、初老の紳士だった。


    　丸い鼻眼鏡めがねに、皺しわ一つなく整えられた燕えん尾び服ふく。折り目正しく折られた腰は、年齢を感じさせないほどしっかりとしており、穏やかな眼まな差ざしの奧には力強い光が灯ともっている。


    　その姿は、執事のものだ。


    　手には、執事姿に不似合いなこうもり傘が下げられている。ある少女が、常に持ち歩いていたものだ。


    「用件はわかってるつもりだ。顔を上げてくれ、フォルネウスさん」


    　困った顔でウィルが言うと、執事──フォルネウスも静かに頭を上げた。


    「ヒルダの、ことだろ？」


    「はい。お恥ずかしながら、わたくしめではヒルダお嬢様には、お付き添いできなかったようでございますもので」


    　ヒルダという少女がいた。


    　フォルネウスが仕つかえる主あるじであり、ウィルとジェシカも他人とは呼べないほど関わりを持ってしまった少女だ。


    　その少女が、このハイフォニアの街から姿を消してしまった。


    　今日にもフォルネウスが現れなかったら、ウィルの方から赴おもむこうと思っていたところだ。


    　窓口兼応接用のテーブルに案内すると、ジェシカが紅茶をそっと並べる。普段、人間嫌いで無愛想な彼女だが、客に対しては一応の誠意を見せてくれる。


    　フォルネウスは礼を述べてカップを手に取ると、香りを楽しむように小さく揺らす。


    「この紅茶は、ジェシカお嬢様がお淹いれくださったのでございますか？」


    「そう」


    「とてもよい香りでございます。温められたカップに、適切な温度の湯。味も香りも最適に浸出されております。何より、茶葉を大切に扱っているのがよくわかります」


    　この無愛想な少女に、紅茶の味を褒ほめる者などいはしない。


    　ジェシカは大きく目を開くと、トレイを抱き締めて小さく俯うつむいた。


    「……ありがとう」


    　世界が滅ぶ前触れでも見たような気分だった。


    　──ジェシカが、素直に礼を言った……だと？


    　ウィルが知る彼女なら──当然だわ──もしくは──もっと感謝するべき──あたりの言葉しか返ってこない。


    「何か無礼なことを考えている」


    「そんなことないと思うぜ！」


    　キュッと睨にらまれ、ウィルは慌てて顔を背そむけた。


    「……というか、紅茶の淹いれ方なんていつの間に覚えたんだ？」


    　この執事が褒ほめたとなると、いい加減な淹れ方ではないはずだ。


    「……前、あの女に小馬鹿にされた」


    　あの女──ヒルダのことだ。


    　──そういえば、何度かうちで紅茶を飲んだことがあったな……。


    　ジェシカとヒルダは仲が悪い。どうやら紅茶の淹れ方に文句をつけられ、悔しさから勉強したらしい。


    　──でも、対抗意識を燃やすほどの相手だったってことだよな……。


    　ヒルダという少女は、ウィルとジェシカにとってそういう存在だったのだ。


    　常に飄ひよう々ひようとしていて、何を考えているのかわからず、人を食ったような態度ばかり取る少女だが、彼女が背負ってきたものが壮絶であることを、ウィルもジェシカも知っていた。


    　そんなヒルダが何も言わずにウィルたちの前から姿を消したのは、かれこれ、一週間も前の話だ。


    　この様子では、フォルネウスにさえ行き先を告げなかったらしい。


    　フォルネウスは、懐ふところから一枚の封筒を取り出す。


    〈封書〉だ。


    「これを、ヒルダお嬢様に届けていただきたい」


    「それはもちろん、引き受けさせてもらうが……」


    　封筒に、宛あて先さきは記されていなかった。


    　ヒルダがどこにいるのか、それは誰も聞かされていない。


    「レン。最後にヒルダお嬢様に会ったのは、あなたでございます。そうですね？」


    　フォルネウスは、事務所の隅から様子を窺うかがっていた少女──レンに声をかけた。


    「……はい、です」


    　レンは怖おず怖ずとにじり寄ってくる。


    　ウィルとジェシカはとある配達に出向いており、そこから帰る直前の出来事だったらしい。


    　それに関しては、レンも少なからず衝撃的だったらしく、ヒルダの話になるとこうして消沈してしまう。


    　フォルネウスは、静せい粛しゆくで厳格な声こわ音ねで続ける。


    「ヒルダお嬢様は、なんと仰おつしやっていましたか？」


    「うぅ？　北の大陸のことしか言ってなかったです。何度も話したですよ？」


    　最後に会ったのがレンである以上、ウィルもフォルネウスも彼女を問い詰めた。


    　だが、結局はレンも何も知らされていなかったのだ。


    　それでもフォルネウスは確信したように頷うなずいた。


    「わざわざ語って聞かせた以上、ヒルダお嬢様は北の大陸──ティエラへ渡ったのでしょう」


    　それに関しては、ウィルも同意見だった。


    　だが──


    「ヒルダは、北へは来るなと言ったですよ？」


    



    　──北の地へは、来てはならぬのです──


    



    　それが、ヒルダの伝言だった。


    　しかしそれゆえに、彼女が北へ渡ったのは明白だと言えた。


    　問題なのは、その先なのだ。


    　ウィルも重たい表情で頷いた。


    「ティエラは、今は他国との交流を絶ってる。〈渡り鳥協会〉も、ティエラへの配達は引き受けてない」


    　ヒルダの行き先に見当がつく以上、ウィルとてすぐさま北に関して調べたのだ。


    　結果は──北へは干渉するな──ただでさえ国を跨またいだ先にありながら、受け入れさえも拒絶されたなら、いくら〈渡り鳥〉でも帰ってはこられない。


    　その上で、無理に侵入しようものならば今度は撃墜されるという。


    　空は、人類に優しくはない。


    〈渡り鳥〉が武装郵便屋たる所以ゆえんは、そこにある。美しくも険しい空を渡れるのは、そのために命を懸かけられる〈渡り鳥〉だけだ。


    　その〈渡り鳥〉でさえ、止まり木なしでは飛ぶことはできない。


    　そして、ウィルたちが住まう群島より北へ渡るには、ティエラを経由する以外に航路はない。


    　だから、ティエラはこう呼ばれている。


    



    　──空の門──


    



    　大陸という巨大な大地で、北への航路を全て閉ざしているのだ。


    　それはつまり──


    「ティエラの航界図は〈渡り鳥〉でも手に入らない。どこに人が住んでいるのかは、俺たちにもわからない」


    　これが、目的地が明らかでありながらウィルたちが飛べない理由だった。


    　目的地が、広大過ぎるのだ。


    　このハイフォニアを含む群島に浮かぶ島の一つひとつでさえ、数千から十数万という人間が生活をしている。その狭い範囲ですらその人口なのだ。


    　大陸ほど広大な大地に、一体どれほどの人口が存在するのか。


    　そして、どこを探せばよいのか、まるで手がかりがないのだ。


    　フォルネウスは、鼻眼鏡めがねの位置を正すとさらにもう一枚の封筒を取り出した。封は切られているが、角も立っており、色いろ褪あせた様子もない。よほど大切に保管されていたか、まだ新しいものだとわかる。


    　宛あて先さきには、フォルネウスの名が記されていた。


    　そして裏を返すと──


    「──ヒルデガルド・フォン・ヴィンゲン──ヒルダから……？」


    　確かめるようにウィルが言うと、フォルネウスは頷うなずいた。


    「ヒルダお嬢様から送られた〈封書〉でございます。記されているのは、どうやらティエラでの記憶のようでございました」


    「……つまり、そこでヒルダは待ってる？」


    　正解を言い当てた生徒を褒ほめるように、フォルネウスが微ほほ笑えんだ。


    　来るなと言っていながら〈封書〉を送った理由はわからないが、それでも確かな手がかりだ。


    「これは恐らく、〈渡り鳥〉の業務から外れた配達になります。報酬は、わたくしめがお贈りできる〝手当て〟のみになるかと存じます」


    　彼が言う〝手当て〟というのは、〈渡り鳥協会〉から支払われる報酬ではなく、航界以外の危険がつきまとう場合に顧客が個人として贈呈する物資のことだ。


    　もちろん、金銭の受け取りは禁止されているが、受け取った物資を売り払うことは禁止されていない。収入として扱えるのだ。


    「それでも、お引き受け願えるでしょうか？」


    　ウィルは微み塵じんの躊ちゆう躇ちよもなく、蝶ちようと鯱しやちが刻印された切手を貼り付けた。


    



    「武装郵便屋〈蝶と鯱〉──確かに引き受けたぜ」


    



    　そう言って、切手の上に受領印を打刻した。


    「感謝の極みでございます」


    　深々と頭を下げると、フォルネウスは大切そうに抱かかえていたこうもり傘を、レンへと差し出した。


    「レン、侍女として、これをお嬢様にお届けなさい」


    「で、でも、レンはまだ翼つばさ舟ぶね、上手く乗れないですよ？」


    　フォルネウスの代わりに、ウィルはレンの頭をポンと叩たたいた。


    「フォルネウスさんも言ってたろ？　これは〈渡り鳥〉の職務から外れた配達だ。反則なんてない。必要なのは、ただ〈封書〉を配達するって事実だけだ」


    「それって……」


    「ああ。お前の足で、俺たちについてこい。そして、その傘をヒルダに届けてやれ」


    　レンは驚いたように目を丸くしたが、すぐにいつもの太陽のような笑顔を浮かべた。


    「ふふん。本気のレンに、ウィルがついてこれるかの間違いです！」


    　そんな〈蝶ちようと鯱しやち〉のメンバーを微ほほ笑えましそうに見つめつつ、執事がポンと手を叩いた。


    「そうでございました。ご出立なさる前に、ケイトお嬢様にもお声をかけておいていただけますでしょうか？」


    「そりゃあ、かまわないけど……なんでだ？」


    　ケイトという少女は、ウィルの軍学校での級友であり、ハイフォニア最大の武装郵便屋である〈翼獅子マンテイコア〉の〈渡り鳥〉でもある。


    　──ああ、この〈封書〉を届けたのはケイトなのか。


    　このところ、顔を合わせた記憶がない。


    　以前は、事あるごとに絡んできたのだが、最近ではケンカを吹っかけられることもなくなってしまった。おかげで彼女の弟でありバディであるジムが妙に寂しそうな顔をしている。


    　そんなウィルの心境を見透かしたように、フォルネウスは穏やかに微笑む。


    「あの方も、ご自分にできることを最大限に努力されていらっしゃるようでございました」


    　やりたいことを、見つけたということらしい。


    「そうか……。何をやってるのかは知らないが、上手くいってほしいもんだな」


    　顔を合わせられないのは少し寂しく思うが、自分だけの目的を持つ姿は素直に応援したいと思った。


    　フォルネウスはそっと紅茶に口をつけると、厳おごそかにこう締めくくった。


    「ウィリアムさま、ジェシカさま、あなた方の夢は、恐らく常人には理解しがたいものでございましょう。ですが、その夢に乗りたいと考えるものも、確かにいるのでございますよ」


    　──空の最果て──


    　それが、ウィルとジェシカの目的地──ウィルがジェシカから受けた〈蝶と鯱〉最初の配達依頼だ。


    　その困難さから誰もが笑う夢を、フォルネウスは認めてくれているのだと思った。


    「ありがとうな、フォルネウスさん」


    　しかし、なぜか執事は沈痛そうにため息を漏もらした。


    「ケイトお嬢様も、不ふ憫びんな方でございますな……」


    「……？　どういう意味だ？」


    　ウィルは首を傾かしげたが、どこかジェシカの機嫌が悪くなったような気がした。


    



    　こうして、ウィルたちは北の大地へと飛び立った。


    　ウィルとイスカが出会う、四か月前の出来事だ。


    　そして、時は流れる──。
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    　空が近づく。


    　丸い、天井のように狭苦しい空が、その環わを大きく広げていく。


    　後ろでは翼つばさ舟ぶねを隠していた廃工場がおもちゃのように小さくなっていくが、ウィルもジェシカも、レンですらもそちらを見てはいなかった。


    　家々を置き去りにして、高く聳そびえる外壁が後ろへと過ぎ去っていく。


    「ウィル、風が暴れる」


    「ああ」


    　背中から耳元への囁ささやきに、ウィルは簡潔に答える。


    　ゆったりと握っていた手た綱づなを短く握り直し、わずかに腰を浮かせる。これから降りかかる暴力に備えるように。


    　そうして外壁が途切れる際が見えたときだった。


    「──きゃっ」


    　強烈な風が、機体を噛かみ砕くように押し寄せてきた。


    　地上で吹いていたなら、窓どころか壁ごともいでいるだろう、烈風だ。


    　だが、その暴れる風に呑のまれながら、機体自体は不思議なほど揺れなかった。風の音の中と


    はいえ、軋きしむ様子すらない。


    　それどころか──


    「イスカ、目を開けてみな」


    「え……──っあ」


    



    　そこは赤く染まった、見果てぬ空の中だった。


    



    　たった今潜ったはずの外壁の環も、遥はるか遠くへと置き去りにされている。


    　風乗りフエアリーターンという、空戦技の応用だ。


    　外壁と空の境は、常に風が吹き荒れている。その風の向きを正しく読めれば、流されること


    なく、むしろ自分の推力に変換して上昇することができる。


    　翼舟は、すでに地上から五〇〇界碼ヤルドという高度にまで飛翔していた。


    　風の助けがあったとはいえひと息でここまで上昇したこと、そしてその急上昇にまったくといえるほど機体が揺れなかったことから、ウィルの腕も一流と呼べるものとわかる。


    　そこは、何もなかった。


    　遮さえぎるものも、束縛するものも、何もない。


    　足あし下もとから伝わる、霧む鍵げん機き関かんの小さな振動がなければ、それが現実かどうかすら疑わしく思えるような世界だ。


    　聞こえるのは、炎のように荒い風の音。肌を削そぐような冷たい風は、しかしそれがこの足場のない世界で自分を支えているものだと、否いや応おうなく感じさせる。


    　そんな空で、背中から伝わるジェシカの息遣いがどこまでも頼もしく、そして愛いとしく感じられた。


    　すぐ側そばではレンの黒こく狼ろうも並走しているが、自分の半身のように身近に感じる相手は、やはり一人しかいない。レンがいちゃつき過ぎだと揶や揄ゆするのも無理からぬことだろう。


    　そこに加わった三人目の同乗者に、ウィルは声をかける。


    「身を隠して話すのに、ちょうどいい場所があるって言ったろう？」


    　空でならば、誰からも邪魔は入らない。


    　肩越しにイスカへ目を向けると、彼女はたった今飛び立ったシュタット・ノインの街を見下ろしていた。


    　空を囲むように聳そびえた外壁は、すでに遠く地面に転がるオブジェの一つだ。その景色にイスカが寂さびしそうに、それでいて懐かしそうに呟つぶやく。


    「井戸の、底……」


    　全景を見渡せるシュタット・ノインは、高らかな外壁に囲まれた井戸のように見えた。


    　ウィルは横に手た綱づなを引くと、翼つばさ舟ぶねを大きく旋回させる。


    「地面ばっか見てないで、顔を上げてみろイスカ」


    「──え？　何、これ……」


    　今まで彼女の世界の全てだったろうシュタット・ノインは、地面に転がる点の一つでしかなかった。外壁の外には汚れた赤い大地が広がっており、それが北へ上るにつれて灰色の雪に塗り潰されている。あの向こうでは霧鍵機関も凍りつく風が吹き荒れているのだ。


    　その中にもいくつか同じような外壁の街もあり、それらが道のような細長い黒の筋で繋つながっているのがわかる。列車のための線路だ。


    　だが、それですらも、この空ではほんの一部でしかない。


    　ウィルたちが〈大陸〉と呼ぶその大地は、無限には続いていなかった。


    　視界に収まる範囲で、果てが存在する。


    　その果ての向こうには、ただ空が広がっていた。


    「雲……？」


    　イスカが、呆ぼう然ぜんとして呟く。


    　そう。果ての向こうには、どこまでも雲が広がっていた。


    　夕陽に染まったそれは、本来は目も眩くらむような白の空だ。


    　世界の全ては、白と蒼あお──今は赤い──空に包まれていた。


    「あれが、雲うん界かいだ。さっき翼つばさ舟ぶねが〈霧きり〉で飛ぶと言ったろう。全部、その〈霧〉だ」


    　説明しながら、ウィルは雲界とその上の空──蒼そう界かいとの境を示す。


    「見えるか？　雲界の上に小さな塊が浮かんでるのが」


    　すでに夕陽はその半分以上が西の空に沈んでおり、かなり視力のよい者でも目を凝こらさなければわからないかもしれない。


    　それでも、イスカはしばしの沈黙の後「あっ」と声を上げた。


    「見える。暗いけど、石みたいなのが浮かんでる。なんで？　あれも飛んでるの？」


    　ウィルは苦笑しながら頷うなずく。


    「ああ、浮いてるんだ。俺たちは、あの先から来た」


    「あの先……？」


    「あの一つひとつが、この大陸ほどじゃないが人の暮らしてる島なんだよ。シュタット・ノインよりもずっと大きいぞ？」


    「嘘うそ……。島が空を飛ぶの？」


    「ナニ不思議そうな顔してんだよ。ここだってそうなんだぞ？」


    　そう言って、遥はるかな大地を示す。


    「ここって……まさか」


    　青ざめるように、それでいて歓喜に震ふるえるように、イスカは目を見開いた。


    



    「空の中──全部、空の中にあるの？」


    



    　それが、ジェシカが街の中をも〝空〟と表現した理由だった。


    　断だん崖がいのように途絶えた陸の向こうは、雲界に呑のまれている。


    　その雲の流れはこの大陸に向かっており、その行く手を遮さえぎるべき大地が存在しないことがわかる。


    　つまり、大陸自体が雲界の上に乗っているのだ。


    「そういうことだ」


    「あの向こうには、何があるの？」


    　その質問に、ウィルはにわかに目を丸くし、それから顔が緩ゆるむのを感じた。


    「お前、レンと気が合うかもな」


    「なんで？」


    「レンも、初めて飛んだときそう言ったんだ──あの向こうには、何があるのか──ってな」


    「──でも、その問いには誰も答えられない」


    　ウィルの言葉を引き継いだのは、ジェシカだった。


    「あの向こうに行って、帰った人間はいない。だから、私たちは雲うん界かいの底を──空の最果てを目指して空を渡るの」


    「空の最果て……」


    　陶とう然ぜんとして、イスカはその名前を繰り返した。


    「これが、俺たちが追われてるもう一つの理由だ。どういうわけか、ティエラでは空を飛ぶことは重罪らしい」


    　イスカは、風に煽あおられた髪をかき上げ、物憂げに頷うなずいた。


    「──わかる気がする。どうして罪なのか」


    　その反応は、ウィルも予想しなかったものだった。


    「なんでだ？」


    「だってさ、こんな世界があるなんて知ったら、あんな狭い壁の中になんていられるわけないもん」


    　ウィルは少し嬉うれしくなった。


    「やっぱりそう思うか？」


    「当たり前じゃん」


    　笑い出したいのを堪こらえて、ウィルはジェシカに言う。


    「だってよ、ジェシカ。席を詰めた甲か斐いがあったな」


    「空が理解できないようなら、ここで墜おとしてる」


    　その言葉が本気だと察したのだろう。さすがにイスカも青ざめていた。


    　話を逸そらすように、イスカは問いかけてくる。


    「ねえ、どうしてあの空の向こうを誰も見たことがないの？　あなたたち、空を飛べる舟があるじゃない。なのになんで？」


    「あの空の向こう──雲界は、人間の領域じゃあないからだ。雲界に潜るってことは〝あいつら〟の縄張りを侵すってことなんだ」


    「あいつら……？」


    「──霧む妖ようよ」


    　答えたのはジェシカだった。


    「人より優れた翼を持つ、空の主たち」


    「雲界に潜るということは、その霧妖にケンカを売るってことだ」


    　それから、からかうように続ける。


    「この空で、自分の翼より性能の高い怪物に襲おそわれるっていうのが、どういうことかわかるか？」


    　ゾッとしたように、イスカが身み震ぶるいした。


    　答えは簡単だ──墜おちる──受け止めるものも、支えるものもない空を、ただ墜ちる。


    　その先には、絶対的な終わりだけが存在する。


    「でも、俺たちはその向こうを見たい」


    「たちって……ジェシカも？」


    「そう」


    　芯の強い声だった。


    「馬鹿げてると思うか？」


    　言葉の意味を噛かみしめるように俯うつむいて、イスカは首を横に振った。


    「ううん。馬鹿なことなんかじゃないと思う。だって、そこにあるんだもん。行きたいって思うのは、仕方ないじゃん」


    　なんというか、頭を撫なでてやりたくなった。


    「お前と同じようにな、俺たちの夢を笑わないでいてくれたやつがいたんだ」


    　ウィルは郵便鞄かばんの中の〈封書〉を意識する。


    「そいつは今、この大陸のどこかにいて、俺たちはそいつに届けなきゃいけない郵便がある」


    「……さっき言ってた、配達の途中って、それのこと？」


    「そう」


    　僅わずかな沈黙を挟んで、イスカはまた問いかける。


    「その配達って、あの……記憶を届けるっていうこと？」


    　これには、ウィルだけでなくジェシカも眉まゆを顰ひそめた。


    「……どうして、そこまで知ってる？」


    「え……？　だってそれが不思議だって噂うわさになってるんだもん」


    　──妙だな。


    　ウィルは違和感を覚えた。


    　確かに〈封書〉の存在が明るみに出れば噂にも上るだろう。


    　だがこの四か月の間、ウィルたちが歩いた限りではこの国の人間は誰も〈封書〉というものを知らなかった。


    　霧む鍵げん式しき自体が禁じられている以上、それは当然のことなのだが、それでなぜそこまで詳細な情報が噂で流れているのか……。


    　街同士は交流が断絶しているようであり、ウィルたちがシュタット・ノインに入ってからはまだ数日程度だ。〈封書〉も、人には見せていない。


    　訝いぶかっていると、イスカがそれまでの溌はつ溂らつとした姿からはかけ離れた、怖おず怖ずとした声で言ってくる。


    「ねえ、その記憶の手紙って、あたしでも送れるの？」


    「……？　ああ、それはできるが」


    「じゃあ！　お願い。あたしの手紙も届けて」


    「……悪いが、そいつを持ってると、それだけでソルダートに狙ねらわれる原因になる。遊び半分で造らせるわけには──」


    「──遊びじゃない」


    　風を裂さくほどに、毅き然ぜんとした声だった。


    「いい加減な気持ちじゃない。どうしても、形にしたい記憶があるの。それを届けたい人がいるの。名前もわからないし、どこにいるのかもわかんない。もしかしたら、死んでるかもしれない。だけど……」


    　言葉を詰まらせて、イスカは訴えた。


    「あたしのことを知ってる──お姉ちゃんと、お父さんなんだ……」


    　ウィルは仕方なさそうに頭を掻かいた。


    「……〈封書〉だ」


    「え？」


    「記憶を記した手紙だ。〈封書〉っていうのが名前だ。ただの手紙だと区別がつかないだろ？」


    「それって……」


    



    「届けたいと頼まれて、引き受けない〈渡り鳥〉はいないもんだぜ？」


    



    「ウィルは浅慮。また未配達を増やす」


    　ぐさっと突き刺さるような言葉だったが、ウィルは泣かなかった。


    「うぐ……そ、それなんだが、俺たちは今、優先しなきゃいけない配達がある。その合間か、もしくはあとってことになるが、かまわないか？」


    「……うん！」


    　と、そこで並走していたレンが軽く指先を振ってきた。


    　──もう、大陸の端まで来ちまったか。


    　幸い、日が沈む時刻だったおかげか、〈ファントム〉には出くわさずにすんだ。


    　それゆえ、予定より早く飛行していたらしい。


    「イスカ、一度降りるぞ。あと、上着にマスクがついてるだろ？　それをつけとけ」


    「……？　いいけど、なんで？」


    「雲うん界かいの〈霧きり〉は、耐性のない人間には毒なんだよ。陸の上なら大丈夫だとは思うが、一応な」


    「毒っ？」


    　ひっくり返った声を上げると、イスカは慌ててマスクをつけていた。


    　素直な反応に笑みをこぼしつつ、ウィルも防霧マスクを着用し、レンへ手信号を送る。


    　一度旋回すると、下の方で何かが光った。一瞬考えてから〈湖〉というものだろうと考えた。ウィルたちの島ではまず存在しないものだが、こちらの大陸では稀まれに見かける。


    　そこから少し視線を動かすと、切り立った崖がけの上に降りられそうな草原が見えた。そこに降下すると、黒こく狼ろうも従って同じ場所へと降り立つ。


    　──さすがに、初心者を夜の雲うん界かいに連れていくわけにはいかないからな……。


    　初めて銃を持たせた子供を、最前線の戦場に放り込むようなものだ。命があったとしても、精神に深刻な傷を負うことは確かめるまでもない。


    　イスカも〈霧きり〉が毒だと説明されて、その中に飛びこむほど無謀ではないらしい。おとなしく翼つばさ舟ぶねから降りていた。


    　ブーツと命綱を固定し直すと、ウィルは黒狼の背でくつろぐレンを手招きした。


    「レン、〈霧〉を補充してくる。イスカを頼む」


    「ええー？　レンはついていっちゃ駄目ですか？」


    　露骨に嫌いやそうな顔をするレンに、ウィルは操縦席の前、手た綱づなのすぐ下にかけた革袋に手を入れた。


    「ほら、これやるから頼むよ」


    「なんですこれ……──わーい！　キャラメルです」


    　レンに放ったのは、四角い飴あめ菓子だ。


    　それ一つで、彼女は脳天気に喜んでくれていた。


    「イスカも、ほら」


    「え、あたしはいいよ──って、わわ！」


    　恥ずかしそうな顔をしながら、イスカは放られた飴菓子を慌てて受け止めていた。


    　手の平で飴菓子を転がしながら、どこか寂しそうにイスカが呟つぶやく。


    「……その、やっぱり、あたしはついていっちゃ駄目だなんよね？」


    　その言葉は少し意外で、嬉うれしいものだった。


    　ウィルはポンと頭を撫なでてやった。


    「お前に、夜の空を見せてやるよ」


    「……？」


    　意味が理解できなかったらしく、イスカは首を傾かしげていたが、やがて諦あきらめたように機体から離れた。


    　二人の少女を残して、ウィルとジェシカはまた空に上った。


    　陽はすでに沈み、星と月明かりだけが世界を照らしていた。
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    　そうして再び空へ舞い上がると、不意にギュウッと脇腹に爪が立てられた。


    「痛いててててっ？　ナニすんだよ」


    　振り返ると、背中にしがみつくジェシカは、たいそうご立腹の表情でウィルを睨にらんでいた。


    「ウィルは愚鈍。あれは私のもの。勝手にばらまくのは許せない」


    「あれって……キャラメル、か？」


    「他に、何かあるの？」


    　確かに、元はといえばウィルが操縦席に飴あめ菓子など入れるようになったのは、高所恐怖症のジェシカの気を紛らわせるためだ。


    　今では高所恐怖症も少しは克服しているが、それでも日課的に飴菓子は忍ばせていた。


    　ジェシカがそれを気に入っているだろうことは知っていたが、こうも所有権を主張されるとは……。


    　苦笑しながら、ウィルは素直に謝った。


    「悪かったよ。今度、イチゴ味のを入れておくから」


    「大福味も入れるべき」


    「ねえよ、そんなの！」


    　声を上げながら、ウィルはまた飴菓子を取り出してジェシカの口へと放り込んだ。


    　それで彼女も「ぁむ」と奇妙な声を漏もらして静かになる。心なしか、腰に回った腕の力が優しくなったような気がした。


    　揉もめている間に、翼つばさ舟ぶねは大陸の途絶える断だん崖がいへと差し掛かっていた。


    「じゃあ、行くぞジェシカ」


    「飛んで、ウィル」


    　手た綱づなを振るって機首を下げると、翼舟は瞬またたく間に速度を上げて高度を下げていく。


    　先ほど飛び立った大地が間近に迫り、そしてそれを追い抜いてさらに深く沈む。


    　雲うん界かいは島や大陸から距離はあるが、それでも最大速度ならば一分とかからずダイブすることができる。


    　逆に言うなら、それだけ身近にありながら、それ以上近づけない理由があるのだ。


    　波のような黒い飛沫しぶきを上げ〈霧きり〉の世界に埋没すると、尾のように取りつけられた増ぞう槽そうがヴンと小さく震ふるえる。


    〈霧〉を、内部に取り込んでいるのだ。


    　十数分ほどで容量を満たしてくれるのだが、この空は侵入者を十数分も許容してくれるほど優しくはない。


    　すでに最後の夕陽も界平線の彼方に沈み、周囲は完全に闇やみで覆おおい尽くされている。


    　夜間飛行は熟練の〈渡り鳥〉でも、よほどの理由がない限りは挑まない。


    　その理由が、これだ。


    　視界が許された昼間ですら、霧む妖ように襲おそわれれば逃げを選択する者が大半だ。そこにこの暗くら闇やみが加われば、どれほど優れた乗り手でも命を落とす。


    　十分どころか、一秒一秒が一日のように長く感じられる。


    　それでも秒針が三十を回り、六十を回り、さらに二十を数えたころだった。


    「ウィル」


    　背中から、ジェシカが囁ささやいた。


    　それだけで、全てが理解できた。


    　手た綱づなを短く握り直して、ただ短く答える。


    「おう。来たな」


    　その答えに呼応するように、周囲にほのかな光が浮かび上がる。


    　虹色に明滅するそれは、翅はねに光を灯ともす虹色蝶グランツフイー──その美しさから乱獲に遭い、姿を消してしまった、今はもう存在しないはずのもの──ジェシカが紡つむぎ上げた霧む鍵げん式しきの分身だ。


    　ウィルの飛ぶ先を示すように、虹色蝶グランツフイーが乱舞する。


    



    　そして、その向こうに暗い影が照らし出された。


    



    　距離としては三〇界碼ヤルドあるかというほどだ。そこまで接近された時点で、霧妖から逃のがれる術すべは存在しない。


    　──さて、今日はどう踊ろうか？


    　暗闇の中でその全ぜん貌ぼうを見み出いだすことはできないが、ギョロリとこちらを睨にらむ瞳は金色で赤子の頭ほどもある。そこから想像できる頭部はせいぜい子供の体くらいだろうか。


    　そう大きな部類ではないが、ウィルはその頭部が胴体のような位置にあることを知っていた。そして、その後ろから帯のような長い足がいくつも伸びていることを。


    　霧妖にしては珍しく甲こう殻かくを持たず、代わりにヌメリとした粘液が乳灰色の全身を包み込んでいる。その特徴的な姿から、暗闇の中でもひと目で正体がわかった。


    　──烏う蓮れんか。大物だな。


    　しなやかな体で、その巨体からは想像もつかないほど鋭く飛ぶ霧妖だ。そこで恐ろしいのは、あのヒラヒラと躍動する十本の足だろう。


    　あの足が空を蹴けることにより、弾丸のように急加速する。逆に開けば慣性を無視したような急静止をかけ、柔らかい体をしならせることで暴力的なまでの攻撃離脱を可能とする。


    　何より恐ろしいのは、この烏蓮という霧妖は非常に獰どう猛もうで、好戦的なのだ。あの厄やつ介かいな足で執しつ拗ように侵入者を墜おとそうと迫りくる。


    　これを相手に、十分以上飛行できる者は〈渡り鳥〉にもそうはいない。


    　そして、そこはすでに烏蓮の間合いの中だった。


    「来る！　左さ舷げん左さ翼よくへ足」


    　烏う蓮れんの触手が斧おののように叩たたきつけられる。


    　だが、ウィルは一度もそちらに目を向けはしなかった。


    　──向かい風。少し左から！


    　手た綱づなを細かく右へ寄せ、風に被かぶせるように機体を僅わずかに傾ける。岩をも砕くだろう触手の一撃が、スルリとすり抜けた。


    　ウィルが読んだのは、呼吸も凍てつく風の向きだ。


    　肌の感覚と、ジェシカの虹色蝶グランツフイーが照らす〈霧きり〉の動きから、風の動きを視みているのだ。


    「前を塞ふさがれる！」


    　ジェシカが言うや否いなや、烏蓮は十本の足を大きく脈打たせ、大気を揺らして加速する。


    　苦もなくウィルの前に滑り込むと、その恐ろしい十本の足を包み込むように広げて迫る。


    　──だが、隙すきがある！


    　前に出られることを予期できたから、ウィルはその抜け道を即座に見抜くことができた。


    　十本の足の中に、動きが遅いものが一本あった。恐らく、他の霧む妖ようと争ったのだろう。傷ついているようだ。


    　弾はじくように手綱を振るうと、機体を真横に倒してさらに身を伏せる。


    　一条の刃のように加速した機体は、網のように広がる触手の隙間を見事にすり抜けていた。


    　それは、決してウィル一人の技術ではない。


    　烏蓮の動きの全てを伝えてくれる、ジェシカという交換手がいるからだ。


    　彼女がいる限り、ウィルは常に最良の答えを見み出いだすことができる。


    『バオォォォォォォォォォォ──』


    　烏蓮が咆ほう哮こうを上げる。


    　獲物を逃がしたことに、怒りを叫んでいるようにも見えた。


    　そして、その憤怒を示すかのように烏蓮の体が青白く発光し始める。


    「光った……？」


    「ただの威い嚇かく。速さは変わらない」


    　烏蓮は興奮すると発光する性質があるらしい。そうした霧妖は、光の届かない雲うん界かい中層部や深層では珍しくもない部類だという。


    　だが、ジェシカが言うにはそれで力が強くなるわけではないようだ。


    「それに──」


    　薄紫の双そう眸ぼうで烏蓮を見据え、ジェシカが口元に笑みを浮かべた。


    「ただ光るだけなら、こちらの方が上」


    　計器盤を見ると、翼つばさ舟ぶねの速度は時速一二〇界里ミールが記録されていた。


    　そして、胸元からほのかな光が溢こぼれ出す。


    　霧む鍵げん機き関かんは、ある一定以上の出力に達すると過負荷オーバーロードで発光現象を引き起こす。


    　それは本来、霧鍵機関自体が崩壊しかねない危険信号なのだが、この〈霞か曲きよく〉に於おいてはここからが真骨頂だった。


    　霧鍵機関だけでなく、翼が、機体そのものが、そしてそこに跨またがるウィルとジェシカの体までもが、青白い光に包まれる。


    　そして、それでも〈霞曲〉の加速は止まらない。


    『バアァッ！』


    　同じような現象に、烏う蓮れんが激げき昂こうしたように突撃する。


    「真後ろ。コンマ一秒遅れて加速追尾」


    　頭から突っ込んできたかと思えば、そこから水を泳ぐように急上昇。回避した瞬間を狙ねらっての超加速だ。


    　──速い！


    



    　ジェシカの助言も虚むなしく、烏蓮の一撃は〈霞曲〉の船体を違たがわず貫いていた。


    



    『──っ？』


    　だが、烏蓮は困惑したように動きを鈍らせた。


    　その突貫を少し離れた位置に、撃墜されたはずの〈霞曲〉が悠々と飛翔しているのだ。


    　確かに致命の一撃だったはずのそれは、〈霞曲〉を大きく外れた。


    　ウィルが回避したわけではない。烏蓮が、〈霞曲〉の姿を見誤ったのだ。


    　烏蓮が貫いたのは、〈霞曲〉の発光現象が生み出した、機体の残ざん滓しだった。


    　多段高速旋回ゴーストアクセル──極端な急加速と減速、そして旋回により、陸の上のような跳躍を可能とする空戦技だ。この〈霞曲〉で使えば、無数の残像をばら撒くことになる。


    　それでも、相手は空の主である霧む妖ようだ。


    　微み塵じんも臆おくすことなく〈霞曲〉へと急旋回。網のように広げた触手で機体を襲おそうが、その全てがウィルには筒抜けだった。


    「上方右翼狙いで三本、機首狙いで二本、残りが本命操縦席！」


    　右へ、左へ、細かく手た綱づなを切っては機体を上下左右へ揺らし、鞭むちのような十連撃を掻かい潜くぐる。


    　そして、その動作の一つひとつが霧鍵機関の回転数を変動させ、〈霞曲〉の姿が明滅して残像を置いていく。


    　烏蓮には、すでに〈霞曲〉の姿が無数に重なって見えたのだろう。触手の一撃も、見当外れの位置を薙なぎ払っていく。


    　怒りに輝く烏蓮と、残像を撒まいて明滅する〈霞曲〉。夜の雲うん界かいを駆け抜ける二つの機影は、まさに光の舞踏だった。


    　そして、〈霧きり〉を吸い続けていた増ぞう槽そうがようやくその振動を止める。


    　補充が、終了したのだ。


    



    「ウィル、時間」


    



    　それは、この夜の舞踏が閉幕を告げた瞬間でもあった。


    　ウィルは手た綱づなを引き、機首を月に向けて上昇する。


    　雲うん界かいを引き裂くように加速した機体は、矢のように空へと撃ち出される。


    　十数分ぶりの蒼そう界かいは、雲界の荒れ模様が冗談のように澄み切っていた。


    　そこに、一歩遅れて烏う蓮れんが追撃する。


    　この霧む妖ようは、気付くべきだった。


    　ウィルとジェシカが、ただの一度として攻撃を仕掛けていなかったことに。


    　翼つばさ舟ぶねに搭載された武器は、ウィルの銃じゅう機き槍そう一挺ちようのみだ。残弾は少なく、ソルダートに狙ねらわれている以上、地上での消費は避けられない。


    　つまり、空ではもう使うことができないのだ。


    　ならば、この残酷な空で、いかにして身を守ればよいのか。


    　その答えを示すように、ジェシカの髪が翠みどりに染まる。哀れむように烏蓮を見つめる瞳は、夜の空と同じ濃紺だった。


    　ジェシカの体は、翼舟と同じ青に輝いていた。


    　スゥ──と、静かに息を吸い、ジェシカの唇が震ふるえるように囀さえずった。


    



    『──此にひもとくは終末の系譜（r[image: ]:ke mju:gwest e[image: ]d [image: ]r[image: ]r[image: ]nt [image: ]lka [image: ]sme[image: ],）──《欺く者》の戯曲（aiki[image: ] [image: ]t k[image: ]zmu[image: ]r《loki》）──』


    



    　凜りんと、世界が震えた。


    　それは、ウィルたちが口にする言葉とは異なる言語だ。


    　歌うような旋律に、霧む鍵げん式しきと同じように、しかし明らかに異なる何かが紡つむがれ始める。やがて〈霞か曲きよく〉を取り巻くように現れたのは、黄金の剣だった。


    　誰の手に握られることも否定するように、持ち手はない。


    　宙に浮かぶ剣はその存在すらも嘘うそであるかのように姿を消し、そして囁ささやき這はい寄るようにまた別の場所へと現れる。


    　──この詠うた、《ロキ》か？


    　かつて、ウィルたちが友と呼んだ男が使った霧鍵式だ。


    　そして、ジェシカから翅つばさを奪った忌いむべき過去でもある。それを自分から使ったことから、彼女がその過去を克服しているのだと感じた。


    　現れては消え、消えては現れる、実体のない剣は雨のように烏う蓮れんへと降り注ぐ。


    　烏蓮はその優れた飛行能力でグニャリと旋回し、網の目を縫うように飛翔する。


    　果たして、ウィルが銃機槍を撃てたとして、その動きを捉とらえることができただろうかという、完かん璧ぺきな回避運動だった。


    　だが、霧む妖ようはすでに《欺く者》に魅み入いられてしまっていた。


    　回避したはずの場所から剣が這はい出し、触手の一本が絶たれる。僅わずかに動きが鈍ったところに、さらに剣が飛来する。


    　それを撃ち落とそうと触手を振るうが、触れるたびに斬きり落とされて空へと刎はねられる。赤紫の体液を撒まき散らしながら、見る見る失速していった。


    『バオォォォォォォォォ────』


    　慟どう哭こくするような叫びが、烏蓮の最期の抵抗だった。


    　金色の瞳から光が失われ、加速し続けていた巨体がフワリと失速する。


    　あとは、ただ重力に引かれて暗い雲うん界かいの底へと沈んでいった。


    〈霞か曲きよく〉を射い貫ぬくように撃ち出された霧妖は、決してその先に届くことはなかった。


    



    　ウィルが飛び、ジェシカが討つ──これが、彼らが共に在ある理由だった。
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    　静寂を取り戻した空で、ウィルはようやく肩から力を抜いた。


    「時速一四〇界里ミール、か……」


    　それが、今回ウィルが記録した最高速度だった。そして、それが今の限界だった。


    　──まだまだ、遠いな……。


    　ジェシカは、この〈霞曲〉で時速一八〇界里ミールという速度を計測した。


    　もう、半年近くも前のことだ。


    　そして彼女ほどの乗り手がそこで停滞する理由はない。自分がそこに追いつこうとしている


    ように、ジェシカもその先へ進んでいることを、ウィルは知っている。


    　多段高速旋回ゴーストアクセルも風乗りフエアリーターンも、元々はジェシカの技なのだ。


    　近づけば近づくほどに、ジェシカの空がどれほど遠いかを思い知らされる。


    　──だけど、必ず追いつく！


    　ウィルはもう一度見たいのだ。


    　ジェシカが飛んだ、彼女の空を。


    　ジェシカの後ろではなく、自分の翼で。


    　その上で、空の最果てへたどり着きたいのだ。


    　月に向かって手を伸ばすと、キュッと後ろからジェシカが腕に力を込めた。


    「ウィル、もっと高く飛んで」


    「あん？　せっかく補充した〈霧きり〉が減っちまうぞ？」


    「駄目なの？」


    　ウィルは小さく肩を竦すくめた。


    「いや、かまわねえよ」


    　彼女にしてみれば、数週間ぶりに自由を謳おう歌かできる空なのだ。それを咎とがめる理由などない。


    　雲うん界かいを振り返ると、大陸からずいぶん離れてしまっていた。


    　そちらへ引き返すように航路を取りながら、機首を月に向けて高度を上げていく。


    　その間、ジェシカは何か言うわけでもなく、ただ目を閉じて風に耳を傾けていた。


    　機体の発光現象は収まったが、彼女の髪はまだ翠みどり色いろに染まっていた。これは〈霧〉を取り込んだジェシカ自身が起こしている反応なのだ。


    　淡い光に包まれた少女は、素直に美しいと思う。


    　その姿に顔が火ほ照てるのを感じたが、吹き付ける夜風が冷やしてくれた。次第に、烏う蓮れんとの空戦の熱も冷めていく。


    　互いに何かを語るでもなく、ただ夜の空を肌に感じていた。


    　──競う相手がいない空っていうのも、たまには悪くないもんだな……。
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    　自然と、ウィルは笑みをこぼしていた。


    　獰どう猛もうなる空の主──霧む妖ようと競うことは心地好よい。


    　自分たちが彼らにどこまで届くのか。


    　そして、彼らが住まう深奥──ウィルとジェシカの目指す先──空の最果てに、どこまで近づけたのか。


    　飛ぶごとに、それが強く感じられる。


    　独りでならば恐怖に押し潰つぶされるだろうそこも、二人でならば未知という魅力に溢あふれた世界に変わる。


    　そこで疲れるまで飛んだら、今度はこの静かな空が迎えてくれる。


    　なるほど、これは小さな、そして見果てぬほどに広大な、楽園ではないか。


    　ふと頭上を仰げば、二つの月が今日もつかず離れずに浮かんでいた。


    「なあ、ジェシカ。お前はどこまで高く飛べた？」


    　彼女は本来、翼つばさ舟ぶねなどなくても空が飛べたのだ。


    　今はもう、失われた翅つばさだ。


    　しかし、ジェシカの答えは存外に素っ気ないものだった。


    「さあ？」


    「さあって……」


    「私の翅つばさは、月には届かなかった」


    　ウィルはその淡泊な態度が、苛いら立だちから来るものだと気付いた。


    　もしかしたら、彼女は月に手が届くか試してみたのかもしれない。


    「月って、本当は大きな石ころだって話だよな」


    「そう」


    「いつかさ、人が雲うん界かいを翔しよう破はできるほど強く飛べるようになったら、あの月にも手が届くと思うか？」


    「……」


    　ジェシカは、答えなかった。


    　それはそうだろう。彼女の口ぶりでは、届くか本当に試したようだ。今ここでふくれっ面を浮かべていることから、結果は聞くまでもない。


    　見透かされたと気付いたのか、ジェシカはふいと顔を背そむけた。


    「雲界は深い。蒼そう界かいは果てがない。だから、この空で飽きることはない」


    　だからジェシカは──いや、自分たちは空に惹ひきつけられてしまう。


    　どこまでも、この魅力が尽きることはないのだ。


    　同時に、これが失われることを酷ひどく悲しく思った。


    「空のない国、か……」


    　ティエラの大地に、空はない。


    　あの空には、どこにでもあるはずの〈霧きり〉が存在しないのだ。それでは〈渡り鳥〉は飛べない。


    　そして、無理を押して飛べば、今度は〈ファントム〉という猟犬が待っている。


    〈霧〉の燃料槽を増設することでなんとか飛行能力は取り戻したが、限られた燃料で〈ファントム〉と戦うのは、今のウィルとジェシカでも難しい。


    　だから、ティエラの空は飛べないのだ。


    「でも、私たちはこの門を開かなければならない」


    　彼方に見下ろす大地に、ジェシカが囁ささやく。


    　ウィルとジェシカが本当に行きたい場所は、この国を越えた先にある。


    　遅かれ早かれ、この空には挑まなければならなかったのだ。


    　ギュッと身を引き締めて、しかしウィルは愉快そうな声を上げた。


    「でも、俺はここに空がなくてよかったと思ってるぜ？」


    「なぜ？」


    　まるで理解できない、あるいはウィルの精神に異常を見み出いだしてしまったかのように、ジェシカが困惑の声を漏もらした。


    　ウィルは真っ直すぐ天を指差した。


    



    「空がなかったから、俺たちはここまで高く飛べた」


    



    　翼つばさ舟ぶねは、雲うん界かいの〈霧〉を燃料として飛ぶ霧む鍵げん機き関かんだ。


    〈霧〉はどこにでも存在するが、雲界を離れれば稀薄になっていく。島や大陸を、遠く離れた高さには到達できなかったのだ。


    　そして、どこにでも当たり前に存在する〈霧〉を、わざわざ貯蔵して飛ぼうと考える者もいなかった。


    　なぜなら、人の関心は常に眼下に広がる最果ての空──雲界へと向けられていたのだから。


    　だが、ウィルたちはこの空のない国に来たことで、〈霧〉を貯える術すべを考えなければならなくなった。


    　この重たい増ぞう槽そうがあるからこそ、ウィルとジェシカはこの誰も届いたことがないだろう、遥はるかな高度に届いた。


    　ジェシカが目を丸くすると、おもちゃのように小さくなったティエラの大地へ目を向ける。そっとかき分けた髪は、ようやく金色に落ち着いていた。


    「ここまで届いたのは、私たちだけ？」


    「たぶんな」


    「私たちが、最初に見た？」


    「そうなると思うぜ」


    　陶とう然ぜんとしたように、ジェシカが身み震ぶるいした。


    「悪くない」


    　どこまでも満足そうに、ひと言そう漏もらした。


    



    　それから数分ほど夜の空を感じて、ウィルとジェシカは再び空のない大地へと舞い戻った。


    　そこで、血相を変えたレンが助けを叫んでいるとは知る由よしもなく。
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    「何があった？」


    　大地に戻ると、イスカが倒れていた。


    　レンが必死で声をかけていたが、すでに意識が混濁しているのがわかった。


    　蒼あお白い顔にはじっとりと汗が滲にじみ、ガクガクと手足を震わせている。痙けい攣れんしているというより、凍こごえているように見えた。


    　──これ、霧汚染症……か？


    　雲うん界かいを渡る以上、〈渡り鳥〉にとってもっとも身近で、そしてもっとも厄やつ介かいな病症だ。


    〈霧きり〉の毒に、冒おかされるのだ。


    　──だが、こんな短時間で……？


    　ウィルたちが彼女の側そばを離れていたのは、一時間にも満たない程度だ。


    　疑問は感じたが、ウィルはレンに目を向ける。


    「レン、イスカは防霧マスクをしてなかったのか？」


    　今はマスクをつけているが、確かめてみるとレンは首を横に振る。


    「ちゃんとつけてたですよ？」


    　本来は、雲界に潜り、濃度の高い〈霧〉を十分以上吸うことで発症するような症状なのだ。


    　そもそも、こんな陸地の上で発症するものではない。それに念を入れて防霧マスクまで着用させていたのだ。


    　何時間と雲界の側を飛行する〈渡り鳥〉でも、マスクをつけていていきなり発症することはない。体に染みついた〈霧〉が次第に浸食していくことで汚染されるのだから。


    　──じゃあ、なんだ？


    　迂う闊かつに体を揺らしては危険な気がして、ウィルは手を触れないように声をかける。


    「イスカ、お前は持病があったのか？　薬は？」


    　しかし、すでにウィルの声も聞こえていないようだった。


    　──どうする？


    　霧汚染症なら、室内か風通しのよい場所へ避難させ、綺き麗れいな水で体を洗う。だが、そうでなかった場合の応急処置は、ウィルも知らない。


    　迷っていると、ジェシカがイスカを挟んでかがみ込んだ。


    「ウィル、刃物」


    「……？　ナニするつもりだ？」


    　言われるままにナイフを差し出すと、ジェシカはそこにグッと手のひらを押し付けた。


    「……っ」


    「お、おい、ナニやってんだよ！」


    　慌ててナイフを取り上げると、ジェシカの手からはボタボタと血がこぼれていた。


    「あのときの女は、これで助かった」


    　ウィルは息を呑のんだ。


    　以前見た、とある〈封書〉に記されていた記憶だ。そこで見た少女は、今のジェシカのように自分の手を切りつけて霧きりに汚染された人間を助けていた。


    　ジェシカは両手の中に溜たまった血をイスカの唇へ注いだ。


    「──かっ、けほ、けほっ」


    　イスカがむせ返るが、呼吸はむしろ楽になったように見えた。


    　──やっぱり霧汚染症だったのか？


    　ともかく、それとわかれば対処もできる。


    「レン、イスカを頼む。少し北に行ったところに湖が見えた。そこで体を洗ってやるんだ」


    「は、はいです」


    　さすがにこの状況で冗談を言えるほど、彼女も器用ではない。黒こく狼ろうを呼び寄せ、その背にイスカを乗せる。


    　それを手伝ってから翼つばさ舟ぶねで先導しようとして、船腹に取り付けられた格納庫を開いた。


    「──と、その前にジェシカ」


    「何？」


    「何、じゃねえよ。手を出せ。痛いだろ？」


    　イスカのために切りつけた手は、まだ血が止まっていない。短距離とはいえ、そんな手で後ろにしがみつくのは辛つらいはずだ。


    　ジェシカは少し驚いた顔をしたが、怖おず怖ずと手を差し出した。


    　ガーゼにたっぷりと薬を塗り、それを傷口に当ててから包帯を巻いていく。


    「っ……」


    「……痛むか？」


    「…………うん」


    　傷口は深くないが、大きかった。痛みもあるだろう。


    　壊れやすいガラス細工でも扱うように、丁てい寧ねいに包帯を巻くと、ウィルとジェシカは翼つばさ舟ぶねに跨またがった。


    　すぐ後ろに黒こく狼ろうが続き、数分ほど飛行すると、すぐに〈湖〉を見つけた。最初に降りるときに、見かけたものだ。


    　地面に降りると、すぐに黒狼の背からイスカを降ろしてやる。


    　いくらか呼吸も落ち着いているが、発作の原因である〈霧きり〉を拭ぬぐってやらねば根本的な解決にはならない。


    　そのまま服を脱がそうとして──


    「──ぐあっ？」


    　ジェシカとレンから拳こぶしを叩たたき込まれた。


    



    「「ウィルは見ない」」


    



    　……逆らえる気が、しなかった。


    　確かに相手は年頃の娘なのだ。


    　同年代の少女たちがいる以上、彼女たちに任せるのが筋だろう。


    　──でも、殴る必要はないだろうっ？


    　納得はいかなかったが、それを主張すると拳の数が増えるような気がする。ウィルは賢明に翼舟からテントを降ろして組み立てることにした。

  



  
    第三便　厄災を撒く冬の少女


    



    「ん……？」


    　まぶしさにイスカが目を開けると、そこには見知らぬ天井が広がっていた。


    　黄色い布を張った天井だ。パイプを連ねた骨組みに支えられ、それがキシキシと揺れていることから風が吹いていることに気付く。


    　テントだ。屋根だけの簡易なものらしく、側面から眩まぶしい陽ひの光が射し込んでいた。


    　──朝……？


    　陽射しを遮さえぎるように腕で顔を覆おおうと、側そばで影が揺れた。


    「お、悪いイスカ。起こしたか？」


    　黒髪の少年だった。


    　──ええっと……ウィルさん、だったっけ……？


    　なんとか顔と名前を思い出して、ようやくイスカはガバッと身を起こした。


    「ここ、どこ？」


    「……その前に、前を隠せ」


    　ウィルが目を覆って顔を背そむけた。


    「前……？」


    



    　視線を落とすと、そこではささやかな二つの膨ふくらみが外へとさらけ出されていた。


    



    「──ひうぅっ？」


    　一応、シャツは着せてもらっているが、寝相の悪さからかボタンが全て外れている。


    　──というか、下着もないっ？


    　慌てて胸を隠して、股またのあたりが妙に涼しいことに気付いた。


    「何？　なんで裸？　あなた、あたしに何したのよ！」


    「ひ、人聞きの悪いこと言うな！　着替えさせたのは俺じゃねえぞ」


    「──ウィルは不ふ埒らち。異性とみれば見境がない」


    「初対面で全部見られたレンよりはマシです」


    　軽けい侮ぶと批難の声を上げたのは、ジェシカとレンだった。二人とも、スプーンを握り締めてちょこんと椅い子すに腰をかけている。


    「なんでお前ら、俺を追いつめんの？　メシ投げだして泣いていいか？」


    「泣くのは自由。でも食事の用意は義務」


    「そうです！　ご飯も世話できないなら女の子なんか飼うなです」


    「なんか卑ひ猥わいに聞こえるからやめろ」


    　騒ぎ立てる三人を見て、イスカもようやく落ち着いた。


    　毛布を引きよせて体を隠し、怖おず怖ずと問いかける。


    「あの、ウィルさんは何をしてるの？」


    「メシ作ってんだけどっ？　ちゃんと作るよ！」


    　ウィルは水色のエプロンを着けて、片手鍋と玉杓じやく子しを握っていた。慣れているのか、妙に様になっている。ジェシカもレンも、彼が作る朝食を待ち構えているようだ。


    　どうやら悪あく罵ばの続きと受け取られたらしい。涙ぐんでいた。


    「いや、そうじゃなくて……。あたし、何がなんだかよくわからないんだけど」


    「ああ、そういえばそうか」


    　鍋の中身はスープだろうか。薪まきの上で軽く鍋を揺らすと、金属製のカップへと注ぎ分ける。カップは、ちゃんと四人分あった。


    　スープを注ぎ分けながら、ウィルは話し始める。


    「昨日、降りる前に〈霧きり〉には毒があるって話したの、覚えてるか？」


    「うん」


    「お前は、あれに中あてられたんだ。悪いが、服も全部洗わせてもらった。〈霧〉さえ流せば、あとは大丈夫のはずだ」


    　それから困ったように頭を掻かく。


    「……悪かったな。まさか近づいただけで毒が回るとは思わなかったんだ。俺の不注意だ」


    　毛布の下でボタンをかけ直しながら、イスカは首を傾かしげる。


    「でも、ウィルさんもジェシカも、あの中に飛びこんでたじゃない。平気じゃなかったの？」


    「それなんだがな……イスカたちティエラの住民は、みんな壁に囲まれた街で暮らしてるだろう？　それに、ここは広すぎて〈霧〉も薄いんだ。だから、まったく〈霧〉に触れたことがなかったんだろう。……食えるか？」


    　ウィルがスプーンを添えたカップを差し出してくる。固形スープを湯で溶いたもののようだが、細切れの野菜が浮かんでおり、ひと手間かけてくれたものだとわかる。


    「ありがとう」


    　スープは温かかった。


    　スプーンでかき混ぜつつイスカは説明の待つが、ウィルはなかなか切り出さなかった。首を傾げると、ようやく観念したように口を開いた。


    「……話の続きだが、俺たちの島は常に雲うん界かいから吹く風を受けてる。だからある程度の免疫は誰でも持ってたんだ。だけどお前らはその免疫もなかったらしい」


    「それって……どういうこと？」


    　答えは、言われなくてもわかっている。ここまで説明されれば、イスカにでも理解できる。


    　それでも、問いかけずにはいられなかった。


    　ウィルは、僅わずかに視線を背そむけて、申し訳なさそうに言った。


    



    「雲うん界かいの空気に、ティエラの人間は堪たえられない。街の外に連れ出しちゃあ、いけなかったんだ」


    



    　イスカは、ようやく思い出した。


    「……あたしたち、壁の外の空気は、毒だって教えられてた。ウィルさんたちの舟で空を飛んで、すごく綺き麗れいで、毒なんて外に出さないための嘘うそなんだって、勝手に思ってた」


    　事実だったのだ。


    　イスカたちは、壁の中でしか生きられない。


    　だから、風を受けただけで毒に中あてられた。


    　外はああも果てしないというのに、そこで息をすることはできないのだ。


    　──あたしは、この人たちといっしょには、行けないんだ……。


    　失意で肩を落とすと、そこに声で首を横に振ったのはジェシカだった。


    「──空は、飛べる」


    　イスカは耳を疑うように目を開き、顔を上げてジェシカを見た。


    「空が飛びたい？」


    「……うん」


    　答えるまで、一瞬の間があった。


    　飛ぶことを躊躇ためらったからではない。希望を持ってよいのか、躊躇ったからだ。


    　それを見透かすように、ジェシカは薄紫の瞳で真っ直すぐ見つめてきた。


    「なら、飛ばせてあげる」


    「ジェシカ、お前……」


    　ウィルが止めるような声を上げるが、ジェシカは頷うなずく。


    「私の体には〈霧きり〉への抗体がある。人間としては、たぶん規格外のもの」


    　そう言って、自分の胸に手を当てる。


    「だから私の血を飲めばよい。どこまで効果があるかはわからない。でも、発作は止められる」


    「じゃあ──っ！」


    　歓喜の声を上げて、ジェシカの手に包帯が巻かれていることに気付いた。


    「……どうしたの？」


    「ジェシカの血で発作が止められるってことは、発作を起こすたびにジェシカから血をもらわないといけないってこと……だよね？」


    　ジェシカが驚いたように目を丸くした。


    「だったら、できないよ。そんなことしてたら、ジェシカの負担になるだろう？　あたしは、足手まといになんかなりたくない」


    　ウィルたちは顔を見合わせて、小さく噴ふき出した。


    「悪いが、そいつはもう手遅れなんだ」


    「……？　どういうこと？」


    　首を傾かしげると、レンが胸を張ってこう言った。


    「あなぐら女が助かったのは、ジェシカが手当てしたからです！」


    「手当て……？」


    　もう一度、ジェシカの手を見る。


    　包帯が巻かれている。だが、それはいつできたものだ？


    　そして気付いた。ウィルたちはイスカが飛べないとはひと言も言っていないと。


    　ジェシカは小さく頷うなずいた。


    「あなたはもう、私の血を飲んでる」


    　体が、疼うずくように震ふるえた。


    「あたし、飛べるの？」


    「ああ、飛べるさ。……もちろん訓練は必要だが、飛びたいって思うなら、必ず飛べる」


    　今後二度と起こらないのか、それは彼らにもわからないのだろう。だが、少なくとも昨夜は発作を起こしたというこの雲うん界かいの側そばの大地で、イスカは今発作を起こしていない。
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    　ふいに、昨夜の景色を思い出した。


    　レンと二人置いていかれてからのことだ。


    　ウィルたちが雲界と呼んだ空に、ぼんやりと浮かぶ二つの光が踊っていた。


    　──お前に、夜の空を見せてやるよ──


    　言葉通り、彼は魅みせてくれた。


    　星のような光で、暗い空がどれほど美しいのか。


    　──あの空に、連れていってもらえる。


    　ジンと、胸の奥が熱くなった気がした。


    　それから、まだ自分が彼らに礼を言っていないのだと気付いた。


    〈霧きり〉の毒に中あてられたイスカを、彼らは介抱してくれたのだ。衣服も貸してくれて。ジェシカに至っては、自分の手を傷つけてまで。


    「ありがとう、ジェシカ、ウィルさん。レンも」


    　ウィルたち三人は、なんでもなさそうに笑った。


    「ま、とりあえず今はそれ食って体力つけろ。……と、そういえば、なんで俺だけさん付けなんだ？」


    　言われてみれば、イスカはジェシカやレンのことは呼び捨てにしているが、確かにウィルだけは〝さん〟とつけていた。


    「だって、年上の人っぽいし……──って、なんで泣くの？」


    「いや、目上の人間に敬意払ってくれるやつって久しぶりで……」


    　普段、一体どんな目に遭っているのか、ウィルは目頭を押さえて声を震ふるわせた。


    　その反応に、イスカは何やら嘘うそをついたようで罪悪感を覚えた。


    　──だって、なんか〝お兄ちゃん〟って雰囲気なんだもん……。


    　イスカの記憶にある家族は〝お姉ちゃん〟と〝お父さん〟の二人だけだ。


    　だが、ウィルはそこに〝お兄ちゃん〟として存在してもまるで違和感がなく、そんな存在に感じた。


    　やがて、ウィルも自分のスープを手に取りジェシカたちの元へ戻っていく。


    　背中を目で追って、イスカはジェシカがスープに手をつけていないことに気付いた。どうやら怪け我がが痛むらしく、スプーンが使えないらしい。


    　ウィルもそれに気付いたらしく、足を止める。


    「もうそんなに熱くないだろう？」


    「陰湿。そんなに火傷やけどをさせたいの？」


    　……どうやら、猫舌でスープが飲めなかったらしい。


    　ウィルは仕方さなさそうに肩を竦すくめると、ジェシカのカップを取り上げた。そのままスープをスプーンでかき混ぜると、ひと口分掬すくってふうふうと息をかけて冷さます。


    　そして、まるでそうするのがもっとも自然なことであるかのように────。


    「ほらよ」


    「はむ」


    



    　なんの躊ちゆう躇ちよもなく、ウィルはスプーンをジェシカの口に運んでいた。


    



    　これには、イスカも愕がく然ぜんとして口を開いた。顔が赤くなるのがわかる。


    　ガツガツとスープを口に掻かき込んでいたレンも、驚きよう愕がくに目を見開いている。それでもレンの三つ編みはどこか楽しそうにピンピンと揺れていたが。


    　ひと口、ふた口と飲ませて、ようやくイスカの困惑に気付いたらしい。ウィルが首を傾かしげた。


    「どうかしたか？」


    「……いや、なんでも」


    　恐ろしいことに、彼らは自分たちの行動に何も疑問を抱いだいていないようだ。


    　自分からそうしたウィルはもちろんのこと、ジェシカの方もそうされるのが当然のように受け入れている。まさかとは思うが、普段からこんなことをしているのだろうか？


    　チラリとレンに目を向けると、彼女は両手で顔を覆おおいながらも、面白がるようにしっかりとその光景を観察している。


    「あの、ウィルさん？」


    「なんだ？」


    「レンの狼おおかみさんって、あたしもいっしょに乗れるかな？」


    「……？　さあ、できるか、レン？」


    「レンはやればできる子なので、もちろん大丈夫ですよ！」


    「めちゃくちゃ不安になったけど、まあ乗れないことはないと思うぜ？」


    「……じゃあ、あたし、そっちに乗せてもらっていいですか？」


    「なんで引いてるんだ？」


    　彼らといっしょに飛びたいと思ったが、自分の力で飛ばねばならないのだと、強く感じた。


    



    「さて、それじゃあそろそろ本題に入るか」


    　全員がスープを飲み終わると、朝食の後片付けをしてくれたウィルが郵便鞄かばんから一枚の封筒を取り出した。


    「イスカ、ちょっとこいつを読んでもらえるか？」


    「いいけど……何これ？　模様しか描いてないよ？」


    　封筒の中身を取り出すと、円と直線が重なった幾き何か学がく模様が描かれていた。宛あて名などころか文面すら見当たらない。これが彼らの言う〈島〉の文字なのだろうか？


    「そいつが〈封書〉ってものだ。お前からの配達は引き受けるつもりだが、そいつを読んでからきちんと考えてみてくれ」


    　存外に真ま面じ目めな口調に、イスカは目を丸くした。


    　──でも、それだけ真剣に引き受けようとしてくれてるってことだよね？


    　イスカは言葉を噛かみしめるように頷うなずく。


    「その紋様に触れて──ウェイクアップ──そう唱えるんだ。あとは……まあ、実際にやってみた方が早い」


    　言われた通りに紋様に触れてみるが、それ自体に何か変わった点があるようには感じられなかった。


    　──なんか、緊張するな……。


    　これから何が始まるのかいまいちわかっていないが、ウィルたちに取っては決して軽いものではないのだと思った。


    　目を閉じて小さく息を吸って一度呼吸を整えてから、イスカはスッと目を開いた。


    



    「──ウェイクアップ──」


    



    〈封書〉から、淡い粒子が溢あふれ出す。


    　それは花弁のような、あるいは紙の束のような形を取ると、風もないのに宙へと舞い上がる。


    　青白い光はやがて吹雪のようにイスカの視界を埋め尽くし──


    　そして、世界は一変した。
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    　目の前に、赤い刃が迫っていた。


    　──ひっ？


    　イスカは悲鳴を上げたが、それが声に出ることはなかった。


    　刃を握るのは、異様な姿をした人影だった。


    　顔は鋼鉄の仮面に覆おおわれ、そこに赤いレンズと三本の索さく敵てき眼がんが嵌はまっている。服装もボロ布をまとっていて体格も判別できない。左手に赤い刃が、右手には巨大な手てつ甲こうが嵌はめられていた。


    　──なんで、声が出ない？


    　困惑する間に、異い形ぎようの襲撃者が振るう刃はスルリと目の前を通り過ぎ、代わりにクスクスと甘い笑い声が漏もれる。


    『そら、どうしたのです？　小しよう妹まいのように非力な乙女おとめも捉とらえられぬようでは、そなたも廃業を考えた方がよいのです』


    　それは、美しくも妖あやしい少女だった。


    　ワインのような紅くれないの髪と瞳。夜の色をしたドレスに、手には大きなこうもり傘。笑みの形に開いた唇からは、長い犬歯が覗のぞいている。


    　──あれ？　この子、どこかで……。


    　イスカは、少女の顔に見覚えがあるような気がした。


    　だが、その記憶を掘り起こす余裕はなかった。


    　赤い刃は少女に向けられたものだった。それを少女は、フワリとまるで宙に浮かぶように躱かわしていた。


    　そう、浮かぶようにだ。


    　宙で無防備になったところへ返す刃が迫るが、少女は体重を持たないかのようにスルリと受け流してしまう。


    『──ですが、椅い子すとしては悪くない座り心地なのです。そなた、小しよう妹まいの椅子に転職するならば考えぬでもありませんよ？』


    　クスクスと笑みをこぼす少女は、襲撃者の腕の上に腰を下ろしていた。


    　──これが、〈封書〉の世界……？


    　イスカは、ようやくそれが過去の記憶なのだと理解した。


    　ここに、イスカの体はない。


    　触れることはできない。


    　声をかけることもできない。


    　ただ、過去に起こった出来事を、今そこにいるかのように体験しているのだ。


    『グルアァッ！』


    　襲撃者は唸うなり声を上げ、異様な手てつ甲こうを少女に突きつける。


    　──この手甲、銃だ！


    　一般的なソルダートは火炎放射器を扱うが、上位の者になると誘導電磁波レーザー銃を所持しているのだ。


    　それを知ってか知らずか、少女は避よける素振りも見せずにクスクスと笑みをこぼす。


    　そしてガラス状の銃口に光が灯ともる。


    



    『学習力のない男なのです』


    



    　ボソッと、こうもり傘が崩れた。


    　襲撃者はかまわず光線を放つが──それが、屈折した。


    　少女の身を包むような軌跡を描いて、光線は幾度も反射を繰り返す。そして、それを放ったはずの襲撃者へと返される。


    『──ガッ』


    　光線はそれを照射した手甲を貫く。ゴッと小さな爆発を起こして、襲撃者が吹き飛ばされた。


    　地面に叩たたきつけられた襲撃者とは対照的に、少女はコトンと愛らしい靴を鳴らして地面へ着地する。


    　いつの間にか、こうもり傘は元の形に戻っていた。


    『〈ノルン〉という霧む鍵げん式しきなのです。本来は霧鍵式の力場をねじ曲げる代物なのですが、実弾やそなたの光線銃も例外ではないのです』


    　見れば、少女のこうもり傘は小さな破片が寄り集まってできていた。この破片が剥はく離りすると反射板のようなものになるのだろう。


    　恐らく、襲撃者は光線がねじ曲げられることを一度体験しているのだろう。それでも至近距離からならばあるいは、と試したのだ。


    　だからギリギリのところで、身を退ひけたらしい。致命傷は避けられていた。


    　襲撃者は果か敢かんにも身を起こすが、それでもすでに戦える状態にないことは明白だった。


    　爆発の破片を浴びたのか、体のあちこちから血が流れている。


    　──この人、ソルダートなのかな……。


    　イスカが知るソルダートとはずいぶん印象が違うが、装備は同じものに見えた。少なくとも、ウィルやこの少女たちの故郷の住人ではないだろう。


    　そんな襲撃者を眺め、少女が目を細めたときだった。


    【来たのです】


    　頭の中に、そんな声が直接響いた。一瞬遅れて、少女の心の声なのだろうとわかった。


    　少女は、キュッと紅くれないの双そう眸ぼうを細めた。


    『小しよう妹まいは急用ができたようなのです。……そうですね、次の〈封書〉はそこの大きな建物にでも預けておくのです。今日のところは、もう去るがよいのです』


    　少女が示したのは、古びた建物だった。高さはあるが一階建てのようで、教会のような尖とがった屋根には風見鶏が揺れている。


    　──え……？　この家……まさか……。


    　その建物に見覚えがあったことでイスカは動揺したが、幸か不幸かそれを表現する口も体も持ち合わせていなかった。


    　少女の言葉に襲撃者は困惑したような素振りを見せ、次の瞬間には別の方向へ向かって身構えた。


    



    『キャハハハ』


    



    　幼い、笑い声が響いた。


    　暗くら闇やみの中から、スウッと浮かび上がったのは、真っ白な少女だった。


    　緩ゆるく波打つ髪は純白で、六角形の結晶をあしらった髪飾りが下がっている。ふんだんにフリルをあしらったドレスも新雪の白。唇までもが白く塗られ、肌もミルクの色だ。瞳の色だけが蒼あおく、雪原に落とした宝石のように見えた。


    　こうもり傘の少女は黒と赤。もう一人の少女は白と青。互いを裏返したような容姿の二人だった。


    　白い少女も、肩に開いた傘を乗せていた。こちらはこうもり傘ではなく、優雅に装飾された日傘だ。


    　新たに現れた少女に、襲撃者は数秒の逡しゆん巡じゆんを挟んでから、闇夜に飛び退のいた。


    　逃げたのだ。


    　それが見えていなかったはずはないだろうが、白い少女は気にも留めずこうもり傘の少女に近寄る。手にはホットミルクを注いだティーカップが揺れていた。


    『相変わらず小さいわね、ヒルダ。山羊乳ツイーゲンミルヒ飲む？　大きくなれるわよ？　キャハ、そういえばもう大きくなれないんだっけ？』


    　ヒルダと呼ばれた少女は、不快そうに目を細める。


    　どこから取り出したのか、その手に紅茶を満たしたティーカップを揺らして。


    『相も変わらず品のない笑い声ですね、シュネー。小しよう妹まいは紅茶にミルクなど入れないのです。それと一つ助言しておきますが、背はそなたの方が小さいのです』


    　ヒルダの言葉に、白い少女──シュネーも不快そうに表情を歪ゆがめる。


    『どこ見てもの言ってるのよ。私の方が大きいでしょう？』


    『その見苦しく嵩かさを上げた靴を脱げば、そなたの方が小さいのです』


    『はあ？　あんたの靴だって上げ底でしょ？　脱げばいっしょじゃない』


    『語るに落ちるとはこのことなのです。小妹はそのような下品な靴は履かぬのです』


    　そう言ってツイッとスカートの裾すそを持ち上げると、踵かかとの低い革靴が覗のぞいた。対して、シュネーの方はピンと尖とがったブーツを履いている。


    　嵩は、確かにシュネーの方が高かった。


    　──それって、靴脱いだらどっちも同じくらいなんじゃないのかな……。


    　これが過去の一場面だとは理解したが、イスカはそう指摘せずにはいられなかった。


    　勝ち誇るヒルダに、シュネーも小悪魔のような笑みを浮かべて鼻を鳴らす。


    『キャハ、忘れてた。あんたが嵩を上げたいのはこっちだものねぇ？』


    　日傘を肩にかけて、シュネーは下から自分の胸を押し上げる。大胆に開いたドレスの胸元に、くっきりと谷間ができた。


    　ギリッと、ヒルダの歯ぎしりが響く。


    　こちらは、どうしようもないほど平坦な体つきだった。


    　──この子たち、何を言い争ってるの……？


    　体を持っていないはずなのに、頭痛がしてきた。


    　やがて、鋭く声を上げたのはヒルダの方だった。


    『シュネー。〈霧きり〉もないこの大陸で、何を企たくらんでいるのです？』


    『さぁあ？　なんだと思う？』


    　キャハと笑うシュネーに、ヒルダは呆あきれたような視線を送る。


    



    『訊きき方を間違えたのです──この国を壊して、そなたになんの得があるのです？』


    



    　──なん、ですって……っ！


    　これが現在の出来事だったなら、イスカは飛びかかっているだろう。


    　シュネーはクルクルと日傘を回して挑発的に笑う。


    『〈七つの鍵かぎ〉は世界を滅ぼす。ここの順番が回ってきたってだけじゃない？』


    　それから、からかうようにヒルダの顔を覗のぞき込む。


    『逆に訊くけど、あんたこそ、なんでこんな〈霧〉もない国を守るわけ？』


    　ヒルダは震ふるえるように唇を開いて、それから取り繕つくろうように笑みを浮かべた。


    『小しよう妹まいがそなたを嫌悪しているから、では理由になりませんか？』


    　シュネーは目を見開き、それから髪をかき上げた。


    『キャハ！　つれないわね。私がこんなに優しくしてあげてるのに？』


    　ヒルダが、こうもり傘を畳んだ。


    『そろそろ決着をつけるのです。いい加減、そなたとの追いかけっこも飽いてきたのです』


    『同感ね。あんたのその小さい姿は見るに堪たえないもの』


    　シュネーが日傘をかざし、ヒルダもこうもり傘を向ける。


    　ミシリと空気が軋きしんだ。


    　睨にらみ合ったのは数秒か、それとも数時間に及んだのか、時間の感覚が麻ま痺ひする緊張の中、先に動いたのはシュネーだった。


    



    『やっぱ、やーめた』


    



    　キャハハと笑い声を上げて、シュネーが飛び退のく。


    『あんたを殺すのは簡単だけど、すぐに殺しちゃうのはつまんないわ』


    『逃げるのですか？』


    『いぃえ？　ゲームをしましょうよ、ゲーム』


    　畳んだ日傘を後ろに回し、それに腰をかけるように腰を乗せると、フワリとシュネーの足が宙に浮かぶ。


    『私はこの国を壊す。あんたは守る。私を止められなかったらあんたの負け。どう？』


    『ふざけるな、なのです』


    『ふざけてるのよ？』


    　また耳みみ障ざわりな笑い声を上げて、シュネーは夜の空に浮遊する。


    『おふざけでなければ、遊んだりするわけないでしょぉ？』


    　どこまでも癇かんに障さわる笑みだった。


    



    『世界を救うなんて馬鹿な夢、果たせるもんなら果たしてみれば？』


    



    　それを最後に、シュネーの姿は夜の中に消えていった。


    　ヒルダはギシリとこうもり傘を握り締め、それからポンと開いた。


    『言われなくとも、果たしてみせるのです』


    　そして、ヒルダも闇やみの中へと消えていった。
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    　イスカは、光に包まれたまま、ぼうっと宙を見つめていた。


    〈封書〉を読むということは、その記憶の中にダイブするということだ。イスカは今、霧む鍵げん式しきで記録されたヒルダの記憶を、自分がそこにいるように体験している。


    　イスカに手渡したのは、ヒルダが残した〈封書〉だ。一つ目のものではなく、最近に見つけたもの──つまりシュタット・ノインに来る直前に手に入れたものだ。


    　──ヒルダの〈封書〉なんて聞いたら、群島じゃどれだけ敵を作ってたかわからないな。


    　ヒルダは幼い容姿とは裏腹に、桁けた外はずれの力を持つ霧鍵士だ。


    　霧鍵式の中でも、最古にして最強とされる〈七つの鍵かぎ〉と呼ばれるものが存在する。ヒルダは、そのうちの二つをさして苦もなく返り討ちにしているのだ。そんな彼女の記憶など、霧鍵士から見れば人を殺してでも手に入れたいものだ。


    　事実、彼女から依頼を受けるたびに、ウィルはそうした人間に襲おそわれてきたのだ。


    〈封書〉から淡い青の光がこぼれている。


    　これも〈霧きり〉の発光現象であるため、昨晩のことがなかったら彼女はここでも発作を起こしていたかもしれない。


    　やがて、青の光が収まると、イスカがハッとしたように身を震ふるわせた。


    　現実に意識が戻ってきたのだ。


    「どうだった？」


    　期待を込めてウィルが問いかけると、イスカは震えるような声でこう言った。


    



    「今の、どれが悪い人？」


    



    「「「……」」」


    　その問いには、ウィルだけでなくジェシカもレンも答えられなかった。


    　今回の〈封書〉の中で、ヒルダは殺し屋らしき男と、ある少女に出会っている。


    　外見は──あくまで外見は──幼い少女であるヒルダを狙ねらう殺し屋。


    　その殺し屋を軽くあしらい、そのあとも別の少女と辛しん辣らつに言い合うヒルダ。


    　そして世界を滅ぼすと、平然に口にする明らかに性格の悪そうな真っ白な少女。


    　果たして、この中に善人と呼べる人間はいただろうか？


    　答えあぐねていると、ジェシカが澄ました表情で頷うなずく。


    「凶悪であることは事実」


    「ヒ、ヒルダは優しいところもあるです……よね？」


    「慈じ悲ひ深い人間は相手を廃人同様まで追いつめない」


    　かつて禁句を口にされたヒルダは、禁一級霧む鍵げん式しき──精製はもちろんのこと所持も禁じられているレベルの力──を十数発という数で叩たたき込んだ。


    　しかもそれで再起不能にされたのは、盾たてにされただけの敵の仲間だったのだ。


    「ま、まあ、ヒルダにとって〈傀儡くぐつ師し〉は恨うらむだけの理由がある相手だろう？」


    　やんわりとウィルが弁護すると、ジェシカはなおも不可解そうに眉まゆを顰ひそめた。


    「そのつもりでやったなら、あの女は再起不能程度で済まさない」


    　それに関しては、まったくもって同意見だった。


    　ウィルはコホンと咳せ払ばらいをした。


    「と、とにかくだ！　凶暴なやつかもしれないが、俺たちの配達相手は、そこに映ってた紅あかい髪の女の子だ」


    「ヒルダ……ちゃん？」


    「ああ。……〈封書〉が、ヒルダの視線で語られてることは気付いたか？」


    「それは、まあ……」


    　まだ困惑しているイスカに、ウィルは真ま面じ目めな顔でこう言った。


    「〈封書〉を記すっていうのは、そういうことだ。過去の一場面、そのとき自分が何を見て、何を思ったのか。その全てが記録されてしまう。もちろん、人に知られたくないようなことでもだ。それを、自分ではない誰かに届けるってことだ」


    　何も、隠せないということだ。


    　イスカは目を見開いた。


    「な、なんでそんな危ないものを作るの？　届けるって、全部人に見られるんでしょう？」


    「だからだ」


    　ウィルは迷わず答えることができた。


    「真実を、伝えられるからだ。言葉にできない気持ちでも、伝えられなかった本心でも、偽ることなく全てを伝えられるからだ」


    　人には、他人に知られたくない秘密や感情がある。


    　それを知られる危険を冒おかしてでも、知ってほしいと思うこともある。


    　嘘うそではないと信じられるから、偽りのない気持ちや信念を伝えられるから、人々はリスクを承知で〈封書〉を記す。


    「だから、人は〈封書〉を送るんだ。だから、俺たち〈渡り鳥〉は、命を懸かけて雲うん界かいを渡るんだ。たとえ、そこに空がなくてもだ」


    　イスカは言葉の意味を噛かみしめるように目を瞑つむり、それから確かに頷うなずいた。


    「それでも、届けてほしい。ウィルさんたちが命を懸けなきゃいけなくなっても、お姉ちゃんたちに伝えたい」


    　それは、イスカが正式に〈渡り鳥〉へ配達を依頼した瞬間だった。


    「武装郵便屋〈蝶ちようと鯱しやち〉──確かに引き受けたぜ」


    　そう答えてから、ウィルは困ったような顔をした。


    「引き受けはするんだがな……その前に、届けないといけない配達があると言ったろう？」


    　ヒルダの〈封書〉だ。


    「今読んでもらった〈封書〉の場所は、シュタット・ノインのどこかにあるはずなんだ。それがどこか──」


    「──知ってる」


    「まあ、そう簡単にわかるとも……へ？」


    「知ってる。あの場所……っていうか、孤児院は、あたしが十五歳になるまで生活してた場所なんだ」


    「孤児院？　あれって、孤児院なのか？　というかそこで暮らしてたって……」


    　イスカは、それまでの天てん真しん爛らん漫まんな様子が嘘のように、物憂げな表情で頷いた。


    「あたし、孤児なんだ。お姉ちゃんとお父さんは、なぜかあたしをあそこに置いていった。あたしは、その理由が知りたい。あたしが、誰なのか知りたい」


    　ウィルは、反射的にジェシカへ目を向けた。


    　──そうか……。だから、ジェシカのやつ……。


    　ジェシカは、ある疑問の答えを探している。


    　──自分は人なのか、それとも違うものなのか──


    　自分が誰なのかわからない。


    　そんなにおいに、ジェシカは敏感に反応するらしい。思えば、レンのときもそんな理由から手を差し伸べたのだ。


    　イスカも、事情は違えど自分が誰なのかという疑問を抱いだいている。ジェシカは、本能的にそのにおいをかぎ取ったのだ。


    「イスカ……」


    　どう声をかけたらよいかわからず、ウィルが名前を呼ぶと、イスカはハッとしたように両手を振った。


    「あ、勘違いしないでよ？　あたしは別にお姉ちゃんたちを恨うらんでるわけじゃないし、そういう理由で〈封書〉を届けたいわけじゃないから」


    　慌てて捲まくし立てて、それからやはり寂しそうに空を見上げた。


    「そのころ、あたしはまだ四歳か五歳くらいだったし、何もできない子供だったと思う。だけど、そんなあたしをお姉ちゃんたちは一生懸命守ってくれた。お姉ちゃんたちがいなかったら、あたしは今、こうして生きてることすらできなかったと思う。だから……」


    　だから届けたい。


    　その気持ちは、少なくともウィルには伝わった。


    「安心しろ。〈渡り鳥〉は何があっても配達を完遂する」


    「……うん！」


    　表情を明るくして、イスカは思い出したような声を上げた。


    「そういえば、さっきの〈封書〉って、いつごろの話なのかな？」


    「……？　さあ、正確にはわからないが、四か月以上前ってことはないはずだ。ヒルダがこの大陸に来たのが、四か月前のことだからな」


    　答えると、イスカは納得したように頷うなずいた。


    「ああ、それでか……」


    「どうかしたか？」


    「ううん。あの女の子、どっかで見た気がしてさ。たぶん、このときあたしもどっかですれ違ったりしてたんだろうなって」


    「……それ、いつかわからないか？」


    　イスカは首を横に振った。


    　仕方がないだろうとは思う。彼女も見覚えがある程度の印象なのだ。


    　──また、追いつけなかったのか……？


    　ウィルたちが〈封書〉を見つけるときには、ヒルダの姿はもうそこにはない。


    　そんなイタチごっこを、四か月も続けているのだ。


    　──いいや、手がかりを掴つかんだんだ！


    　バンと自分の顔を両手で叩たたくと、ウィルは立ち上がった。


    「よし、それじゃあシュタット・ノインに戻るぞ。今度こそヒルダを捕まえるんだ」


    　意気込んでそう告げると、イスカが毛布で顔を隠しながら、もじもじと困ったような声を上げた。


    



    「あの……その前に、服、返してほしいんだけど……」


    



    　イスカが毛布の下で、下着もなくて震ふるえていることに、ウィルはようやく気付いた。
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    　低空飛行でシュタット・ノインまで近づくと、ウィルは這はうように外壁へ沿って上昇し、素早く街の中へと乗り込んだ。


    　この街に潜り込むのは、これで二度目だ。隠れるのにちょうどいい廃工場も、陸と空の両方から目星をつけている。


    　なんの問題もなく着陸して、ウィルは不可解に感じた。


    「……妙だな。〈ファントム〉に出くわさなかった」


    　今までは、どれだけ低空飛行でも街にたどり着くまでには〈ファントム〉からの攻撃を受けていた。


    　それが、今回は何も起きずにすんだ。


    「よくわからないけど、無事に済んだんなら一番なんじゃないの？」


    　黒こく狼ろうの背から降りたイスカが前向きな言葉を口にするが、ウィルだけでなくジェシカの顔からも疑問は晴れなかった。


    　──まあ、だからってじっとしてるわけにもいかないか。


    　ウィルは翼つばさ舟ぶねから降りると、覆おおいをかけてレンに声をかける。


    「じゃあ、行ってくる。翼舟を頼むぞ、レン」


    「了解で、す……。レンは……むにゃ……完かん璧ぺき、なの……で……」


    　最後まで言い終える前に、レンは寝息を立てていた。


    　これにはイスカも絶句していたが、ウィルはレンの肩に毛布をかけて廃工場を後にする。


    「え、ちょ、ちょっと、置いていっていいの？」


    　ウィルはなんでもなさそうに頷うなずく。


    「俺たちは、いつソルダートに襲撃されてもおかしくないからな。翼舟を守ってくれるやつが必要だ」


    　レンが本気で暴れれば、ソルダートごときでは止められない。だからウィルは彼女に守りを託している。


    「それはわからないでもないけど、あの子、見張りになるの？」


    　確かめるまでもなく、ウィルたちが出発する前から彼女は爆ばく睡すいしている。


    　それでもウィルは自信を持って頷うなずくことができた。


    「レンが寝てても、ウィシカがいるからな。ソルダートじゃあいつの嗅きゆう覚かくは誤ご魔ま化かせない」


    「〈霧きり〉のないこの場所を連れ回す方が危険」


    　ジェシカが答えると、イスカは人の耳を気にしながら小声で問いかける。


    「それって、あの狼おおかみさんとか、ジェシカの鞭むちとかのこと？」


    「そう」


    　霧む鍵げん式しきは〈霧〉を操る技術だ。〈霧〉のない場所での使用は、命を削ることになる。ジェシカとて街中では茨いばら一本以上の力は使わない。ウィルが使わせないようにしている。


    　ましてやレンの場合は《フェンリル》という、最強の一角に数えられる霧鍵式だ。ジェシカ以上に〈霧〉への依存が高い。正直、〈霧〉から隔離されたこの都市に降りること自体が、危険なことだ。


    　だから、彼女は街中では翼つばさ舟ぶねを守りつつ、ひたすら休眠している。


    　──まあ、あいつがしっかり者かといえば、そういうわけでもないが……。


    　一応、イスカも納得できたらしい。


    　それ以上は何も言わず、足を進める。


    　──今度こそ、ヒルダの手がかりを手に入れるんだ。


    　毎回、新たな〈封書〉を見つけて次の場所を探り当てるまでに、十数日からひと月近い日数がかかっている。


    　今回は四日目にして確実な手がかりを掴つかんだのだ。今までになく順調だと言える。ヒルダの居場所にも、近づけたと思いたかった。


    　そうしてイスカに続いていたときだった。


    



    「──イスカ！」


    



    「──ごふっ？」


    　イスカの体が、真横に吹き飛んだ。


    　見れば、イスカと同じ制服姿の少女が飛びついていた。


    　──おい、今「ごふっ」って言わなかったか？


    　とても年頃の娘の悲鳴とは思えぬ声だった。


    　地に伏したイスカはヒクヒクと震ふるえていたが、やがて頭を振りながら身を起こす。


    「タ、タバサ……？」


    「もう、心配したんだよ？　学校にも来ないし、昨日は寮にも帰ってないっていうし」


    　どうやら、イスカの友人だったらしい。確かにソルダートに襲おそわれ、なんの前触れもなく彼女は街から姿を消したのだ。親しい者は驚くだろう。


    　イスカも申し訳なさそうに少女──タバサの頭を撫なでた。


    「ごめん。いろいろあったんだよ」


    　タバサが落ち着くまで、少し時間がかかった。やがて、彼女はようやくウィルとジェシカに気付いたらしく、驚いた顔でイスカの耳に顔を近づける。


    「イスカ、もしかしてこの人たちって……？」


    「うん。紹介するよ。〈渡り鳥〉のウィルさんとジェシカ──ひへあっ？」


    　最後まで聞く前に、タバサは激しくイスカの肩を揺さぶった。


    「ずっるーい！　見つけたんならどうしてわたしにも教えてくれないの？　いっしょに見つけようって言ったじゃないの！　そもそも〈渡り鳥〉のこと教えたのわたしなんだから」


    「あうっあうっ」


    　ガクンガクンと頭を揺さぶられ、見る見るイスカの顔色が悪くなっていく。


    　──イスカに俺たちの噂うわさを吹き込んだのは、こいつか……。


    　ため息を漏もらしながら、ウィルはやんわりとタバサを止める。


    「なあ、その揺さぶり方はちょっと脳にヤバイから、そろそろやめてやってくれるか？」


    「へ──ああっ、イスカ、どうしたの？　白目剥むいて！」


    　ぜえぜえと青い吐息を漏らして、イスカが頽くずおれる。


    「脳にヤバイんなら、もっと早く止めてよ……」


    　非難がましい目を向けられ、ウィルは肩を竦すくめる。


    「心配してくれる友人は、大切にした方がいい」


    「まったくだわ。さすが、〈渡り鳥〉の人はいいこと言うなあ」


    　うんうんとしたり顔で頷うなずくタバサに、ウィルは不意に違和感を覚えた。


    「お前、タバサっていうのか？　イスカに〈渡り鳥〉のことを教えたのは、お前か？」


    「ええ、そうよ？」


    「なんで〈封書〉のことまで知ってる？」


    　その答えは、別のところから返ってきた。


    



    「──それは、僕が教えたからだよ」


    



    　聞き覚えのある、しかしもう二度と聞くことはないと思っていた声に、ウィルとジェシカは硬直した。


    　そこには、若い男の姿あった。


    　年は二十歳程度だろうか。くしゃっとした癖毛に赤黄色の瞳。以前は警察官姿だったが、今はどこか軍服を思わせる制服に身を包んでいる。


    　頼りない笑みを浮かべるその顔は、忘れようにも忘れられないものだった。


    



    「お前──ポールマン」


    



    　六か月ぶりに再会した男は、かつての仇きゆう敵てきだった。
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    　ウィルは戦せん慄りつした。


    　──間に合うか？


    　目の前に、元警官の青年がいる。この男と再会したら、まず告げなければならない言葉があるのだ。


    　焦あせりを込めて、ウィルは叫んだ。


    



    「避よけろポールマン！」


    



    「はい？」


    　キョトンと首を傾かしげた青年の顔が、消えた。


    　よほどの動体視力の持ち主でも、それが吹き飛ばされたのだとは認識できなかったろう。クルリと宙で捻ねじれた回転を残して、青年は顔面から地面に叩たたきつけられる。


    　何が起こったか理解できないイスカとタバサが、ポカンと口を開いた。


    「あー……間に合わなかった」


    　頭を抱かかえるウィルをよそに、それをやった少女はパシンと手の中で音を響かせる。


    



    「──立って。まだ償つぐないは終わってない」


    



    　ジェシカだ。ウィルでさえかろうじて認識するのがやっとという速度で、茨いばらの鞭むちを放ったのだ。


    　手足を捻れさせ、地面でピクピクと痙けい攣れんする青年に、ジェシカは鞭を片手にツカツカと歩み寄る。


    「ま、待ってくれ。話を聞い────」


    「嫌いや。目め障ざわり」


    　グシャリと、ブーツの靴底が顔面にめり込む。


    　ヒッと青ざめ、イスカとタバサが肩を抱き合う。年とし端はもいかぬ少女たちに見せるには、あまりに無残な光景が始まる。仕方がないので、ウィルは彼女たちの視界を遮さえぎるように前に立ってやった。


    　──あれは、気がすむまで放っておくしかない。


    　青年──ポールマンは、かつてウィルたちと敵対したとき、ジェシカに許されないことをしている。彼がそれを後悔しているのは知っているが、だからこそジェシカが気のすむようにしなければ意味がない。


    　……というか、近寄ったらウィルまで巻き添えを食う。


    「あぎゃっ？　ごめんなさっぶ、ごめんなさい。生まれてきてごめんなさいっ！」


    　もう、命乞ごいですらない悲鳴には、耳をふさぎたくなったが。


    



    　やがてポールマンがボロ雑ぞう巾きんのようになると、ジェシカも気がすんだらしかった。


    　金色の髪を振り払い、冷淡な眼まな差ざしで問いかける。


    「それで、何の用？」


    「……もう、殺してください」


    「そう」


    　ジェシカがもう一度茨いばらの鞭むちを握ったことで、ポールマンもがばりと身を起こした。


    「ひっ──違う！　そうじゃなくて！」


    「ジェシカ、あんまり時間がない。話くらい、聞いてやろうぜ？」


    　さすがに仲裁に入ると、ジェシカもようやく鞭を収めた。


    　ポールマンがガタガタと震ふるえながらウィルを見上げる。


    「こ、こういうときは『こいつはもう敵じゃない。友だ』とか熱い言葉をかけて助けに入ってくれるもんじゃないか？」


    「ああ？　夢見てんじゃねえ。現実を見ろ」


    　軽けい侮ぶと怒ど気きを込めて睨ねめつけると、ポールマンは正座をして頭を下げた。


    「すみませんでした。もう二度とお二人に危害は加えませんので命ばかりは」


    　誇りの欠片かけらもない姿だった。


    　とはいえ、ウィルとて本当に死ぬと思ったら助けに入っただろう。


    　──まあ、ジェシカが人を殺すっていうのは、ちょっと考えられないけどな。


    　人を殺さない──それが、空の最果てを目指すにあたって、ウィルがジェシカに提示した条件だ。


    　彼女が、この約束を違たがえることはあり得ないと、ウィルは確信している。


    　すでに敵意がないことは明白だったが、ウィルは銃じゅう機き槍そうから手を離さず問いかける。


    



    「それで？　お前、こんなところでナニやってるんだ──〈傀儡くぐつ師し〉？」


    



    〈傀儡師〉──その名を持つ霧む鍵げん士しは、ウィルたちにとって因縁の浅からぬ相手だった。


    　目の前のポールマンは、直接の敵として。


    　その父親もやはり〈七つの鍵かぎ〉の一員としてウィルたちと敵対した。


    　三代前の祖父になると、ウィルとジェシカに〈霞か曲きよく〉を託してくれたある男の仇かたきでもある。


    　──あれ？　というかこいつ、ヒルダに会ったら殺されるんじゃ……。


    　ジェシカ以上に、ヒルダの方が彼を殺すには十分な理由がある。


    　ヒルダが幼い姿でいる原因を作ったのが、ポールマンの祖父だ。二代目もヒルダの逆げき鱗りんに触れ──というか巻き添えだが──再起不能にされている。


    　ポールマン自身も、ランディスというヒルダの盟友の死に関係している以上、ただですむとは思えなかった。


    　なんというか、ここまで来ると気の毒に思えた。


    　ウィルの同情の眼まな差ざしをどう受け取ったのか、ポールマンは泣き出しそうな顔で語り始めた。


    「あの日──重じゆう蝕しよくの夜が過ぎて、僕は考えたんだ」


    　重蝕というのは、二つの月が重なる天体現象のことだ。その夜に、ウィルとポールマンは戦った。


    「僕がやったことは、許されることじゃない。それはわかってる。だったら、何をすれば償つぐないになるだろうか。何をすれば、君たちの助けになれるだろうか」


    　彼なりに、後悔して悩んだのだとは、理解できた。


    「でも、すぐに気付いたんだ。君たちは、空の最果てを目指してるんだろう？　だったら、このティエラは避けて通れない。ここで待ってれば、必ず君たちは来る」


    「待って、何をしたかったんだ？」


    　ポールマンはようやく笑みを浮かべた。


    



    「ティエラに空はない。だから、この国で空を飛べるようにできたら、きっと助けになれる」


    



    　これには、ウィルもピクリと肩を震ふるわせた。


    「……できるのか？」


    「できる」


    　確信をもって頷うなずき、それからチラリと周囲に目を向ける。


    「──と、その前に場所を移さないか？」


    「まあ、確かに……」


    　ポールマンの苛か烈れつな償いに、周囲の通行人も怯おびえた視線を向けて足を止めていた。
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    　ウィルたちが入ったのは、こぢんまりとした食堂だった。


    「メシ代はこいつが払うから、お前らも遠慮せずに食っていいぞ？」


    　そこにはイスカだけでなく、タバサも同席していた。


    　ウィルの言葉に、ポールマンが目眩めまいを起こしたように頭を抱かかえる。


    「待ってくれウィル。僕はほら、ここじゃあ警官ではない。というか働き口がない」


    「無職ってことか？」


    　ぐさりと何かで刺されたように胸を押さえて、それでもポールマンは健けな気げに食い下がる。


    「そ、そういうことだ。あまり無茶を言われると、困る」


    「償つぐないとは、なんのこと？」


    　どこまでも正しいひと言に、ポールマンの顔が絶望に染まった。


    　ギャンブルで人生を台無しにしたような顔で俯うつむくポールマンだったが、それでもここまでやってきた理由を思い出したのだろう。


    　健気にも、焦点の合わない虚うつろな瞳で語り始めた。


    「ウィル、君はこの国をおかしいと思ったことはないだろうか？」


    「おかしなことだらけだろう？　外には出られない。空も飛べない。ソルダートなんて連中が平然と人を殺せる」


    「まあ、それも確かにおかしなことなんだけど、もっとおかしなことがあるんだ」


    　ウィルが眉まゆを顰ひそめると、ポールマンは声を落としてこう言った。


    



    「こんな隔離された街の集まりが、国として成り立つわけがないんだ」


    



    　これには、ウィルだけでなくジェシカも目を丸くした。


    　その反応に、満足そうな笑みを浮かべるとポールマンは続ける。


    「考えてもごらんよ。隔離されてるってことは、互いに交流もないってことだ。触れ合うことはおろか、情報すら伝わらない遠くの土地なんて、別の国と同じだ。それがどうして一つの国として統治されうるのか」


    　それから、都市を覆おおう外壁へ目を向ける。


    「〈渡り鳥〉の君たちは、空から都市と都市を繋つなぐ道を見ているはずだよね？」


    「あの黒い筋……線路ってやつのことか？」


    「驚いた。よく知っていたな。あの黒い道の上を〝列車〟という機械が行き来してる」


    　ティエラにそういった乗り物があることは、フォルネウスから聞いていた。


    　群島でも、古い資料にそんな名前を見つけることができる。ティエラが他国と交流していた時代となると相当遡さかのぼることになるが、そんなころから普及していたものらしい。


    　ポールマンが口にした名前に、イスカが頭痛を起こしたように頭を押さえた。


    「イスカ、どうしたの？」


    　タバサがイスカの肩を支えていた。


    「……それ、たぶんあたし、知ってる。エレクトじゃなくて、蒸気って力で動くんだって、お姉ちゃんが言ってた」


    　ポールマンがもう一度驚いたような顔をしたが、はっきりと頷うなずき返す。


    「そういうことだ。一般市民には秘ひ匿とくされているが、都市と都市とは繋つながりがある。それを支配しているのは────」


    「──ソルダート？」


    「半分、正解だ」


    「どういうことだ？」


    「交流を管理しているのは、確かにソルダートだ。だが、彼らは兵士だ。兵士に命じる指揮官がいる」


    「つまり、王がいる？」


    「正解だ」


    　組んだ両手の上に顎あごを乗せ、ポールマンは警戒に満ちた声で語る。


    「ソルダートには、彼らが仰ぐ王が存在する。こいつをどうにかできれば、空の門は開ける」


    　ウィルは腕を組み、ふむと呻うなる。


    　──ソルダートに共通の司令塔があるのは、事実だろう。


    　そうでなければ、街と街とを渡るウィルたちの情報が、こうも知られているはずがない。恐らく〈ファントム〉もその意志に従って動いているのだろう。それに関しては、ウィルも異論はない。


    　だが────


    「どうにかするっていうのは、何をどうするつもりだ？」


    「都市の中には、王の存在を認識していて、しかもこの国の在り方を変えたいと考える者たちがいる。彼らの力を借りる。〝ティエラ解放軍〟なんて名乗っているけどね」


    「解放軍……？」


    「壁の外へ、そして滅びゆくこの国に変革を、それが彼らの行動理念さ」


    「滅びゆく？　この国は、滅びかかってるのか？」


    　ウィルが声を荒らげると、ポールマンは意外そうな顔をした。


    「気付いてなかったのかい？　この大陸は確かに広大だ。だが、ここには霧む鍵げん式しきはない。何千年という年月、どうやって街を支えてきたと思う？」


    「まさか……」


    「そういうことだ。霧鍵式もなく、常に風に晒さらされ、資源を消費するだけのこの大陸は、もう枯れている。空から見て、この大地のどこかに緑の潤う景色があったかい？」


    　僅わずかに点在する湖に沿って、ささやかな緑が存在しただけだった。


    「放っておいたら、この国は滅びる。それも遠くない未来にだ。それをどうにかしたいと考えてるのが解放軍なんだ。彼らは、この国に霧む鍵げん式しきを普及させるつもりだ」


    「霧鍵式を……？　〈霧きり〉もないのにか？」


    「そこだ。この国には〈霧〉がない。だから空もない。だが逆に考えれば〈霧〉さえあれば全て解決する」


    　もったいぶるように言葉を切ると、ポールマンは目を細めてこう言った。


    



    「大陸に穴を空け、〈霧〉を吸い上げる。全ての街に〈霧〉を循環させ、霧鍵式による革命を行う。これが、解放軍の真の目的だ」


    



    　当然のように語るポールマンに、ウィルは耳を疑った。


    「──ふざけんじゃねえ！」


    　気がついたときには、ポールマンの胸ぐらに掴つかみかかっていた。


    「ウ、ウィル？」


    「お前、何考えてんだ？　この街の人間は、〈霧〉に耐性がないんだぞ？　そんなことやってみろ。王どころか国ごと滅ぶぞ！」


    　気付いてなかったのだろうか。ポールマンの顔が、見る見る青ざめていった。


    「耐性がない？　いや、そんな、まさか……」


    　ウィルはイスカに目を向ける。


    「雲うん界かいどころか、大陸の外縁に連れていっただけで、イスカは霧汚染症を起こした。直接〈霧〉を吸ってたら、そのまま濃のう霧む汚染症で死んでたかもしれない」


    　だが、その事実にポールマンは予期しない言葉を口にした。


    



    「本当なのか──シュネー？」


    



    「「「え……？」」」


    　ウィルとジェシカだけでなく、イスカまでもが困惑の声を上げた。


    　視線を集めた少女は、何が起こったかわからないというように自分の口を押さえる。


    「ち、違う。わた、し、じゃ、あっ────」


    　ガクガクと震ふるえだしたかと思うと、今度は仰のけ反ぞって目を見開いた。


    「キャハハハ！　バラしちゃだめじゃない〈傀儡くぐつ師し〉」


    　少女の突然の豹ひよう変へんに、イスカが震える声を漏もらす。


    「何言ってるの、タバサ……？」


    　タバサは、なおもおかしそうに笑い声を上げる。


    「私は私よお？」


    　──こいつは、何かヤバイ！


    　状況に理解が追いつかなかったが、ウィルは銃じゅう機き槍そうを振り────


    



    「──死ぬわよ？　あんた」


    



    　振り上げようとして、動けなかった。


    　──何を、した……？


    　恐怖や力量の差から、体が竦すくんでしまうことはある。


    　だが、これはそういった緊張とは無関係にウィルの動きを止めていた。


    　それでも、五感の全てが断たれたわけではないらしく、視線は動かすことができ、恐らく声も出るだろうと感じた。


    　なんとか視線を動かすと、ウィルだけでなくポールマンやイスカ、ジェシカでさえも動けずに目を見開いている。


    　縄や鎖のような、目に見える力で拘こう束そくされたわけではない。表面からではなく、むしろ体の内側から固定されてしまったような、そんな硬直だった。


    　ただ銃機槍だけが、ドクンと怒りに震ふるえるように脈打っている。


    　──この力、霧む鍵げん式しきか？　だが、どうやって……。


    〈霧きり〉のない都市の中で、どうしてこれほどの力を振るえるのか。


    「シュネー……君は、一体……」


    　掠かすれた声で、ポールマンが問いかける。拘束されているところを見ると、彼も仲間というわけではないらしい。


    　タバサの姿をした少女は、ポールマンの椅い子すを軽く蹴け飛とばす。


    　支えを失ったポールマンは、硬直したまま地面へ転がり、ちょうど這はいつくばるような姿勢を取らされる。


    　そこに、少女の足が乗せられる。


    「頭ずが高いわよ〈傀儡くぐつ師し〉。私の姿は本来、あんたごときじゃ拝はい謁えつも許されない立場なんだから。這いつくばって感謝を込めなさい？」


    　ポールマンの背中に腰を下ろすと、少女の姿にピシリと亀き裂れつが走った。


    　パンと呆あつ気けない音を残して、その姿は殻のように砕け散る。下から現れたのは、真っ白な少女だった。


    　それは、ヒルダの〈封書〉に登場した、シュネーと呼ばれた少女だった。


    　そのまま──いつの間に運ばれたのか──テーブルからそっとティーカップを取りあげる。


    　カップで温かな湯気を立てるのは、ミルクのようだった。


    「山羊乳ツイーゲンミルヒ飲む？　美お味いしいわよ、イスカ？」


    　その変へん貌ぼうに、イスカが震ふるえる声を漏もらす。


    「あたし、あんたを知ってる……」


    　イスカは〈封書〉でシュネーの姿を見ている。ほんの数時間前のことだ。


    　それを知る由もないシュネーは、ピクリと片かた眉まゆを揺らした。


    　だが、そこから返ってきたのは、ウィルの予期せぬ答えだった。


    



    「へえ？　よく覚えてたわね、あんなに小さかったのに」


    



    　イスカが、目を見開いた。


    　──どういうことだ？　こいつら、初対面じゃないのか？


    　困惑するウィルをよそに、シュネーはカップをソーサーに乗せると足を組み直して優雅に微ほほ笑えんだ。


    「覚えてたご褒ほう美びに、名乗ってあげるわ。〈七つの鍵かぎ〉の一つ──《フィンブル》のシュネリア・ユーベル────」


    　妖よう艶えんに目を細め、最後にこう付け足す。


    



    「──〈七つの鍵〉が総そう帥すいよ？　敬意を払いなさい」


    



    　ウィルは目を見開いた。


    　──こいつが、〈七つの鍵〉の……！


    〈七つの鍵〉とは本来、創世記に基づく最古にして最強の霧む鍵げん式しき──七つ存在するという、霧鍵式の系譜の祖を示す。


    　だが、組織としての〈七つの鍵〉は違う。


    　──全ての島を雲うん界かいに落とす──そして〈七つの鍵〉で新生する──


    　そのために、創世記に在る〈七つの鍵〉を揃そろえようとしているのだ。


    「〈七つの鍵〉の、総帥……？　そんな、君は、君は解放軍のメンバーじゃ……──ぐぅう？」


    　どうやら、ポールマンに解放軍の情報を与えたのは、この少女らしい。


    　愕がく然ぜんとした声を漏もらすポールマンに、シュネーが不快そうに鼻の頭に皺しわを寄せ、カップのミルクを傾けた。


    　頭から降りかかる熱湯に、ポールマンが押し殺した悲鳴を漏らす。


    「口の利き方に気をつけなさい？　これでもあんたの四百倍は生きてるんだから」


    　大体二十歳のポールマンの四百倍ということは、八千歳以上ということになる。


    　額に汗を滲にじませていると、イスカが声を荒らげた。


    「そんなの、どうでもいい！　あなた、タバサをどうしたの？」


    　ウィルはようやくそこに気付いた。


    　シュネーが化けていたのは、イスカの友人だったのだ。その化けた元の少女は、一体どうなってしまったのか？


    　シュネーはなんのことかと首を傾かしげ、それから「ああ」と手を叩たたいた。


    「あの貧乏くさい子供のことぉ？　キャハ、ダメよイスカ。お友達はちゃんとかまってあげないと。寂しすぎてソルダートに燃やされちゃうわよ？」


    　イスカが大きく見開いた。


    「タバサを……殺、した、の……！」


    　ボキンと、イスカの椅い子すの足がへし折れた。地面に投げ出された彼女を見下ろし、シュネーは冷たく告げる。


    「口の利き方に、気をつけなさいと言ったでしょう？　あいつの妹じゃなかったら首をもいでカップに浮かべてるところよ？」


    　ウィルは目を見開いた。


    　──こいつ、イスカの〝お姉ちゃん〟を知ってる？


    　イスカの話を考えると、彼女が孤児院に来る前の出来事ということになる。


    　シュネーはイスカを睥へい睨げいして続ける。


    「三日くらい前かしら？　おバカさんだから、進入禁止区に入りこんで処刑されたのよ。それを私が拾ってあげただけ。三日も延命してあげたんだから、感謝なさい？」


    　冷淡な言葉に、とうとうイスカが嗚お咽えつを上げる。


    　経緯はどうあれ、親しかった友人を失ったことに変わりはない。


    　ウィルは、ジェシカと視線を交わした。薄紫の瞳は、自由を奪われようとも屈してはいなかった。


    　そして、その瞳が濃紺に染まる。


    〈霧きり〉がない場所で無茶であることに変わりはないが、彼女の血に取り込まれた〈霧〉を使い切れば、一度くらいなら絶対言語レーゲル・ヴオルトも扱える。


    『──此にひもとくは（r[image: ]:ke mju:gwest e[image: ]d）──』


    



    「──遅ぉい！」


    



    　歌おうしたジェシカの首を、鋭く尖とがった日傘が襲おそった。


    「──か、ひゅ……」


    「ジェシカ！」


    　床に放り出されるジェシカに、シュネーが冷笑を投げる。


    「キャハハハ、こんな至近距離で絶対言語レーゲル・ヴオルトなんて歌わせるわけないじゃない？　おバカさん」


    〈七つの鍵かぎ〉の総そう帥すいというだけあって、絶対言語レーゲル・ヴオルトを扱うジェシカの情報は手に入れているらしい。


    　咳せき込むジェシカにさらに日傘が向けられ、ウィルはギリッと歯を食いしばった。


    「てめえッ、ジェシカに、触る、な！」


    　硬直した体が、メシメシと嫌いやな音を立てて動き始める。


    　手の中で、銃じゅう機き槍そうが淡く発光するほどに脈打っていた。


    「ふぅん？　それが霧喰い《ミストルティン》なのね。私の《フィンブル》まで喰くらうなんて、生意気だわ」


    　青い瞳を不気味に輝かせて、シュネーが立ち上がる。


    「ついでだから、それも回収しちゃおうっと──そぉら」


    　その日傘が、ウィルの腹をついていた。


    　──なんだ、見えなかった……？


    　体は動くようにはなったが、自由と呼ぶにはほど遠い。さして鋭い一撃でもなかったのに、まるで反応できなかった。


    　悪ふざけのように突き出された日傘に、ぐちゅりと肉の潰つぶれる音が聞こえた。


    　同時に、目の前が暗くなるほどの激痛。


    「──ぐ、げほっ」

  


  [image: ]



  
    　とたんに、喉のどから血が込み上げる。腹部をついた傘の先端は、背中まで突き抜けていた。


    「ウィ、ル……ッ！」


    　ジェシカが涙ぐんだ顔で悲鳴を漏もらす。


    　──そんな顔、すんなよ……。


    　自分は上手く笑えただろうか？


    　口から血をこぼしながら、ウィルは頑がんとしてシュネーを睨にらみ返した。


    「……気に入らないわね。その目」


    　致命傷だ。体もなんとか動く程度で、とても十全とは呼べない。〈七つの鍵かぎ〉の総そう帥すいを相手に、この状況で勝ち目があるとは思えない。


    　それでも、この場で動けるのはウィルしかいなかった。


    　──一撃だ。一撃、当てれば……！


    　シュネーは、すでに間合いに踏み込んでいる。一撃放つことさえできれば、仕留めることができる。ウィルの力量ならばそれができるはずだ。


    　仕留められずとも、この場から追い返すだけでもいい。


    　死を覚悟して、ギシギシと軋きしむ体で銃じゅう機き槍そうを振り上げる。穴が空いた腹部からぼとぼとと多量の血が流れ出る。


    　ただ一撃に全てをかけたときだった。


    



    『──過ぎ去りし思い出は積み重なる。（[image: ]r[image: ]r[image: ]nt lu:kem [image: ]r[image: ] i:ki[image: ],）未だ来たらぬ結末へ向けて（[image: ]ruit [image: ]:rk[image: ]nt ain [image: ]i[image: ]:rm g[image: ]:rtles）──』


    



    　ジェシカの声ではない、しかしジェシカと同じ言語が響いた。


    「──っ？」


    　同時に、体に自由が戻る。


    　全ぜん身しん全ぜん霊れいをもって構えた一撃は、与えられた自由を最大限に汲くみ取った。


    「──ぎぃっ？」


    　日傘を握った、シュネーの腕が斬きり落とされる。


    「──このっ、ガキ！」


    　怒りの声を漏もらすシュネーの眼前を、青い閃せん光こうが薙なぎ払った。


    　シュネーは素早く飛び退のくと、手首から先がなくなった腕を押さえて、あらぬ方向を睨ねめつける。


    「また、邪魔をして……！」


    　だが、激情に顔を歪ゆがめたのはそこまでだった。


    　無事な腕を伸ばすと、日傘を握ったままの手首がフワリと浮かび、少女の手の中へと収まる。


    「この借りは、必ず返すわ──あんた、楽に死ねると思わないことね？」


    　そう言い残して、シュネーの姿が掻かき消える。


    　ウィルも、そこで限界だった。


    　ガクンと膝ひざを折ると、その体を柔らかく誰かが抱き止めた。


    



    「──まったく、そなたには命がいくつあっても足りぬのです」


    



    　手のかかる弟でも慈いつくしむような、仕方のなさそうな声だった。


    　──ヒル、ダ……？


    　確かめる間もなく、ウィルの意識は闇やみに沈んだ。

  



  
    第四便　宛先のない〈封書〉の宛先で


    



    　目を開けると、そこには見知らぬ天井が広がっていた。


    「──ウィル？」


    　頬ほおに冷たい手が触れる。顔をのぞき込んできたのは、ジェシカだった。


    　──なんて顔、してるんだよ……。


    　首には包帯が巻かれ、今にも泣き出しそうなほど不安に満ちた顔だった。


    　手を握り返すと、ようやくジェシカの顔にも安あん堵どの色が浮かぶ。


    　それから、ハッとしたように手を離し、ウィルの頬をつねる。


    「……痛いんだけど」


    「ウィルは浅はか。あの状況で動けるなら、逃げるべき」


    「そりゃあ、無理だ」


    　自分の中にその選択肢が存在しないことくらい、ウィルも自覚している。


    　ジェシカとて、それは理解しているはずだ。それでも、彼の無謀な行動を咎とがめずにはいられなかったのだろう。


    　甘んじてその叱しつ咤たを受けて、ウィルは辺りの様子を確かめる。


    「ここ、どこだ……？」


    　室内のようだが、薄暗く周囲にもガラクタばかりが散乱している。


    　少なくとも、シュネーと交戦した店でないことだけは確かだ。


    



    「僕の──というより、解放軍の隠れ家さ」


    



    　奧から姿を見せたのは、ポールマンだった。


    「あのあと、大変だったんだぞ……」


    　ウィルは重傷。ジェシカも傷つき、まともに動けるのはポールマンだけだったはずだ。彼はソルダートが踏み込む前に、ウィルたちを連れてここまで逃げてきたらしい。


    「お前一人で、よく間に合ったな？」


    「いや……、一人じゃあ、なかったんだ」


    　その言葉で、ウィルは倒れる直前のことを思い出した。


    「あのとき、誰かに受け止められて……」


    「ああ。〈夜よる姫ひめ〉だった」


    「──ヒルダは、どこに！」


    　ウィルは反射的に身を起こした。すぐにジェシカに押さえられてしまったが。


    　ポールマンは首を横に振る。


    「いなくなってしまった。君の手当てをして、すぐにね。声をかける暇もなかった」


    　言われて、ウィルは飛び起きた自分がさして痛みを感じていないことに気付いた。


    　──傷が、塞ふさがってる……？


    　背中まで突き抜ける傷だったのだ。血を吐いたということは、内臓へも軽くはない損傷を受けたということだ。切り傷程度ならばともかく、傷ついた臓腑まで即座に癒いやすような力は、霧む鍵げん式しきでもあり得ない。


    　どれほど優れた霧鍵士でも起こせぬほどの奇跡だ。


    　だが、ヒルダならばそれを成すことができるかもしれない。


    　──絶対言語レーゲル・ヴオルト──


    　術者の命と引き替えに、どんな奇跡でも起こしうる霧鍵式を超越した力──まさに魔法だ。


    　ヒルダは、その力を継承する一族の生き残りであり、ジェシカとは違う手段でそれを自在に操ることができる。


    　彼女は、すでに命を引き替えにしているのだから。


    　──やっと会えたのによ……。


    　ヒルダに〈封書〉を届けるために、ウィルとジェシカはティエラまで来たのだ。それが助けられたあげくに〈封書〉も届けられずじまいだ。


    　郵便屋としては、情けないほどに失格だ。


    　と、そこでウィルはおかしなことに気付いた。


    「ヒルダじゃあ、俺どころかジェシカだって抱かかえられないんじゃないのか？」


    　指摘すると、ポールマンはなんでもなさそうに頷うなずいた。


    「ああ、君たちを運んだのは、もう一人の男だ」


    「もう一人？　ヒルダ以外にも、誰かいたのか？」


    　言いにくそうに、彼が目を向けたのは、ジェシカだった。


    「あの男だった」


    「あの男って……？」


    　よほど口にしたくない名前なのか、ジェシカは渋面を浮かべて顔を背そむけた。


    　そして、不快感をたっぷり込めた声でこう言った。


    



    「顔に傷のある男──ビルギッド──」


    



    　ガバリと、もう一度ウィルは身を起こした。


    　さすがに、痛みが走って呻うめく。


    「ビルギッドが、ヒルダといっしょに……？」


    「そう」


    「なんでだ？」


    「知らない」


    　シュネーから攻撃を受けたのはウィルだけではない。ジェシカも日傘の一撃を受け、どうやら喉のどを潰つぶされていたらしい。今もまだ声が掠かすれている。


    　──酷ひどいことしやがる……。


    　ジェシカの絶対言語レーゲル・ヴオルトは、声に出して初めて力になる。


    　喉を封じるのは確かに当然の防御だが、この声がもう二度と聞けなかったかもしれないと考えると、恐ろしいと思うのと同時に怒りが込み上げてきた。


    　いずれにしろ、声を出せなくては問いかけることも止めることもできないだろう。


    　ただ、動けないウィルたちをここまで運んでくれたのは、ビルギッドだということだ。


    「なんというか、僕の所感なんだが、ご主人様と従者みたいな雰囲気だったよ」


    　敵対関係というわけでもなかったらしい。


    　──となると、ますますわからないな……。


    　ビルギッドもまた、〈七つの鍵かぎ〉の一員だ。特に、ウィルやジェシカとはもっとも因縁のある相手でもある。


    　その彼と友好的だったということは、ヒルダは〈七つの鍵〉に協力しているということなのだろうか？


    　──でも、あのとき助けてくれたのもヒルダだったわけだろう？


    　考えれば考えるほど、頭がこんがらがる思いだった。


    「ポールマン、お前、元は〈七つの鍵かぎ〉の一員だろ？　なんか知らないのか？」


    「冗談。組織にしてみれば、僕は模造品とはいえ〈七つの鍵〉の一つを盗んで逃亡した罪人だよ？　むしろよく殺されずにすんだもんよ」


    　本気で青ざめた表情で、以前のように演技というわけではなさそうだった。


    　それから、ふと思い出したようにつけ足す。


    「それに、僕は組織の中でも下の方だったんだ。あのスカーフェイス……本名はビルギッドと言ったかい？　彼のことはよく知らないが、いつも何か特別な任務を与えられているようだったよ」


    　──特別な、任務……。


    　それは恐らく、ウィルとジェシカに関わるものだったのだろう。彼は、〈七つの鍵〉という組織に身を置きながらも、ウィルたちを庇かばおうとしていた。


    　道を違たがえた友を思っていると、ポールマンが上着の懐ふところから小さな包みを取り出す。


    「これは、そのビルギッドが置いていったものだ。かなり力のあるもののようなんだが……何かわかるか？」


    　壊れ物なのか、大切そうに布切れで何重にも巻かれている。


    　やがて現れたものを見て、ウィルとジェシカは息を呑のんだ。


    



    「「──《宿り木の槍ミストルテイン》の欠片かけら──！」」


    



    　それは真っ白な結晶だった。大きさは手のひらに収まる程度で、割れたガラスのように鋭く尖とがっている。


    　かつてウィルたちが〈七つの鍵〉と敵対した事件の中で、ジェシカが創ったものだ。


    　──確かに、あの場所にはビルギッドもいた。


    　ウィルとジェシカが戦っていたとき、ビルギッドはなんの制約も受けずに行動できた。これを回収することは、難しくはなかったはずだ。


    　説明を待っているらしいポールマンに、ウィルはひと言答える。


    「お前も、一度はジェシカの詠うたを聴いたはずだろう？」


    　それで、彼も正体に行き着いたのだろう。ジェシカに畏おそれと憧しよう憬けいの入り混じった目を向ける。


    「こいつは〈霧きり〉の結晶……そうだよな、ジェシカ？」


    「そう。極めつけに純度が高い」


    　──あのときのものだとすると、これ一つでも尋常じゃない量の〈霧〉が凝縮されてる。


    《フェンリル》に《レーヴァティン》に、ウィルの〈ブルドガング〉──三つもの〈七つの鍵〉と、それに加えて破壊された島の〈霧きり〉まで全て凝縮した結晶なのだ。


    　ジェシカが「ほう」と吐息を漏もらした。


    「これがあれば、一度くらいなら絶対言語レーゲル・ヴオルトを歌えるはず」


    「翼つばさ舟ぶねの増ぞう槽そうみたいに使えるってことか？」


    「そう」


    　ウィルは納得した。


    〈霧〉の枯こ渇かつしたこの大地で、なぜヒルダやシュネーが平然と霧む鍵げん式しきを扱えたのか。ジェシカやレンがあれほど苦悩していたにもかかわらず。


    　──こんなふうに〈霧〉を結晶化させる手段があるわけか……。


    　これは、シュネーへの切り札になる。


    　確信に拳こぶしを握って、また自分がビルギッドに助けられたのだと気付いた。


    　──お節介なやつだよ、あんたは……。


    　ウィルは結晶片を取りあげると、ジェシカに手渡した。


    「これは、お前が持ってろ。……いいよな、ポールマン？」


    　ウィルが目を向けると、ポールマンは仕方なさそうに肩を竦すくめた。


    「霧鍵士としては手放したいものじゃないけどね。僕には少し、荷が重いらしい。君にプレゼントさせてくれ」


    「元々私のものよ」


    　友愛を示した微笑は、辛しん辣らつな正論に叩たたき伏せられた。


    　銃弾でも受けたように胸を押さえて蹲うずくまるポールマンを尻しり目めに、ウィルは部屋の中をもう一度見渡した。


    　この場に、一人欠けている人間がいる。


    　気付かなかったわけではないが、なかなか切り出すのに勇気のある問いだ。


    



    「それで、イスカは、どうしたんだ……？」


    



    　ポールマンは複雑そうな顔をした。


    「向こうの部屋にいるが、声をかけるのは後にした方がいいと思うよ」


    「……タバサの、ことか？」


    「ああ。彼女、友達だったんだな。相当ショックだったらしい──って、聞いてるのか君は」


    　最後まで聞かずに、ウィルは身を起こしていた。


    「馬鹿野郎。あのシュネーってやつは、悪ふざけでイスカの側そばに潜んでたわけじゃないぞ？」


    　理由はわからないが、シュネーはイスカに対して何かしらの執しゆう着ちやくを持っていた。


    　あれほど陰湿に、そして用心深く潜ひそんでいたのだ。正体がバレた程度で、イスカを諦あきらめるようには思えなかった。


    　銃じゅう機き槍そうはベッドのすぐ側そばに立てかけてあり、それを杖つえにイスカの部屋に向かおうとする。


    「平気」


    　そう言って止めたのは、ジェシカだった。


    「レンが側についてる」


    　シュネーに襲撃されたことで、翼つばさ舟ぶねに残した彼女も危険に晒さらされているかもしれない。それゆえ、すでにここへ呼び出されていたらしい。翼舟も運び込んでだ。


    　ウィルはなんだか不安になったが、ジェシカは確信を持ってそう言った。


    



    [image: ]


    



    「イスカ、少しいいか？」


    　ウィルがノックをすると、扉はひとりでに開いてしまった。どうやら、きちんと閉まっていなかったらしい。


    　イスカは、ベッドの上で膝ひざを抱いていた。


    　丸くなった背中には、どんな声をかけても届くようには見えない。


    　ベッドから少し離れて、レンがすやすやと寝息を立てていた。ふわふわとした、黒こく狼ろうの体毛に埋もれて。


    　声をかけてもイスカは反応しなかったが、レンの方は「むにゃ？」と目を開けた。


    　雲うん界かいで〈霧きり〉を貯えた直後だったおかげか、そこまで眠たくもないらしい。


    　レンは事情を知ってか知らずか、ウィルとイスカを交互に見つめて、ふわっと小さな欠伸あくびを漏もらす。


    　そして、ふらふらと立ち上がるとイスカの前にストンと腰を下ろした。


    「……何よ」


    　顔を上げようともしないイスカに、レンはへらっと笑った。


    



    「何、負け犬みたいな顔してるですか？」


    



    「お、おいレン……」


    　ウィルが止める間もなく、イスカがキッと顔を上げた。


    「……友達が、死んだの。泣いたら、悪いの？」


    「泣いて蹲うずくまってたら、ただの負け犬です。あなぐら女は犬です？」


    「──っ、あんたねえ！」


    　これにはイスカも我慢できなかったらしい。レンに飛びかかっていた。


    　が────


    「きゃっ？」


    　飛びかかったはずのイスカが、宙を舞っていた。


    　腕を取って、レンが放り投げたのだ。ウィルの知るところではないが、それはヴィンゲン家の執事が得意とする体術だった。


    　背中から叩たたきつけられ、激しく咳せき込むイスカの前に、レンはストンと腰を落とす。そしてまた笑う。


    「……なんで、笑うのよ」


    「そんなふうに、どうしようもないと思ったときは、こういうふうに笑うですよ」


    「……はあ？」


    　まだ痛みで呻うめいているイスカの頭を、レンはよしよしと撫なでる。笑みは、もう浮かべていなかった。


    「レンはウィルとジェシカを家族だと思ってるです。ヒルダはご主人様だし、フォルネウスは頼れる大人です。レンには友達がいないから、友達が死んだ気持ちはわからないです」


    　それは、決して突き放す声でも、あざ笑う言葉でもなかった。


    「だけど、大切な誰かが死ぬ辛つらさは知ってるです。何もかもなくしたときの気持ちは、知ってるです。……レンは、堪たえられなくて全部ぶっ壊そうとしたです。ぶっ壊すだけの力が、あったですよ」


    　レンは知っていると言った。


    　気持ちがわかるとは、言わなかった。


    　そんないい加減な言葉を使えるほど、レンが歩いてきた道は平坦なものではないのだ。


    　ただの少女が癇かん癪しやくを起こしただけなら、そう困ったことにはならなかっただろう。だが、レンの手には最強の霧む鍵げん式しきがあった。


    「そんなレンでも、止めてくれる人がいたです。家族になってくれる人がいたです。あなぐら女には、なんにもないですか？」


    　ぐしゃっと洟はなを啜すすり、イスカは顔を覆おおった。


    「いるわよ。いるけど、悲しいんだもん」


    　レンは慰なぐさめるようにイスカの頭を撫で続ける。


    「ウィルたちには配達があるです。あなぐら女を慰めるのは、ウィルたちの仕事じゃないです。ウィルもジェシカも、あなぐら女を待つわけにはいかないです」


    　それは恐らく、イスカだけではなくウィルにも向けた言葉なのだろう。


    　ウィルは、迷ったのだ。


    　こんな有様のイスカを見て、置いていっていいのかと、迷ったのだ。


    　それを、レンは見抜いていた。彼女が寝起きにイスカだけでなくウィルの顔もまじまじと見つめていたのは、それが理由だったのだ。


    「あなぐら女は、自分で歩かないとダメです。……もう一度言うです。ウィルもジェシカも、もう行かなきゃいけないです──」


    



    「──イスカは、そこで蹲うずくまっててよいですか？」


    



    　初めて、レンに名前を呼ばれたことで、イスカは大きく目を開いた。


    　それから、クシャクシャの顔で首を横に振った。


    「いやだ……。あたしも、いっしょに行く。お姉ちゃんたちに、会うんだもん……」


    　レンは頭を撫なでる手を止め、代わりにイスカの鼻をつまんだ。


    「そういう顔じゃないです。こう、楽しくってたまらないように笑うです」


    　落ち込んでいる人間に、容よう赦しやのない言葉ではあった。


    　容赦はないが、温かい声だった。


    　レンは太陽のような笑顔で、こう締めくくった。


    「困難なときに笑える人には、幸運や[image: ]さえた閃ひらめきが舞い込むもんですよ」


    　ある男が、レンに与えた信念だ。それこそが、全てを失ったレンにもう一度生きる決断をさせた言葉なのだ。


    



    　やがてイスカが落ち着くと、レンもふわっと欠伸あくびを漏もらして黒こく狼ろうの元へと戻る。


    　その背にバフッと倒れ込んだレンに、ウィルはポンと頭に手を乗せてやった。


    「……悪かったな。嫌いやな役をやらせて」


    　レンでなけば、今のイスカに届く言葉は言えなかっただろう。


    「ふふん。レンは大人なので、迷える子供を励ますくらい簡単です」


    　寝言のようにムニャムニャと言いながら、もう一つつけ足す。


    「……ジェシカがレンに手を差し伸べてくれた気持ちが、ちょっとだけわかったですよ」


    　だから、それをイスカに与えてやりたかったらしい。レンの三つ編みが、もどかしそうに小さく揺れた。


    　もう一度、ウィルはレンの頭をポンと叩たたいた。


    「お前は、ちゃんと立派に生きてるよ」


    　ふふんと、また笑い声が聞こえた。


    「ウィルもそろそろレンを崇あがめて極上の航空服とゴーグルをプレゼントするべき──あだ？」


    　ゴンと拳げん骨こつを落とした。


    「調子に乗るな」


    　レンは頭を押さえて批難の声を上げていたが、やがて思い出したように目を向けてきた。


    「ウィルはヒルダに会えたですか？」


    「すれ違っただけ、だけどな」


    　レンはゴソゴソと黒こく狼ろうの体毛から細い棒を取り出す。


    「これ、ヒルダに渡してくるです」


    　ヒルダのこうもり傘だった。


    「お前が渡すんじゃなかったのか？」


    「レンはここで留守番です。ウィルの方が先にヒルダに会えると思うです」


    　少し迷ってから、ウィルはそのこうもり傘を受け取った。


    「ああ、今度こそ渡してくる」


    



    　数分後、腫はれぼったい瞼まぶたをしながらも、イスカは「もう一度連れていって」と、ウィルとジェシカに頭を下げてきた。
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    「確かに、ここだ……」


    　ポールマンの隠れ家をあとにして小一時間。とうとう孤児院を前にして、ウィルは感慨深げに思わず口に出してしまった。


    　ここが、ヒルダの〈封書〉に記されていた場所だ。


    　ちなみに、ここにいるのはウィルとジェシカ、そしてイスカの三人だけだ。


    　レンはあのまま起きなくなったので、いつものように翼つばさ舟ぶねの守りを任せた。


    　ポールマンもまたフラリと姿を消した。


    　──解放軍の連中を、止めてみる──


    　彼はティエラ解放軍に協力していたらしい。彼らの計画が自らを滅ぼすものだと、告げに行ったのだ。


    　──たぶん、シュネーに唆そそのかされてるだけのはずだからな。


    　それならば、ポールマンが説得すれば問題ないだろう。面識もないウィルたちが行って意味があるとは思えない。


    



    　周囲に目を向けると、封書の中でヒルダと追跡者、それにシュネーが相対していた通りが延びている。


    　それを眺めて、ふと違和感を覚えた。


    「……？　なんか、変だな」


    「何が？」


    「いや、何がとは説明できないんだが、〈封書〉の記憶となんか雰囲気が違うような気がしてな……」


    「昼間だからじゃないの？」


    　確かに〈封書〉の記憶は夜の出来事だった。それに加え、追跡者にシュネーという、敵対者と対たい峙じする殺さつ伐ばつとした空気だった。


    　記憶の光景が異常だったのだ。平常な景色に違和感を覚えるのは仕方がないかもしれない。


    「とにかく、こっちだよ？」


    　釈しやく然ぜんとしないものを残しつつイスカについていくと、ジェシカも足を止めていた。


    「ジェシカ？」


    「……ここで、霧む鍵げん式しきが使われたのはいつ？」


    「どういう意味だ？」


    　ジェシカは数秒の間、訝いぶかるように通りを見つめていたが、やがて首を横に振って足を進めた。金色の髪をしゃらりと揺らし、甘い香りをほのかに残して。


    　それから、ウィルも気付いた。


    　──争った跡が、ない……？


    　追跡者が光線を放ち、ヒルダがそれを跳ね返し、爆発まで起こったのだ。


    　地面や壁の破損は修復されたとしても、手てつ甲こうの破片くらい転がっているはずだ。そもそも、自分の孤児院の側そばでの出来事に、イスカが気付かなかったことも奇妙だ。


    　よほど時間が経たっているか、そうでなければ住民も気付かぬほど迅じん速そくに処理されたことになる。それこそ、何かを隠いん蔽ぺいするかのように。


    　──考えすぎだと、いいんだがな……。


    「あーっ！　イスカねーちゃんだ！」


    　子供のはしゃいだ声に、ウィルの思考は中断された。


    　前を向くと、孤児院の門を開いたイスカに数人の子供が飛びついていた。


    　そして、奧から年老いた女性が姿を見せる。


    「お帰り、イスカ」


    「センセイ……」


    　痩やせた顔には深い皺しわが刻まれており、手足も折れそうなほど細いが、背筋はしっかりとしていた。温かな笑みを浮かべているが、ウィルが真っ先に抱いだいた感想は──この人は怒らせたら怖そうだ──だった。


    　センセイと呼ばれた老女は、この孤児院の院長あたりだろうか。


    　迎え入れるように両腕を広げると、イスカをそっと抱き締めた。


    　そして────。


    



    「──コラ、あなたはまた家に帰らず何をしていたの！」


    



    　メシメシと音を上げ、イスカの体が仰のけ反ぞった。


    「うぎゅうぅぅぅっ？」


    　院長は、この細腕のどこにそんな力があるのか、両腕でイスカを締め上げていた。足まで宙に浮かせたイスカはパンパンと院長の背中を叩たたいている。


    「あはははっ、イスカねーちゃん、ウギューだって！」


    「あなたときたら、危ないことに首を突っ込むのはやめなさいとあれほど言っているのに、どうしてそうやって心配ばかりかけるの！」


    　怒らせたくない──ウィルのその予感は、まったくもって正しかったようだ。


    　しかし、締め上げている院長の目め尻じりに涙が浮かんでいることに、ウィルは気付いてしまった。


    　少し迷ったが、いつソルダートに見つかるともわからぬのだ。長時間姿を晒さらしては、彼らまで危険に巻き込むことになる。


    「あんたがここの院長さんかい？　団だん欒らんの最中にすまないが、訊ききたいことがあるんだ」


    　ウィルが声をかけると、院長はようやく我に返ったらしい。少し慌てたように服の乱れを正した。熱い抱ほう擁ようから解放されたイスカは、半なかば白目を剥むいて地面に頽くずおれる。


    「見苦しいところをお見せしたわ。あなたたちは……？」


    「郵便屋だよ。イスカから、配達を頼まれてね」


    　そう答えると、院長は何か察してくれたのかハッとした顔をした。


    「郵便屋……そう、あれを取りにきたのね？」


    　そう呟つぶやくと、院長は孤児院の建物を示した。


    「立ち話もなんですので、どうぞ中へ」
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    　ウィルたちが通されたのは、孤児院の応接室だった。


    　背の低いテーブルと、その両脇に二人掛けの簡素なソファ。壁には小さな戸棚が一つあり、その上にここの子供たちが作ったのだろう、粘土や紙細工の玩がん具ぐがちらほら見かけられた。


    「ウィル、あれは絵ではないの？」


    　ジェシカが真っ先に関心を示したのは、部屋の壁を埋め尽くすほどの数の額縁だった。


    「ああ、あれは写真というらしい。〈封書〉みたいに過去の姿を紙に記録できるんだ。ティエラの技術だよ。動かない〈封書〉と言ったら近いんじゃないか？」


    　動かない〈封書〉というと、劣化したものに思えるがこれはこれで面白いとウィルは思っていた。〈封書〉とは異なり、いくつもの場面を一度に並べられるのだ。これを配達してみるのも悪くないかもしれない。


    　壁に飾られているのは、どれも集合写真だ。その中央には必ず一人の女性が写っており、年月を経るごとにその女性も老いていくのがわかる。一番新しいものには快活な笑顔を浮かべるイスカの姿もあった。


    　写真を眺めていると、やがて部屋の扉がノックされた。院長だ。手には木製の小箱が抱かかえられ、その後ろにはティートレイを持たされたイスカの姿もある。


    「イスカ、あなたも聞いていきなさい」


    　トレイを抱えて退室しようとしたイスカを、院長は呼び止めた。


    　首を傾かしげながらも、彼女は院長の隣にストンと腰を下ろす。


    「あなた方が探しているのは、こちらの手紙ですね？」


    　院長が小箱を開くと、中から一枚の封筒が現れる。封は切られていないが色いろ褪あせており、時間が経たっているものだとわかる。


    　──古いもんか……？


    　ヒルダが残していったにしては、奇妙な話だ。


    　眉まゆを顰ひそめていると、老いた院長は語り始めた。


    「あの日のことは、昨日のように覚えています。異国からいらしたあの方は、この〈封書〉を追いかけてくる誰かが来たら、渡してほしいとおっしゃいました」


    「一応確かめるが、それは紅あかい髪の女の子……か？」


    「はい。びっくりしましたよ。うちの子供たちと同じくらいの年なのに、恐ろしい男に襲おそわれてそれを返り討ちにしてしまって」


    　ウィルは頭を抱えた。


    　──あの戦闘、孤児院からも見えてたんじゃねえか……。


    　驚いた住民が出てきていたら、巻き添えを食っていたかもしれない。そう考えるとゾッとするものがある。


    　院長は語り尽くせぬとでもいうような表情で、なぜかイスカを見つめた。


    「恐らく、私が語るよりも、そちらを読んでいただいた方が伝わるかと思います」


    「あんた、これに何が記されているのか、知ってるのかい？」


    「ええ。目の前で記されたものですから」


    　ウィルはジェシカと顔を見合わせると、一つ頷うなずいてから封筒にナイフを挿し込んだ。


    　中から出てきたのは、やはり円と直線で描かれた幾き何か学がく模様──〈封書〉だ。


    　紋もん様ように触れると、院長がイスカを手招きした。


    「あなたもいっしょに見てみなさい」


    「え、あたしも……？」


    「たぶん、そこにあなたの探しているものもあるでしょうから」


    　ヒルダは一体何を記したのだろうか。


    　院長の真意はわからなかったが、イスカも〈封書〉に手を重ねた。


    　そして、三人は声を揃そろえて唱えた。


    



    「「「──ウェイクアップ──」」」
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    『──無理を言ってすまぬのです』


    　そう言ったのは、紅あかい髪をした少女だった。


    　ヒルダだ。それまでの記憶とは異なり、どこか寂しげな表情をしている。


    『とんでもない。うちには同じような子供たちがたくさんいますから、きっとすぐに馴な染じめますよ』


    　答えたのは、初老の女性だった。


    　小麦色の髪には白いものが目立ち、顔にも細かな皺しわが多く見える。


    　その面影には、確かに見覚えがあるのだが、ウィルが知る〝彼女〟に比べるとずいぶん若く見えた。


    　──院長の姉妹、とかか……？


    　親子というほど離れているようには見えないが、たった四か月でここまで若いということはあり得ない。


    　初老の院長の右手を、小さな女の子が握っていた。


    　どこか、見覚えのある顔だ。


    『お姉ちゃん、どこ行っちゃうの……？』


    『小しよう妹まいには、やらなければならぬことがあるのです』


    　今にも泣きそうな顔をする女の子に、ヒルダは困ったように頭を撫なでた。


    【ようやくシュネーに追いついたのです。あの者さえ止めれば、この国に留とどまる理由はないのです。ただ……】


    　心残りのように、女の子を見つめる。


    『小妹は、そなたを守ることができましたか？』


    『うん！　お姉ちゃんがいたから、なにもこわくなかったよ？』


    『ならばよいのです。これからは、もうそなたが怖い思いをすることはないのです』


    　女の子はキュッとヒルダの手を握った。


    『……お姉ちゃん、いつむかえにきてくれる？』


    



    【迎えには、来れぬのです】


    



    　いっそ女の子よりも辛つらそうに、そんな声が響いた。


    【そなたは、群島では生きられぬのです。ですが、小しよう妹まいはこの国には留まれぬのです】


    　その理由は、ウィルも知っている。


    　──外の空気は、ここの住人には毒だから……。


    　連れていけば、この女の子は死んでしまう。


    『……そうですね。迎えにいくのは、難しいのです。でも、そなたが本当に助けを必要としたときは、必ず助けに戻るのです』


    『ぜったい？』


    『絶対なのです』


    『ぜったいのぜったい？』


    『絶対に、絶対なのです』


    　小指と小指を絡めて、ヒルダと女の子は約束をした。


    　それから、どちらからともなくふと顔を上げる。


    『……！』


    　院長が女の子の手を引く。


    　そこに、仮面の襲撃者が佇たたずんでいた。


    『そろそろ、行くのです』


    　ヒルダが立ち上がり、女の子の頭を撫なでるのを、襲撃者はまるで見守るように見つめていた。


    　視線に気付いて、女の子は襲撃者にも潤うるんだ瞳を向けた。


    



    『おじさんも、ばいばいなの？』


    



    　これには、院長だけでなくヒルダも驚いた顔をした。


    　襲撃者はたじろいだように身じろぎをし、それから困ったようにゆっくりと手を振った。


    　凶悪な兵器を扱ってきた腕は、優しく揺れていた。


    【意外に、可愛かわいらしい男なのです】


    　微ほほ笑えましく、ヒルダは笑った。


    　それから、どこからともなく一枚の紙片を取り出す。


    【もう、必要ないのでしょうけど】


    　クルリと手の中でこうもり傘を回すと、ポンと開く。


    『そなたとの追いかけっこも、これで最後なのです』


    　そして、口の中で小さく言葉を唱えた。


    　やがて紙片には黒く円と直線が描かれ、〈封書〉となる。


    　そこで、〈封書〉の景色は終わりを告げた。
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    　ボロボロと崩れていく〈封書〉の記憶を見送り、ウィルとジェシカは唖あ然ぜんとした。


    「どう、なってるんだ……？」


    「……あり得ない。あの女が、あんな顔で笑った」


    「そっちじゃないからなっ？」


    　ジェシカの感想に、ウィルは頭を抱かかえた。


    「どうしたんですか？」


    　目の前に、年老いた院長がいる。壁に並んだ写真を見れば〈封書〉の記憶から十数年分、年を取ったのだとわかる。


    　そして、その隣に女の子がいた。


    　記憶の中より、十数年分成長した少女だ。


    「あたし……、この人に、連れてきてもらった……」


    　愕がく然ぜんとして、イスカは顔を覆おおう。


    



    「ヒルダが、あたしの〝お姉ちゃん〟だったんだ……」


    



    　ウィルは頭を掻かきむしった。


    「院長さん、こいつは何年前のものだ？」


    「十二年前になりますが？」


    　自分を殴りつけたくなった。


    　──どこから取り違えた？


    　フォルネウスから託された〈封書〉の記憶を頼りに、ウィルたちはヒルダを追いかけてきた。


    　だが、いつの間にか〈封書〉は十年以上昔のものと取り違えていた。


    　そう、ヒルダは十二年前にもこのティエラを訪れていたのだ。ウィルたちが追いかけていたのは、そのとき残した〈封書〉だったのだ。


    　──ヒルダへの手がかりが、完全に途切れた。


    〈渡り鳥〉が〈封書〉を届けられないなどという事態は許されない。


    　だが、住所も手がかりもなしで、どうやって届けろというのか。


    　さすがに絶望していると、イスカが立ち上がった。


    「ウィルさん！　あたし、何をしたらいい？　どうしたら、お姉ちゃんに会いに行ける？」


    「どうしたらって……」


    　それを聞きたいのは、ウィルの方なのだ。


    　だが、イスカの顔を見て、ウィルはあることに気付いた。


    「いや、違う……？」


    　十二年前の〈封書〉。


    　十二年分、成長したイスカ。


    　ハッとして、ウィルは郵便鞄かばんを探る。


    　取り出したのは、最初の〈封書〉──フォルネウスが手がかりだと手渡した〈封書〉だ。


    　──フォルネウスさんは、これがいつの〈封書〉とは言わなかったんじゃないか……？


    　ウィルはレンから預けられたこうもり傘を見み遣やる。〈封書〉の中で、ヒルダはこの置いていったはずの傘を持っていた。それは、最初の一通からそうではなかったか？


    　──最初の〈封書〉の記憶で、ヒルダはすでに誰かを連れている節があった。


    　それが幼いころのイスカだとすると、フォルネウスは初めから十二年前の〈封書〉をよこしたことになる。


    　──その先で、俺は誰に出会った？


    　誰と出会い、どこに行き着いた？


    　そもそも、なぜヒルダは姿を消したのか。


    　それ以前に、ヒルダはどこからこの〈封書〉を送ったのか。


    　──そういう、ことだったのか……。


    　ウィルは、ドッと背もたれに体重を預けた。


    



    「途切れたんじゃない──繋つながったんだ」


    



    「ウィル？」


    「──ぷっ、はははははは！」


    　それを理解して、ウィルは堪たまらず噴ふき出した。


    　怪け訝げんそうな顔をするジェシカとイスカに、ウィルは髪をかき上げて頷うなずく。


    「フォルネウスさんも人が悪い。そういうことかよ……」


    　急に笑い出したウィルからジェシカはおもむろに顔をそむける。


    「気の毒。ウィルには現実が受け入れられなかった」


    「現実から逃げたわけじゃないんだけどっ？」


    　いつも通りの悪態に悲鳴を上げると、イスカが困ったような声を上げる。


    「ウィルさん、一人で納得してないでよ。あたし、チンプンカンプンなんだけど？」


    「ああ、悪い悪い」


    　ウィルは握っていた〈封書〉──フォルネウスから渡された最初の一通──を差し出す。


    「ヒルダが群島から姿を消したのは四か月前だ。それから一週間して、フォルネウス──ヒルダの執事が、あいつの手がかりだと言ってこの〈封書〉を持ってきた。俺たちはてっきりヒルダがティエラからこいつを送ったと思ったんだが……それが、そもそもの間違いだったんだ」


    「何が違うの？」


    　怪け訝げんそうな顔をするジェシカに、ウィルは天井を指差した。


    　正確には、その向こうに広がる丸い空──閉ざされた、ティエラの空だ。


    「そもそも、ティエラから〈封書〉が届くこと自体があり得ないことだったんだ。この国に空はない。〈渡り鳥〉だって、配達を引き受けてはいない。だったら、誰がティエラから配達したんだ？」


    「それはケイトが……あ」


    　言いかけて、ジェシカも気付いたようだ。


    　あのとき、〈封書〉を渡したフォルネウスがケイトを引き合いに出したことで、ウィルたちはいつの間にか〝ケイトが〈封書〉を届けた〟と思い込んでいた。


    「そういうことだ。それにフォルネウスは、これが〝ティエラから届いた〟とは言わなかった。だったらこいつはどこから来たんだ？」


    「最初から、フォルネウスの手元にあった？」


    「だと思うぜ」


    　ヒルダは五十年以上、あの幼い姿のままでいる。どの過去でも同じ姿をしているのだ。だから、それを〝今〟だと錯覚した。


    「最初の〈封書〉の中で、すでにヒルダは誰かを連れていた。たぶん、イスカだ。そして、誰かに追われていて、だけどそいつがついてこられるように〈封書〉を残していった」


    　それを、ウィルは追いかけていたのだ。


    　ジェシカが首を横に振る。


    「それはおかしい。〈封書〉はどれも開封されてなかった」


    　この四か月でウィルたちが見つけた〈封書〉は、どれも封がされていた。


    　中にはここの〈封書〉と同じく色いろ褪あせていたり、汚れていたりするものもあったが、封が切られていないことから保存状態が悪かっただけだと考えてしまった。


    　ティエラの都市は、あちこち油で汚れていて、落とした拍子に汚れることは珍しくもなかったのだから。


    「確かに、追跡者に宛あてたのに封が切られてないのはおかしいな」


    　それを正しく認めた上で、ウィルは「だが」と言う。


    



    「もしも、追跡者が〈封書〉の読み方を知らなかったとしたら、どうだ？」


    



    　ジェシカが目を丸くした。


    「イスカ、お前は初めて〈封書〉を見たとき、どう思った？」


    　急に話を振られて、イスカはしどろもどろに視線を泳がせる。


    「それは……なんかよくわからない模様っていうか、外国の文字なのかなとか……」


    「ああ……」


    　納得したように、ジェシカも頷うなずいた。


    　ジェシカの場合は、〈封書〉を初めて見たとき、その作る過程から見ている。だから、いきなり突きつけられたときの反応がわからなかったのだろう。


    「たぶん、この追跡者はティエラの人間だ。ソルダートってわけでもなさそうだが、装備や戦い方を見た感じじゃ、間違いないだろう。だから〈封書〉なんてものは、見たことがなかったんだ」


    　ヒルダ自身も、〈封書〉の中で──そなたがこれの読み方を知っているかは、わかりませんが──そう、認めている。


    「つまり俺たちは、十二年前に開封されなかった〈封書〉を追ってたんだ」


    　だが、ジェシカやイスカの訝いぶかる表情は晴れない。


    「これが十二年前にお姉ちゃんが残したものっていうのは、なんとなくわかったけど、それってもしかして、手がかりがなくなっちゃったってことじゃないの？」


    　それが、ウィルがぶち当たった絶望だ。


    　だが、イスカにそれを言われると噴ふき出しそうになる。


    「イスカ、お前がそれを言うのか？」


    「……？　どういうこと？」


    　ウィルはテーブルに広げられたままの、施設にあった〈封書〉を示す。


    「答えは、ここにあった。お前が、教えてくれたんだぞ？」


    「あたしが？　なんで……」


    「思い出してみろ。〈封書〉で、ヒルダはお前になんて言った？」


    　イスカは戸惑うように〈封書と〉ウィルの顔を見比べる。


    「迎えに来れないって……」


    「それはお前に直接言ったことじゃないだろう？」


    「……わかんないよ。なんのこと？」


    　イスカは首を横に振るが、ジェシカがハッとした顔をした。


    「──絶対に、絶対」


    「そう。それだ」


    「え……？」


    　さすがに自分で気付いてほしくて、ジェシカと二人で視線を送ると、ようやくイスカも思い出したらしい。


    



    「必ず、戻ってくる──あたしが、助けを必要としたら──絶対の、絶対に……」


    



    　呆ぼう然ぜんとして、イスカは〈封書〉を見つめる。


    「そういうことだ。ヒルダは来てくれただろう？　俺たち、全員やられちまったのに、シュネーから守るために」


    　無関係だと思った二つの配達は、繋つながっていたのだ。


    　同じところを、目指していたのだ。


    「じゃあ、お姉ちゃん、あたしのために、戻って……」


    　ポロリと、イスカの頬ほおを涙が伝った。


    　そう。ヒルダはウィルの窮地を救ってくれたわけだが、彼女が本当に守りたかったのは、イスカなのだ。


    



    「俺たちの配達先は、お前だったんだよ──イスカ」


    



    　四か月もかかってしまった。


    　だが、ようやくたどり着くことができた。


    「……そう、なの？」


    　それでも、ジェシカはまだ疑問を残した表情だ。


    「まだ、わからないことがある。なぜ、イスカは狙ねらわれていた？」


    「それはヒルダの妹分だからじゃないのか？」


    　シュネーは言った。


    　──あいつの妹じゃなかったら首をもいでカップに浮かべてるところよ──


    　それは、ヒルダのことのはずだ。


    「順番がおかしい。ヒルダが原因なら、あの場でイスカを盾たてにするべき」


    　むしろ、ヒルダもシュネーも、イスカを傷つけまいとしているようにさえ見えた。


    　そもそもヒルダにしても、相手がシュネーならば四か月もかけてイスカに張り付くより直接決着をつけるような気がする。少なくとも〈封書〉の中で見たヒルダの行動はそういったものだった。


    　確かに、順序がおかしい。


    　──それに、なんでビルギッドがいっしょにいた？


    　ウィルは直接見ていないが、なぜ彼らが行動を共にしていたのか。


    「それに、フォルネウスはこれをどこで手に入れた？」


    「そりゃあ、ヒルダの屋敷に残ってたんじゃないのか？」


    「……ヒルダの〈封書〉を、あの男が勝手に読む？」


    　あり得ないと、ウィルもすぐに否定することができた。


    「あと、もう一つ。ヒルダはどうして〈封書〉など残した？」


    　最後の〈封書〉で、ヒルダは追跡者と決着をつけるつもりだったようだ。両者の力の差を考えれば、おのずと結果は知れるが……。だが、彼女が追跡者のために〈封書〉を残して歩いていたのも不可解な話だ。


    「確かに、どうして、わざわざ殺さずに手がかりを残したか、だな……」


    〈封書〉の中で、ヒルダは常に追跡者を圧倒していた。


    　殺さなかったとしても、最初から再起不能にできたはずだ。二代目〈傀儡くぐつ師し〉をそうしたように。


    　──そして、最後の一つ。


    　ウィルは、さりげなくイスカへ目を向けた。


    　──ヒルダは、イスカをどこから連れてきたんだ？


    　そんな視線に気付かず、イスカは納得したように何度も頷うなずく。


    　そして、こう言った。


    



    「そうか……。あたしが〝お父さん〟だと思ってたのって、このおじさんだったんだ」


    



    「「……え？」」


    　ウィルとジェシカの声が見事に重なった。


    「え？　だってそうでしょう？　お姉ちゃんの他に写ってるのってこの人だけだし、……最後の〈封書〉のおじさん、なんだか優しそうだった」


    　懐かしそうに語るイスカは、確信を持っているようだった。


    　確かに、ヒルダが連れていたのはイスカ一人のようだった。彼女たちと、曲がりなりにも行動を共にしていたのは、追跡者の男だけだ。


    　──でも、敵だろ？


    　そう考えて、ウィルは「あ」と声を漏もらした。


    「どうしたの？」


    「あー……うん。なんとなく、わかった」


    「何が？」


    　追跡者──イスカがお父さんと慕う人物の名誉のため、ウィルは賢明に口を噤つぐんだ。


    　──圧倒的すぎて、子供イスカの目には遊んでるように見えたんだ……。


    　決して、追跡者が弱かったわけではない。


    〈封書〉を読んだ限りでは、ウィルでも相当手こずる。装備次第では敗北も考えられるほどの手て練だれだ。


    　そんな男ですら、ヒルダの前には赤子扱いだった。


    　それに、追跡者も子供に手を振られたら振り返してしまうような男だった。これでは、恐ろしいという印象は薄かったに違いない。


    　追跡者に同情しつつも、ウィルは笑みをこぼしていた。


    　──やっと追いついたんだ。今度こそ、受け取ってもらうぞ。


    　四か月の配達が、終わりに近づいていた。
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    「──で、〈封書〉って、何を記しるせばいいのかな……」


    　〝お姉ちゃん〟の正体を突き止め、意い気き揚よう々ようとしていたイスカはわかりやすく頭を抱かかえていた。


    　孤児院で待っていれば、いずれヒルダはやってくる。


    　十二年間、顔を忘れても探し求めてきた〝お姉ちゃん〟に会えるのだ。


    　だが、会って何を伝えればいいのか、そう考えるとどうしたらいいのかわからなくなってしまった。


    　ピチャンと、湯船に波紋が走る。


    　時間もすでに遅い。


    　今夜はウィルたちともども、孤児院に泊まることになった。その風呂を借りているところだ。


    　──考え事するなら、お風呂が一番っていうもんね。


    　頭の上にタオルを乗せ、思い耽ふけっていると、風呂場の扉がガラリと開いた。


    　顔を上げると、美しい少女が入ってくるところだった。


    　──うわ、細い……。


    　手足だけでなく、くびれた腰も信じられないくらい細い。それでいて、胸や臀でん部ぶは年相応に育っており、桃色の乳にゆう嘴しがツンと立っている。そこに長い金色の髪が纏まとわり付き、まるで妖よう精せいのような姿だ。


    　──これで翅つばさでも持ってたら完かん璧ぺきだよね。


    　ウィルがこの少女しか見えなくなるのも無理はない。


    　それからは、レンに言われた言葉を思い出す。


    　──ウィルが連れてくる女の子は、みんなもっと色気があるです。女子力の桁けたが違う──


    　うぐっと呻うめいて、自分の胸に触れる。


    　自分に色気があるとは思っていないが、ジェシカの肢し体たいを見てしまうと意識せざるを得ない。


    　──まあ、見てくれる人もいないけどさ……。


    　ぶくぶくと、顎あごまで湯船に沈むと、体を洗うジェシカが視線に気付いたらしく、首を傾かしげた。


    「何？」


    「ふえ？　いやその……うん、〈封書〉って、何を記せばいいのかなって……」


    「ありのままでいい。それができるのが〈封書〉」


    「ありのまま、かあ……」


    　それがわからないから、苦労しているのだ。


    「──痛っ」


    　ぼんやり天井を見上げていると、髪を洗うジェシカが小さく声を上げた。


    「どうしたの？」


    「……別に」


    　よく見ると、ジェシカの手にはまだ包帯が巻かれていた。


    　──そういえば、手を怪け我がしてたんだよね……。


    　シュネーにやられたウィルの腹や、ジェシカの首はヒルダが治療していた。だが、手の傷は気付かなかったのか、それとも使える力に限りがあるのか、残ったままらしい。


    　湯船から上がり、イスカはジェシカの後ろにペタンと腰を下ろす。


    「髪、流してあげるよ」


    　ジェシカは意外そうな顔をしたが、小さく頷うなずく。


    「……ありがとう」


    　──あ、わりとちゃんと反応してくれるんだ。
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    　なんとなく、無視されるような気もしたのだが、そこまで無愛想というわけではないらしい。


    　泡を立て、髪に触れてイスカは息を呑のむ。


    「わあ……。あなた、髪まで細いんだね。これ、手入れ大変じゃない？」


    　絹糸のような髪だ。濡ぬれていなければ、触れたという感触さえあるのか疑わしい。それが腰を覆おおうほどの長さなのだ。


    「知らない」


    「知らないって、手入れしてないの？」


    



    「ウィルが勝手に梳とかしてる」


    



    　倒れ込みそうになった。


    　──あの人、どこまで甘やかしてるのっ？


    　なんでも毎朝、彼が学校に通う前に髪を梳かしに来てくれるらしい。恐らく、それ以外のことも彼は「仕方ねえなあ」などと言いながら、面倒を見ているのだろう。出会って間もないイスカですら、そんな光景が瞼まぶたに浮かぶ。


    　そして、ヒルダがジェシカの傷を治さなかった理由を理解した。


    　──怪け我がしてたら、さらに甘やかすんだろうなあ……。


    　昼間の、スープの一件からも明らかなことだ。


    　ウィルは、ジェシカが怪我などしていれば全力で甘やかす。甲か斐い甲が斐いしく世話を焼く。ヒルダは、それを楽しんでいたのだろう。


    　──でも、本当に、好きなんだな……。


    　どういう出で逢あい方をしたら、そうなるのだろうか。


    　イスカは少し意地悪がしたくなって、そっと耳元に囁ささやきかける。


    「ウィルさんとは、どの辺まで進んでるの？　恋人なんでしょ？」


    　途端に、真っ白な肌が真っ赤に染まった。高熱でも出したかのようにだ。


    　──うわ、こういうところは初う心ぶなんだ！


    　ジェシカが目を回しそうなほど顔を赤くしていることに気付いて、イスカは意地悪が過ぎたと気付いた。


    「ごめんごめん。いや、すごく仲がいいと思って」


    　いくらか落ち着きを取り戻したのか、ジェシカはせわしなく視線を宙にさまよわせながら頷うなずく。


    「ウィルは私のために飛ぶ。私はウィルのために視みる。そうやって、私とウィルは空の最果てへ行く」


    「大切な人なんだよね？」


    「……大切。命に代えても、守る相手」


    　誰も、この二人の間には入る余地がないのだ。


    「そっか……。羨うらやましいな。あたしにとってヒルダお姉ちゃんは、それくらい大切な人なんだよ。……でも、あたしは命を懸かけたってヒルダお姉ちゃんを守ることなんてできない。守られるばっかりだった」


    　ジェシカが、不思議そうな顔で振り返る。


    「どうして守れないの？」


    「どうしてって……そりゃあ、あたしにはヒルダお姉ちゃんやジェシカみたいな力なんてないし、ウィルさんみたいに強くもないじゃん」


    「力がないのと、守れないのは、別の話」


    　キュッと胸を押さえ、それからジェシカの髪を湯で流してやった。


    「どうすれば、ヒルダお姉ちゃんの助けになれるのかな。……なんでもいいんだ。あたしは、ヒルダお姉ちゃんに、何かを返したい。ジェシカなら、ウィルさんに何を返す？」


    　ジェシカが、困ったような顔をした。


    「返す？　返す……。ウィルに、返す？」


    　考えたこともないというような、困惑の声だった。


    「ええっと、ジェシカとウィルさんって、普段どんな感じなの？」


    「私が飛び方を教える。ウィルが飛ぶ」


    「……いや、空の話以外になんかないの？」


    「空以外……？」


    　そんなものに、なんの価値があるのかとでも問うような声だった。


    「それ、ウィルさんは何も言わないの？」


    「……？　ウィルは空を見てる」


    　──ああ、そういうことか……。


    　ウィルとジェシカは、空という夢を共有している。だから、共にいるだけで、全てなるように収まっているのだ。


    　──そうか。あたしは、そんなふうにいっしょに在ありたいんだ……。


    　幼いころのイスカは〝守られる子供〟という立場でしかなかった。それがヒルダの隣にいたイスカの収まる位置であり、なるようになった結果だったのだ。


    　今もそう変わらないのかもしれないが、それでも十二年の時間が流れた。


    　子供かもしれないが、無力かもしれないが、浅はかかもしれないが、〝守られる子供〟という立場に居座り続けられるほど、幼くはなくなったのだ。


    　同じ場所にいて、同じ方向を見ていたい。


    　たとえ、そこでなんの役に立たないとしても、せめて隣で肩を寄せていたい。


    　──そのために、何を伝えればいいのか……。


    　イスカは、後ろからジェシカを抱き締めた。


    「──ひぅ？」


    「ありがとうジェシカ。〈封書〉に何を記しるしたらいいか、わかった気がするよ」


    「あっ、やっ、放して」


    　ジェシカは、やはりゆでだこのように赤い顔をしていた。


    　──この子、すごく可愛かわいい……。


    　自分が男だったら、きっと放っておかなかっただろうとイスカは思った。
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    　ウィルが異変に気付いたのは、ジェシカが席を立ってすぐのことだった。


    　院長が疲れを取れるようにと、風呂を用意してくれたらしい。その厚意を受け取ってジェシカを向かわせたのだ。


    　そこで、周囲の気配が変わった。


    「……ったく。放っておくのも、後味が悪いな」


    　そこは、客用に用意された小さな部屋だ。客室は二つあり、もう一つはジェシカとイスカが使っている。


    　ウィルは腰を上げると、外に面した窓へと近づく。


    　そして、ガチャリと窓を開け放った。


    　そこには、数人の子供たちがいた。


    



    「……子供はもう、寝る時間だろ？」


    



    　十歳から、大きい子で十四、五歳だろうか。全員寝間着姿で、布団から抜け出してきたのだとわかる。ついでに言うと、男子だけだった。


    （逃げろ見つかった！）


    　子供は蜘く蛛もの子を散らすように逃げ惑うが、その中でもっとも大きい少年が呼び止めた。


    （待て！　まだ失敗したわけじゃない）


    　少年は、大胆にもウィルへと声をかけてきた。


    「先に訊きくけど、にいちゃん、イスカの彼氏か？」


    「んなわけねえだろうが」


    　──ませたガキだなあ……。


    　窓枠に肘ひじをかけ、ウィルは苦笑いを浮かべた。自分がこれくらいの年のころも、こうだったのだろうか？


    　我が身を振り返っていると、少年はホッとしたような顔をしていた。


    　──初恋って、微ほほ笑えましいよな。


    　生温かい目で見守ってやると、少年は意を決したようにこう言った。


    「だったら、仲間にしてやってもいいぞ」


    「そりゃ嬉うれしいな。仲間として忠告してやると、叱しかられる前に布団に戻るんだな」


    「そんなこと言っていいのか？」


    　だが、少年は不敵に笑った。


    



    「俺たちは、イスカの風呂を覗のぞきにいく！」


    



    　ズルッと、窓枠から肘ひじがずり落ちた。


    「……まあ、そんなこったろうと思ったけどよ」


    　だからこそ、ウィルは彼らを止めざるを得なかったのだ。


    「心配すんなよ。イスカはぼうっとしてるから、いつもバレない」


    　──いつもやってるのか……。


    　呆あきれたものだ。


    　さすがにそろそろ拳げん骨こつでも落とそうかと思ったときだった。


    



    「にいちゃんも、あの綺き麗れいなねえちゃんの裸見たいんだろ？」


    



    　──浴室には今、ジェシカもいる。


    　ぼやっと、そんな光景を想像してしまった。


    　それからハッと我に返って少年たちを睨ねめつける。


    「……なあ、お前ら。そのために、命を懸かけられるか？　死ぬかもしれないのに、行かなきゃ行けないのか？」


    　その言葉に、ただならぬ気迫を感じたらしく、子供たちはたじろいで身を退ひいた。


    「なんだよ、にいちゃんだって見たいくせに！」


    　一人がいーっと口を横に広げて、他の子供たちも逃げていく。恐らく、ウィルが怒ったとでも思ったのだろう。


    「……ったく」


    　ウィルはまたため息を漏もらす。


    　──覗いたら、殺されかかったんだよ、世間知らずども……。


    　あれは事故だった。


    　事故だったが、ジェシカはそれで納得してはくれなかった。


    〈霧きり〉さえあれば、ジェシカは恒常的に霧む鍵げん式しきを発動している。その防御と反撃能力は、遠距離からの射撃さえ完封する。視認できるような距離で覗きがバレた場合、生き延びることは不可能に近い。


    　裸を見たくないといえば嘘うそになるが、命を懸かけるのでは割りに合わない。


    　そんなときだった。


    　逃げていった子供の一人が、困った顔をして戻ってきた。


    「……どうした？」


    「にーちゃん。こわいかおをしたおじさんが、これをわたしてって……」


    　子供が握っていたのは、一枚の紙片だった。〈封書〉ではない。簡素なメモだ。


    　──孤児院の人間じゃないな？


    　深夜に孤児院の敷地で、知らない人間に出くわした──それは子供なら泣くほど恐ろしかったはずだ。


    　ウィルはポンと頭を撫なでてやった。


    「ご苦労さん。怖くなかったか？」


    「うん。こわかったのはかおだけだったもん」


    　──どんな顔だったんだ……？


    　この反応を見た限りでは、悪人というわけでもなさそうだが。


    　メモを開いて、ウィルは硬直した。


    「これ、どんなやつが持ってきたんだ？」


    



    「あのね、おでこにおっきな傷があるひと」


    



    　ウィルは、子供の返事を最後まで聞かずに銃じゅう機き槍そうを手に取った。


    　メモには、場所を示した一文に、もう一つ添えられていた。


    



    　──〈夜よる姫ひめ〉が殺される──


    



    　──ヒルダ！


    　窓から乗り越え、ウィルは夜のシュタット・ノインに飛び出した。

  



  
    第五便　愛しき君の死を願って


    



    「そなたも、いい加減にしつこい男ですね」


    　ティーカップを傾け、呆あきれたように言ったのはヒルダだった。


    　その前には、軍人を思わせる青年が立っている。年は二十代の半ばほどだろうか、眉み間けんには傷があり腰に刀身のない剣を下げていた。


    　青年は、胸ポケットから一本の煙草たばこを取り出すと、オイルライターをチラリと見せる。喫きつ煙えんしたいと言っているのだ。


    　青年は、最低限の礼儀のように風下へ移動している。ヒルダは肩を竦すくめて答える。


    　心地好よく紫し煙えんを揺らし、青年は金色のライターをしまう。


    「……あんたが《ビフレスト》を返してくれれば、すぐにでも消えるさ」


    　ヒルダは、とある事件でヘイムダルと名乗る男から《ビフレスト》と呼ばれる霧む鍵げん式しきを奪っている。〈七つの鍵かぎ〉の一つに数えられているものだ。


    　青年──ビルギッドは、その回収のためにヒルダに近づいてきた。ヒルダがティエラに渡って、ひと月ばかりたったころの話だ。


    　──表向きは、ですが。


    　ヒルダはもったいぶるようにクスクスと笑みをこぼす。


    「はて、小しよう妹まいはそのようなものを持っていたでしょうか？」


    　白々しくも、この数か月の間毎日のように繰り返されているやりとりだ。


    　──もう少し、辛抱するがよいのです。


    　ヒルダは、青年の本当の目的を知っている。


    　それはヒルダが現在この国に留とどまる目的の側がわにあり、半ば暗黙の了解で行動を共にしているのだ。


    　ただ、ビルギッドはそれを彼の組織に知られるわけにはいかない。


    　だから、こうしてヒルダの従者のように従っている。


    　ヒルダはそっと眼下に広がる街並みを見下ろす。


    　そこは、シュタット・ノインの外壁──その上だった。


    「この国の街は、どこも強固に守られているのです」


    　独り言のように、ヒルダは語る。


    「雲うん界かいを離れた空の上で、〈霧きり〉の届かぬ広大な大地の中で、風も隔てる壁に囲われて──彼らは、一体何から身を守っているのでしょうね？」


    　瞑めい目もくすること数秒、ビルギッドが目を開けてフッと紫煙を吐き出した。


    「〈霧〉か？」


    　そう言って、眼下の街へと視線を向ける。


    「ここの連中は、まるで〈霧きり〉への耐性がない。そこから守るためだろう？」


    　ティーカップを小さく揺らして、ヒルダは首を横に振る。


    「五十点なのです」


    「……手厳しいな。残り五十はなんだ？」


    「彼らは〈霧〉から身を守っている。彼らはなぜ、こうも〈霧〉への耐性を持てなかったのか……ですが、こうは考えられませんか？」


    　妖あやしい紅くれないの双そう眸ぼうを細め、ヒルダは街とは反対の空──群島があるはずの空を仰いだ。


    



    「〈霧〉への耐性を勝ち取れた者が、ここを去っていったのだと」


    



    　難解なパズルを見せられたように、ビルギッドが眉み間けんに皺しわを寄せる。


    「……〈霧〉への耐性は、手に入るのか？」


    「そのように答えを急せくものではないのです」


    　だだっ子を諭さとすように微ほほ笑えみ、ヒルダは再びシュタット・ノインの街並みに視線を落とす。


    「ティエラの歴史は長いのです。そなたの飼い主が〈七つの鍵かぎ〉を設立したのと同じか、あるいはそれ以上に」


    　それから、ビルギッドに目を向けた。


    「その歴史をひもとくことができれば、そなたの探し物も見つかるやもしれぬのです」


    　ビルギッドは小さくため息を漏もらした。


    「……食えない女だ」


    「褒ほめ言葉と受け取っておくのです」


    　と、そこでヒルダは鋭く目を細めた。


    「……どうやら、そなたに暇を出さねばならぬようですね」


    　一歩遅れて、ビルギッドも気付いたらしい。腰の柄へ手を伸ばした。


    



    「キャハハハ！」


    



    　幼い笑い声と共に、夜の空に白い染みが生まれた。


    「人の飼い犬を手て懐なずけるのが上手いみたいね、ヒルダ」


    「飼い犬も餌えさを与えねばしっぽも振らぬのです、シュネー」


    　ミシリと、空気が軋きしんだ。


    　現れたのは、シュネーだ。ウィルが斬きり落としたはずの右手は、元の状態に戻っている。


    　ヒルダと睨にらみ合うシュネーは、ふと思い出したようにビルギッドへ目を向けた。


    「スカーフェイスぅ？　あんまり役に立たないようなら、大事な首輪も壊しちゃうわよ？」


    　おぞましい挑発に、ビルギッドは表情も変えずに腰を折る。


    「申し訳ない。交渉には、時間が必要だ」


    　その手が、爪が食い込むほどに握り締められているのを、ヒルダは見なかったことにしてやった。


    　からかうように、シュネーは両手を広げる。


    「まあ、いいわ。あんたはそこそこ使える駒だし、癇かん癪しやくで壊すにはちょっともったいないわ」


    　それから、青い双そう眸ぼうを三日月形に歪ゆがめる。


    「でも、あまり私の機嫌を損ねると、どうなるかわかんないわよぅ？」


    「最大限に、努力しよう」


    　あくまで表情を崩さないビルギッドに、シュネーはつまらなさそうに鼻を鳴らす。


    「いじめがいのないやつね。……いいわ。下がりなさい」


    「……というと？」


    「私は、あんたを生かしたまま力を振るうほど、優しくないわよって言ってんの」


    　ビルギッドは一瞬だけヒルダに視線を向けるが、やがて静かに後退した。


    　数秒して、外壁から翼つばさ舟ぶねが飛び立つ。


    　ヒルダはクスクスと笑みをこぼした。


    「珍しいのです。そなたはああいった男が好みなのですね？」


    　シュネーは愉快そうに表情を歪める。


    「キャハハ、めちゃくちゃ好みよぉ？　ザックスみたいに従順なのもいいけど、あの子やヘイムダルみたいな反抗的な子の方が美お味いしいじゃない？」


    「美味しい……？」


    　ヒルダが眉まゆを顰ひそめると、シュネーは耳みみ障ざわりな笑い声を上げる。


    「だって、可愛かわいいじゃない。助かりっこない恋人を助けるために仲間を裏切って、それでもコソコソ必死で裏切った仲間助けて」


    　そう言って肩を抱くと、ブルリと愉ゆ悦えつに身を震ふるわせる。


    「どこで折れるのか、どこまでボロボロになってくるのか、可愛くて可愛くて最っ高じゃない！」


    「……下げ衆すが」


    　ヒルダの冷めた眼まな差ざしに、シュネーは心外そうな顔をする。


    「なに他ひ人と事ごとみたいに言ってんの？　あんただってそうでしょう？　長いこと生きてると、暇でしょうがないのよ。いい加減、どんな遊びだって飽きてきちゃうわ」


    　それから、ニイッと不気味な笑みを浮かべる。


    「そうなると、最後に残るおもちゃはやっぱり人間なのよね？　大抵は追いつめても同じ反応ばっかだけど、たまに違う反応を示す子がいると面白くて堪たまらないわ」


    「悪趣味にもほどがあるのです」


    　軽けい侮ぶに満ちた声で突き放すと、その目の前にシュネーの顔が迫った。


    「だからさ、他た人にん面づらするなって言ってんの」


    　トンとヒルダの胸に人差し指を突きつけると、さも愉快そうに続ける。


    



    「ウィルとジェシカって言ったっけ？　あれが、あんたのおもちゃなんでしょう？」


    



    　ヒルダがギリッと歯を食いしばった。


    「なかなか可愛かわいいじゃない。……ああ、でも安心していいわよぅ？　いくら私でも、あんたのおもちゃまで横取りはしないから」


    「小しよう妹まいは、そなたとは違うのです」


    「違わないわよ。あんただって、あの子たちが必死に足あ掻がいてる姿を見て楽しんでるじゃない。その瞬間だけが、生きてるって実感できる。キャハハハ、ほら私と何も変わら──」


    



    　バシャッと、シュネーの顔に紅茶がかけられた。
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    「……へえ？」


    「聞くに堪たえぬのです」


    　ポタポタと頬ほおを伝う紅茶を、シュネーは舌でペロリと舐なめる。


    「私、紅茶はミルク派なんだけど？」


    「紅茶に不純物を混入する時点で、小しよう妹まいはそなたとは相あい容いれぬのです」


    　ティーカップから手を放すと、ヒルダは毅き然ぜんとしてシュネーを睨ねめつける。


    「あの二人を眺めていると、懐かしくて生きている心地がする──それは事実なのです。ですが、それは見守るものなのです。壊すだけのそなたとは、違うのです」


    　どこからともなく取り出したハンカチで、シュネーは顔を拭ぬぐう。


    「だからさぁ、それがいっしょだって言ってんの。あんたは見守る、私は壊す、やり方が違うだけで、どっちも愉ゆ悦えつのためのおもちゃじゃない」


    　会話は、どこまでも平行線だった。


    　シュネーはフワリと宙に浮遊する。


    「まあ、いいわ。そんな話をしにきたわけじゃないものね？」


    　キャハハと笑うと、シュネーは品しなを作って小首を傾かしげる。


    「そろそろイスカとつておきを使いたいんだけどぉ、そうするとヒルダ、あんた少し邪魔なのよね？　ちょっと死んでみない？」


    　ヒルダは涼やかに微ほほ笑えんだ。


    「奇遇なのです。小妹も、イスカの周りをうろちょろするそなたが邪魔なのです。そろそろ死んでみるとよいのです」


    　幼い二人の少女は、愛らしく微笑み合う。


    「スカーフェイスは確かにお気に入りのおもちゃだけど、実はもっともっともぉっと気に入ってるおもちゃがあるの。それはね────」


    　世界が凍いてついていく。


    　シュネーを中心に、風が死んでいくのを、ヒルダは感じた。


    



    「愛いとしくて、可愛かわいくて、小こ憎にくらしい、最高のおもちゃ──大好きなヒルダ──今日は壊れずにいてくれるかしら？」


    



    　ヒルダもスカートを広げて、周囲に青の粒子を振り撒まく。


    「あいにくですが、小妹はそなたが大嫌いなのです」


    　そして、二人の少女は衝突した。
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    「この辺りのはずだ」


    　銃じゅう機き槍そうだけ掴つかんで、ウィルはシュタット・ノインの外壁まで駆け抜けた。


    　──あいつに限って、まさかとは思うが……。


    　走っている間、外壁の上で何度か閃せん光こうを見た。


    　ヒルダが戦っているのだと、すぐにわかった。


    　──しまった。どうやって外壁を登る？


    　翼つばさ舟ぶねを使うべきだった。


    　後悔しているときだった。


    「……おい。俺は今、お前らと遊んでる暇はないぞ」


    　物陰から、いくつかの影が飛び出してくる。


    　特徴的な甲かつ冑ちゆうとマスクを纏まとったそれは、ソルダートだ。


    　──三人……ひと小隊か……。


    　彼らは三人ひと組で行動する。


    「……悪いが、今は手加減なんかしてやれねえからな？」


    　それを最初で最後の警告に、ウィルは手近な一人に斬きりかかった。


    　その踏み込みは、常人の目には残像すら映るほど鋭いものだったが、相手も訓練されたソルダートだ。狼狽うろたえることなく腕の甲冑で受けに回る。


    　ギンッと、銃機槍が弾はじかれた。


    　腕ごと落とすつもりで放った斬ざん撃げきは、確かに甲冑を断ち割っていた。しかし、その下からはパチパチと火花が散っている。


    「こいつら、機械兵か……！」


    　ソルダートの上級兵だ。その名の通り、全身が機械でできている。この国の霧む鍵げん士しともいえる存在で、ウィルとて弾丸を頼らなければ倒すのは難しい。


    　ウィルも、弾が切れたときはジェシカの助けがなければ危あやういところまで追いつめられた。


    　それが、三体。


    　ましてや、残った弾もカートリッジ一つ──八発しかないのだ。


    「──くっ」


    　だからといって、ソルダートが手加減をしてくれるわけでもない。


    　三体もの機械兵に囲まれ、ウィルは冷たい汗を流した。


    　──出し惜しみしてる場合じゃ、ないな。


    　ソルダートの一体が赤く発熱した剣──〈封書〉の中にあった追跡者が使っていたものと同じだ──を振り下ろし、それを下から振り上げた銃機槍で受ける。


    　ギリリリと喧やかましい音が響き、衝撃に手が痺しびれる。高周波振動しているのだ。


    　それでも、ウィルは狼狽えることなく引き金を絞った。


    　ドンッと腹に響くような重たい音を立て、赤い剣が砕け散る。


    　近接用の、斬ざん撃げき弾だんだ。弾倉で炸さく裂れつした衝撃が、そのまま刀身へと上乗せされるのだ。手しゆ榴りゆう弾だんを括くくり付けて殴るような乱暴な弾丸だが、その威力は人間の膂りよ力りよくを遥はるかに超えている。


    　銃じゅう機き槍そうは剣を砕いただけに留とどまらず、ソルダートの胴へと撃ち込まれる。


    　踏み堪こたえようとはしたのだろう。機械の兵士は足を踏ん張るが、意味はなかった。


    　ガチンッと二度目の銃声。


    　腹から体を真っ二つに折り、外壁へと叩たたきつけられた。


    　──まずは一体！


    　次の相手へと銃機槍を構え直したときだった。


    



    　ポタッ


    



    　頬ほおに、生温かい滴しずくが落ちてきた。


    　──雨……？


    　拭ぬぐってみると、それは赤かった。


    　反射的に顔を上げて、ウィルは息を呑のんだ。


    　空から、人が落ちてきていた。


    　ウィルは受け止めようと腕を伸ばして、すぐにそんなことでは助けられないと気付いた。外壁の頂上から落ちたなら、人間の腕で支えきれる衝撃ではない。


    「──走ってウィル！」


    　その声に、ウィルは迷わず従った。


    　ソルダートの一体が行く手を阻はばもうと剣を振るうが、身を低く沈めてやり過ごす。チッと髪の先を焦がして、さらに足を踏み込む。


    　空振りするソルダートの脇をくぐり抜けると、頭上に網のようなものが走る。植物の蔦つた──トゲを落とした、茨いばらだった。


    　茨の網は落ちてきた人影を受け止めるが、完全には衝撃を殺せずすぐに引きちぎれる。そこに、ウィルは両手で受け止めに入った。


    　ドッと、重たい衝撃と共にウィルは人影を受け止めた。


    「ウィルは愚鈍。どうして一人で先走る……？」


    　一歩遅れて追いついたのは、ジェシカだった。ウィルが飛び出してすぐに追いかけてきてくれたのだろう。


    　悪態をついて、ジェシカもウィルが何を受け止めたのかに気付いたらしい。絶句していた。


    「ヒルダ……？」


    　それは、見間違えようもない、あの口の悪い少女だった。


    「──っ、この怪け我が！」


    　受け止めた両手が、ヌルリと赤く濡ぬれていた。


    　──冷たい……？


    　血だけでなく、少女の体も凍りついたように冷たかった。とても、生きた人間の体温とは思えない。


    　にわかに青ざめて──トクン──トクン──腕の中に鼓動を感じた。


    「ぐっ……」


    　ヒルダが小さく呻うめいて、ウィルはようやく安あん堵どの息を漏もらした。


    　──大丈夫。生きてる……。


    　だが、傷は深い。異様に低下している体温も問題だ。すぐに手当てをしなければ命に関わる。


    



    「キャハハハ、すっごい、あれで生き残っちゃうんだ」


    



    　頭上から、そんな笑い声が聞こえた。


    　同時に、得も知れぬ重圧がのし掛かる。


    　ウィルを追撃しようとするソルダートですら、足を止めていた。


    「シュネー……！」


    　フワフワと降下してきたのは、真っ白な少女だった。


    　ヒルダと交戦していたのだろう。こちらも無傷というわけにはいかなかったらしく、白いドレスは煤すすけてあちこち破れ、額からはポタポタと血を流している。


    　それでも、瞳だけは好戦的に爛らん々らんと輝いていた。


    「さすが私の可愛かわいいおもちゃ。私の愛いとしき好敵手。私の憎たらしいヒルダ！　本当に死んじゃったらどうしようって不安になったわよぉ？」


    　ウィルはスッと冷たく目を細めた。


    　立ち上がろうとして、ふと思い出したように郵便鞄かばんを開く。


    　中から取り出したのは〈封書〉だ。フォルネウスがヒルダに送ったものだ。


    　──これを届けられないと、〈渡り鳥〉としては失格だからな。


    　それは、このあとでは自分が届けられないかもしれないと感じたということでもあった。


    「あと、これはレンからだ。大事にしてたろ？」


    　そう言って、ウィルはこうもり傘も隣に置いてやる。


    「ジェシカ。ヒルダを頼む」


    　銃じゅう機き槍そうの残弾は六発。次の弾丸を狙そ撃げき用に組み直し、真っ直すぐ構える。


    「ヒルダをこんなふうにしたのは、お前か」


    　ウィルが言うと、シュネーは堪たまらないというように腹を抱かかえた。


    「キャッハハハ！　何？　怒ってるの？　可愛かわいい可愛い。愛されてるじゃないヒルダ」


    　──どうにも、会話をすること自体、意味がないみたいだな……。


    　諦てい観かんは、決断に直結した。


    　ウィルは瞬時に呼吸を殺すと、躊躇ためらうことなく引き金を絞った。


    　シュネーには、狙そ撃げきされた瞬間すら認識できないだろう、完かん璧ぺきな狙撃だった。しかし──


    「──っ、弾が？」


    　弾丸は、射出されなかった。カチンと虚むなしく撃鉄の音を響かせたのみだ。もう一度引き金を引くが、結果は同じだ。


    　シュネーが、肩を抱いてブルリと身み震ぶるいする。


    「キャハ、今の、いい殺気だったわ。ぞくぞくしちゃう」


    　そう言って、美お味いしいご馳走でも目まの当たりにしたように、ペロリと舌を出す。


    　──何をされた？


    　ウィルが警戒すると、シュネーが空に手を掲げた。


    



    「可愛いおもちゃには、ご褒ほう美びをあげないとねぇ？」


    



    　カシャンと錠前の音を響かせ、青い粒子がこぼれ落ちる。宙に広がった粒子は円と直線の幾き何か学がく模様を描いて収しゆう束そくする。霧む鍵げん式しきだ。


    　そうして紡つむぎ上げられたのは、剣のような形をした銃だった。


    　──〈ムスペルヘイム〉……！


    　正体を知って、ウィルはにわかに青ざめた。


    　禁一級霧鍵式〈ムスペルヘイム〉──高周波電磁波により対象を第四物質プラズマ化──つまり爆発させるという、凶悪極まりない力だ。


    　ヒルダが、好んで使う霧鍵式の一つだった。


    「キャハ、見覚えがあるって顔ねぇ。ほら受け取りなさい？　遠慮はいらないからぁ！」


    　ウィルは真っ直すぐ銃じゅう機き槍そうを突き出す。


    　──受けきれるか……！


    〈ブルドガング〉は〈霧きり〉を喰くらう。その力は霧鍵式すら斬きり裂くことができる。


    　しかし、その力をもってしても、この霧鍵式は強大すぎる。


    　冷たい恐怖が背中を舐なめたときだった。


    



    　光が、屈折した。


    



    　ウィル目がけて一直線に集束した光が、跳弾のように幾重も折れた軌跡を残して、逆にシュネーへと迫る。


    「……ふん」


    　真っ白な日傘が、それを振り払う。


    　ドンッと、シュネーの足あし下もとで光が弾はじけた。


    　目が眩くらむような閃せん光こうと、大気を震ふるわす衝撃。それが消えると、白い少女は面白がるように片目を細める。


    「〈ノルン〉か──もう起きたの？」


    　ハッとして振り返ると、ジェシカに支えられてヒルダが身を起こしていた。その手には、ウィルが置いてきたこうもり傘が開かれている。


    　また、助けられたのだと気付いてしまった。


    「キャハハハ、起きたんならほらぁ。続きよ続き。もっと遊びましょうよヒルダ！」


    



    「──悪いが、子供はもう寝る時間だ」


    



    　シュネーの行く手を遮さえぎるように、ウィルは銃じゅう機き槍そうを突き出す。


    　──正直、どう戦えばいいのか、わからねえけどな……。


    　理窟はわからないが、弾丸は封じられた。それに最初に対たい峙じしたときの、奇妙な拘こう束そく能力もある。おまけに、唯一対抗できていたヒルダでさえも倒されている。


    　勝機など、欠片かけらも見み出いだせない。


    「キャハ、騎士ナイト気取りぃ？　可愛かわいいけど、あんたじゃおもちゃにならないのよねぇ」


    　あざ笑うように眉まゆを歪ゆがめ、それからポンと手を叩たたく。


    「そうだ！　いいこと思い付いたわ。……あんたたち、ちょっとこの子と遊んであげなさい？」


    　シュネーが目を向けたのは、二体のソルダートだった。


    「ナニ、言って……」


    　ウィルがその意味を理解する前に、ソルダートは左右に分かれてウィルへと疾しつ駆くする。


    　シュネーの命令に、従ったのだ。


    「ソルダートってさあ、二種類いるのよね。人間の兵隊と、完全機械のお人形。お人形は、女の子の言うことには忠実なのよぉ？」


    　ペロッと舌を出し、小さくつけ足した。


    「まあ、命令コードを知ってるのなんて、ティエラ建国に関わった連中くらいだけどね？」


    　あり得ない。


    　機械兵のソルダートに命令できるものなど、それこそポールマンが言っていた、彼らの王くらいのはずだ。


    　──だが、現実にこいつらは命令に従ってる。


    　困惑しながらも、ウィルは二体のうち右側から迫るソルダートに当たりをつけ、側面から回り込むように銃じゅう機き槍そうを振るう。


    　カチンと、虚むなしく撃鉄の音が響く。やはり、弾丸は封じられている。


    　ソルダートは左腕で銃機槍を受けると、赤い剣で反撃してくる。


    　腹を断ち割るような一撃を、ウィルはとっさに身を退ひいて凌しのぐ。分厚い航空服が、ボソリと崩れた。


    　そして、そこに二体目のソルダートも追いついてまた剣を振るう。


    「チイッ──」


    　銃機槍で受け流しながら距離を取るが、二体のソルダートは互いの隙すきを上手に埋めてウィルに休む暇を与えない。


    　なんとか斬きり返すが、銃機槍の刃はソルダートの甲かつ冑ちゆうに容易たやすく弾はじかれてしまう。


    　──切れ味が、鈍い……？


    　ウィルの〈ブルドガング〉は〈霧きり〉を喰くらうことで鋭さを増す。もともと外壁に覆おおわれたこの街に〈霧〉は薄く、それに加えてシュネーの影響もあるらしい。


    　完全に、〈霧〉が殺されているのだ。


    「いいこと教えてあげようか？　霧む鍵げん式しきがなかったら、人間は機械には勝てないのよぉ？」


    「ウィル、逃げるのです！　ここでは、分が悪いのです」


    　ヒルダの悲鳴を聞いて、シュネーが高揚したように飛び跳ねる。


    「キャッハハハ！　あんたもそういう声上げられるんじゃない。もっと聞かせてよ！」


    　涙すら浮かべて笑い転げるシュネーに、ウィルは観念したように足を止めた。


    「ジェシカ」


    「……何？」


    



    「壊したら、すまん」


    



    　そう言って、ウィルは両足をしっかりと地面に踏みしめた。


    　──よく視みろ。


    　ウィルには、先読みという〝眼〟がある。


    　予知能力のような魔法じみた力ではなく、相手の呼吸や筋肉の動きから、その動く先を予想するという〝技術〟だ。


    　風のような目に見えぬものは読めず、逆にそれが足を引っ張り、空を飛べずにいた時期もあった。


    　霧鍵士ではない、ウィルより力の強い相手などいくらでもいた。


    　それでもウィルが今まで生きてこられたのは、その技術があったからだ。


    　先読みをもって、いかなる攻撃も予測し、回避し、反撃を撃ち込む。


    　足りない力は、銃じゅう機き槍そうの弾丸が補ってくれた。


    　そこに、霧喰い《ミストルティン》という刃が加わることで、〈七つの鍵かぎ〉をも下してきた。


    　その三つの力が、ウィルを支えてきたのだ。


    　霧喰いの刃は殺された。


    　弾丸もシュネーに封じられた。


    　ウィルに残されたのは、相手の動きを読むという、先読みだけだ。


    　それも、全身を力ませ足を踏ん張ったことで回避という選択肢は放棄された。


    　──もっと、よく視みろ！


    　それでも、ウィルは相手を視る。


    　上段から振りかぶった剣は、ウィルに向かって真っ直すぐ振り下ろされる。


    　肘ひじから腕をしならせ、手首を基点に切っ先へと最大限の力が収しゆう束そくされる。


    　断ち斬きる。


    　ただその一点を追及した、見事な一撃だと言えた。


    　だから────


    



    　グシャッ


    



    　だから、ソルダートの腕が、手首から刎はね飛ばされていた。


    　鞭むちのようにしなやかな一撃だからこそ、基点をずらせばその負荷は全て一点に収束される。


    　ソルダートの一撃が見事だったからこそ、その衝撃を全て銃機槍の一撃へと乗せることができた。


    　機械兵に意志というものがあるのか、ウィルはそれを知らない。


    　知らないが、必殺の一撃がそのまま返されたソルダートは、呆ぼう然ぜんとしたように動きを止めていた


    「──おおおおおっ！」


    　雄お叫たけびを上げ、全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めて銃機槍を隙すきだらけの胴へ振り抜く。甲かつ冑ちゆうと甲冑を繋つなぐ隙間へと。


    　鈍い感触と共に、ソルダートの体が半ばまで抉えぐれる。


    　断ち斬るには至らなかったが、ソルダートのレンズから光が消失する。


    　そこに、二体目のソルダートが迫る。


    　背後から回り込んできた最後の一体を、それでもウィルは逃のがさず見据えていた。


    　刃を引き抜く時間はない。


    　銃底を真っ直ぐ突き出し、剣を握るソルダートの拳こぶしへと重ねる。


    　その衝撃は不利な体勢で受けきれるものではなく、瞬またたく間に押し返されるが、それにより銃じゅう機き槍そうの突き刺さった骸むくろが跳ね上げられる。


    　銃身に片手を添え、梃て子この原理でソルダートの骸を跳ね上げる。斬ざん撃げきは、ウィルを逸それて地面を抉えぐった。


    　──ここだ！


    　そこで、ようやく宙に跳ねられた剣が落ちてきた。


    　ウィルが視みていたのは、ソルダートの動きだけではない。視界の中で動く、全てを見据えていた。


    　右手は銃機槍を掴つかんだまま、ウィルは手首のついたままの剣を受け止め、手のひらで柄を押し上げソルダートの喉のど元もとへと突き入れる。


    　手首に握られたままの剣は、振動し続けて機械の装甲を容易たやすく貫いた。


    　人間ではない機械兵は、それでも果か敢かんに剣を振りかぶるが、そのときにはウィルも銃機槍を取り戻していた。ソルダートの斬撃が、骸から銃機槍を解き放ってくれたのだ。


    「──があっ！」


    　裂れつ帛ぱくの気合いで放った一撃は、仮面に覆おおわれたソルダートの首を刎はねていた。


    　ドサリと、今度こそソルダートも崩れ落ちた。


    「は……？」


    　笑い声を上げていたシュネーの手から、ポロリと日傘が落ちた。


    　ウィルが足を踏みしめて、一秒にも満たぬ時間の出来事だった。


    「……ふう」


    　ようやく息を吐いて、ウィルは銃機槍の様子を確かめる。


    　最悪、へし折れることも覚悟するほど力任せに振るったのだが、愛銃は歪ゆがみどころか刃は毀こぼれ一つしないでいてくれた。


    　ホッと胸を撫なで下ろして、ウィルは至し極ごく真ま面じ目めな顔をシュネーに向けた。


    



    「お前さ、人形遊びするには、八千年は遅いと思うぞ？」


    



    　八千年以上生きる少女に、ウィルはそう言った。
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    　機械兵は倒したが、この場に於おいては前座ですらない。


    　ウィルのひと言に、シュネーは俯うつむいて体を震ふるわせる。


    　やがて顔を上げると、パッと表情を明るくした。


    「いやぁ、びっくりだわ。あんた、すごいのね。あれって結構強いのよ？　うちの部下でもちょぉっと素手で勝てるかは怪しいわ。すごぉい」


    　ヒルダとの戦闘で汚れた顔をハンカチで拭ぬぐい、乱れた髪を櫛くしで梳ときながら、シュネーは賛美を重ねる。


    「やるじゃない。私の予想を裏切るなんて、なかなかできることじゃないわよぉ？　ヒルダのおもちゃにしとくには惜しいくらい。私が先に見つけてたら、絶対に手放さないわぁ」


    　にこやかに拍手まで送りながら、破れたドレスをひと撫なでする。煤すすけた生地が純白の色を取り戻し、真新しいフリルを揺らした。


    　上機嫌で身なりを整えると、白い少女は笑顔で首を傾かしげた。


    



    「──で？　誰が八千歳のババアだって？」


    



    　息が詰まるほどの怒ど気きだった。


    　──ババアとは言ってないだろうっ？


    　青い瞳には、底抜けの憎悪が揺れていた。


    　ヒルダといい、シュネーといい、年齢に対して敏感すぎると思った。


    　ミシミシと体が軋きしむ。〈ブルドガング〉が脈打ち、効果を弱めてくれてはいるが、あの拘こう束そく能力が発動しているのだ。


    　ウィルが銃じゅう機き槍そうを構えたときだった。


    



    「──ねえ、橇そりって知ってる？」


    



    　目の前に、真っ白な顔があった。銃機槍を構えた腕の下を潜くぐって。


    　──いつの間に……！


    　ヒタッと顔に冷たい手が押し付けられ、そして尋常ではない力でウィルは地面にねじ伏せられる。


    「キャハハハ、橇ってこうやって遊ぶのよぉ？」


    　仰向けに倒れたウィルの上に飛び乗ると、シュネーはそのまま地面へ押し付けるように蹴けりつける。


    「ごぉ、はっ……」


    　地面を抉えぐりながら、ウィルは吹き飛ばされる。


    　それでもシュネーの気は治まるところを知らず、髪を鷲わし掴づかみにして持ち上げる。


    　──視みえない……？


    　間合いに踏み込まれた瞬間が、今こうして掴み上げられた瞬間が、ウィルには視みえなかった。先読みの目を持つ、ウィルが認識できなかったのだ。


    「雪だるまなんていうのも楽しいわよね。作り方を教えてあげようか？」


    　そして地面に埋め込むように押さえつける。首をへし折るどころか、体ごと圧殺するつもりだとわかった。


    「ウィル！」


    　ジェシカの声だ。


    　ウィルとシュネーを隔てるように茨いばらが走るが、それがピタリと宙で静止した。まるで孤児院で見た写真のように。


    「ちょっとぉ、邪魔しないでくれる？　今、気分がいいんだからさあ」


    　シュネーはウィルを放り出してジェシカに迫るが、茨を振るった姿勢で硬直する彼女はまるで反応しなかった。


    　──見えてない……いや、意識がない？


    　シュネーの腕がジェシカの首へ伸び、ウィルは血の気が引くのを感じた。


    　──喉のどを、潰つぶす気だ！


    　駆けよろうと足に力を込めるが、シュネーを止めるにはあまりに鈍かった。力任せでも、拘こう束そくを破れないのだ。


    「ジェシカ！」


    　ウィルが叫んだときだった。


    　ジェシカの体が、大きく吹き飛んだ。


    「イスカ……？」


    　体当たりのようにジェシカを突き飛ばしたのは、イスカだった。


    　恐らく、戦闘が始まったことで離れた位置から様子を窺うかがっていたのだろう。


    「──っ？　あ……あっ？」


    　地面に投げ出されて、ジェシカが混乱した声を漏もらす。


    　銃じゅう機き槍そうを杖つえ代わりに、ウィルもようやく立ち上がった。


    



    「……《フィンブル》だったか。お前、霧む鍵げん式しきだけじゃなく、人間の時間まで止めるのか？」


    



    　シュネーは、感心したように眉まゆをはね上げた。


    「へえ？　見た目ほどおバカさんじゃないのねぇ」


    　──頭悪そうで悪かったな……。


    　心の中で毒づくと、シュネーはフワフワと浮遊する。


    「正解よぉ。冬の嵐は、世界の全てを凍りつかせる。私の《フィンブル》は〈霧きり〉を止めるわ。人体を流れる幽かすかな〈霧〉でもね──世界の終末まで続く厄やく災さいの冬──それが創世記にあるフィンブルの冬よ」


    　人体に流れる〈霧きり〉まで止める霧む鍵げん式しき──それはもはや時間を止めているようなものだ。


    　だから、この少女はいつまでも幼い姿でいられるのだ。世界を滅ぼすという、シュネーそのものを象徴したような霧鍵式だ。


    　だから、ジェシカもシュネーの前に無防備な姿を晒さらすしかなかった。〈霧〉への力が強いほど、シュネーには有利なのだ。


    　それからジェシカに目を向ける。


    「あら？　妙なことは考えない方がいいわよぉ？　あんたのポケットに入ってる〈霧〉の結晶だって、例外じゃあないんだから？」


    　──見抜かれてた……。


    　これにはウィルだけでなく、ジェシカも呻うめき声を漏もらした。


    　切り札にと用意した《宿り木の槍ミストルテイン》の欠片かけらも《フィンブル》の侵しん食しよくは免まぬかれないらしい。


    　──……？　いや待て、何かおかしいぞ？


    　何がおかしいのかわからないが、重大な何かを見落としている。そんな違和感が込み上げていた。


    　そんなウィルの様子を見て、シュネーがビシッと指を差す。


    



    「そうそう、冬が終わると、全て滅びるのよ？」


    



    　ドドンッと、重たい音がいくつも重なった。


    　銃声だと、すぐに気付いた。


    　それから、脇腹に鈍い痛みを感じた。


    「ひっ──」


    「ウィル……！」


    　イスカとジェシカの震ふるえる声で、自分が撃たれたのだと理解した。


    　──こいつ、俺が撃った弾を……！


    　無駄だと知りながら、何発撃っただろうか。それが全てウィルに向けて放たれた。止めた〈霧〉を再び動かすことも、この少女には自在なのだ。


    　堪たまらず、膝ひざをついた。


    　──ザックスが、二流呼ばわりされるわけだ……。


    　かつて交戦した〈七つの鍵かぎ〉の幹部は、ヒルダに二流と笑われた。ウィルが死力を尽くして、ようやく撃退できたほどの相手だった。


    　それでも、シュネーに比べられては確かに格下でしかなかった。


    「……ヒルダ、こんなやつ、どうやって倒したんだよ」


    　十二年前、ヒルダは一度は彼女を退しりぞけたはずだ。そうでなければ、彼女がイスカを置いてこの地を去るはずがない。


    　だが、ヒルダは首を横に振った。


    「……倒せて、ないのです」


    「へ……？」


    「小しよう妹まいには、倒せなかったのです」


    　それを聞いて、シュネーが堪こらえきれなくなったように笑い声を上げた。


    「私を止めたのは、あんたじゃなくて〝あの坊や〟だものねえ？」


    　ウィルは直感した。


    　──あのときの、追跡者……？


    　それを肯定するように、ヒルダが呻うめく。


    「ティエラの人間は、まるで〈霧きり〉への耐性がない。その代わりに、〈霧〉を操る《フィンブル》にも干渉されなかったのです」


    　だから、シュネーへの切り札になり得た。


    「キャハハ、あの子、あのあとどうなったかしら。死んだ？　私たちの〈霧〉に冒おかされてボロボロだったものねえ？」


    　十二年前──〈封書〉の記憶にあった役者のうち、追跡者だけが、今この場にはいない。シュネーと戦って、無傷だったとも思えない。


    　それはつまり……。


    　唇を噛かみしめて俯うつむくと、ヒルダはハッとしたように目を大きくする。今ごろになって自分が手にしているものに気付いたのか、どこか呆ぼう然ぜんとした顔で〈封書〉を見つめた。


    　それから、クスクスと笑い声をこぼす。


    「あいにくですが、あの者は小妹やそなたが考えるよりも図太かったのです」


    　ビリッと、〈封書〉の封が破られる。


    



    「──ウェイクアップ──」


    



    　そう唱えて、黒の少女は妖よう艶えんに微ほほ笑えんだ。


    「ここまで届けて、つまらぬ内容ならば解雇なのです──フォルネウス」


    　そして、青い光が広がった。
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    『──目が覚めましたか？　そなたの勝ちなのです』


    　そう言った少女の手からは、血が流れていた。


    『絶対言語レーゲル・ヴオルトを歌って生き延びた小妹の血ならば、血けつ清せいになるのではと思ったのですが、正解だったようなのです』


    　こうもり傘を抱かかえたその少女の前には、大の字になって男が一人、地面に転がっている。追跡者だ。どうやら、彼に血を飲ませたらしい。


    「おじさん……？」


    　その姿に思わず声を漏もらしたのはイスカだ。


    　──なんだ？　俺たちまで読み込んでる……？


    　ウィルも顔に困惑を浮かべて、すぐにその正体に気付いた。


    　──違うな。拡散式の〈封書〉か……。


    　基本的に〈封書〉は紋様に触れた人間しか読むことはできない。〈封書〉とは記憶の欠片かけらであり、ともすれば本人の分身とも呼べる代物なのだ。それゆえの当然の防護セキユリテイだった。


    　それは裏を返せば防護さえ外してしまえば、触れなくとも読めるということだ。その機能を使って〈永遠機関〉と呼ばれる書物を創り上げた男もいる。


    　少女の格好はボロボロで、漆しつ黒こくのドレスは泥とも血ともつかぬ汚れに染まり、手袋も破れて靴も片方を失っている。


    　追跡者の方も甲かつ冑ちゆうを砕かれ、爪も失われ、剣も折れ、息も絶え絶えで横たわっている。


    　その凄せい絶ぜつな姿から、恐らく十二年前のシュネーと決着をつけた直後なのだろうと感じた。


    『なぜ、殺さない』


    　追跡者が、理解できないという声を上げる。


    『そなたがいなければ、シュネーに勝つのは難しかったのです。その褒ほう美びなのです』


    　少女の言葉に、追跡者は首を横に振る。


    『順番が逆だ。貴様が、俺を殺さなかったからだ』


    　追跡者はひび割れた仮面を擡もたげ、怨えん嗟さを込めて問う。


    　少女は物もの憂うげに微ほほ笑えむ。


    『ただの気まぐれ……では、納得いかぬのでしょうね？』


    『……当たり前だ』


    　少し困ったように俯うつむいて、少女は語り始める。


    『そなたは、イスカに手を出さなかったのです。そなたの腕ならば、あの子を盾たてに使えば勝機もあったのです。だから、小しよう妹まいもそなたから命は奪わぬことにしたのです』


    　いくつもの〈封書〉の記憶の中で、追跡者が攻撃するのは常にヒルダ一人だった。


    　孤児院の記憶でもそうだった。あの場所で、院長やイスカを盾に使えばこの追跡者ならば手傷の一つは負わせられたはずだ。


    　それから、少し寂しげに微笑した。


    『あとは……強いて上げるなら、そなたが愚かだからでしょうか？』


    　愚かと言いながら、その眼まな差ざしは愛いとしげなものに見えた。


    『そなたの愚直さは、少しだけ、懐かしいにおいがしたのです』


    　ウィルは、それが誰のことを言っているのか知っていた。


    　──ランディス・ベルナール──


    　かつて島一つ墜おとした大罪人であり、ヒルダとその姉は彼の夢のために命を懸かけた。


    　そして、ヒルダの時間は止まった。


    　これが十二年前のできごとならば、ヒルダの時間はそのときから一歩も動いていないのだ。ランディスの面影を見つけた人間など、殺すことなどできはしない。


    　そんな事情を知る由よしもない追跡者は、吼ほえた。


    



    『ふざけるな！』


    



    　キョトンと目を丸くする少女に、追跡者は言い募る。


    『貴様は勝ったのだ。この俺を下したのだ。勝ち誇れ。見下せ。笑え！』


    　這はいずるように、追跡者は少女に近づく。


    『なぜ貴様は、勝ったくせにそんな顔をする』


    『そんな顔、とは……？』


    　足あし下もとに縋すがって、嘆なげくように叫ぶ。


    



    『なぜ、勝った貴様が、いつも泣きそうなのだ』


    



    　少女は、やはり困ったように首を横に振る。


    『これでも、笑っているつもりなのですが？』


    『貴様は、鏡も見たことがないのか？　そんな顔をする子供を見て、笑っていると思うか？』


    　仕方なさそうに、少女は寂しそうな微笑を漏もらす。


    『では、きっと忘れたのです。小しよう妹まいは、この笑い方しか知らぬのです』


    　ギリッと、追跡者は歯を食いしばる。


    『勝者の貴様が、何を堪たえるのだ』


    　黒の少女は、ぼんやりと夜の空を見上げた。


    『取りこぼした夢が、諦あきらめられぬのです。それが、哀しいのやもしれないのです』


    　それが、褒ほう美びを与えると言った少女なりの誠意なのだろう。


    　ウィルにさえ見せたことのない、迷い子のような眼まな差ざしだった。


    『なら、泣けばよいではないか』


    　クスリと、少女は微笑する。


    『それこそ忘れてしまったのです。最後に泣いたのなど、もう四十年も昔のことです』


    『……ふざけるな』


    　追跡者は、震ふるえる足で立ち上がった。


    『貴様がその顔を続ける限り、俺は必ずお前を殺す』


    『そうは言われても、小しよう妹まいはもうこの地を去るのです』


    『貴様がどこに逃げようとも必ず殺す』


    『勝者の小妹に、逃げるという表現はおかしいのです』


    『勝者らしい顔をしないお前は勝者ではない。だから殺す』


    　堪こらえきれなくなったように、ヒルダはクスクスと笑い声を漏もらした。


    『そなたは、ランディスより愚かやもしれぬのです』


    　クスクスと笑い声を漏らして、少女は立ち上がった。


    『小妹はハイフォニアに帰るのです。空を越えて、南に下った群島の一つなのです。そこに、小妹の屋敷がある……というのはどうです？』


    　一方的に行き先を告げ、一方的に去っていく。これまでと変わらぬ、追いかけっこの続きだった。


    『ふざけるな。殺す』


    『その〝殺す〟という言葉は控えるのです。それは希望的観測に基もとづく言葉であり、その行為が必要な者ほど使う意味がないのです』


    『貴様は殺す。必ず殺す。何十年かけてでも、殺してみせる』


    『……言うことを聞かぬ男なのです』


    　さすがに、ため息を漏らしてヒルダも首を横に振った。


    『そなた、名はなんと言うのです？』


    『……フォルネウス』


    『愛想のない名なのです。……そうですね、マルドゥークという名を与えてやるのです。物語に出てくる、よくできた執事の名なのです』


    『執事、だと？』


    『次からは、負けるたびに罰を与えるのです。最初は小妹の屋敷の掃除がよいでしょう。半年も空けているので、さぞや汚れているのです』


    　クルクルと上機嫌にこうもり傘を回し、去っていく少女の背中を、追跡者は歯を食いしばって睨にらみつけた。


    



    【貴様は殺す。笑わない貴様を殺す。生涯をかけて、殺しきってみせる】


    



    　そして、夜色の二人の姿は消えていった。
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    　パラパラと〈封書〉の景色が崩れ、景色は夜のシュタット・ノインに立ち戻る。


    「……ちょっと何ぃ？　今の茶番。やる気なくしちゃうじゃない」


    　辟へき易えきとした顔のシュネーをよそに、ヒルダがクックと喉のどを鳴らした。


    「なるほど。見事なのです。そなたは、確かに小しよう妹まいを殺しきったのですね？」


    　シュネーはハッと嘲ちよう笑しようを投げる。


    「バッカみたい。まあ、これから殺されるのに変わりはないけどぉ？」


    　ヒルダは、愛らしく小首を傾かしげた。


    



    「《フィンブル》を失ったそなたが、どうやって？」


    



    　ヒルダがスカートの裾すそを広げる。青い燐りん光こうが溢あふれ瞬またたく間に剣の形をした銃──〈ムスペルヘイム〉が紡つむぎ上げられる。


    「そんなの、今さら──っ？」


    　途端に、周囲に青の光が広がった。


    　あたかも〈封書〉が再生されるように。


    



    『──目が覚めましたか？　そなたの勝ちなのです』


    



    　そして再生されたのは、フォルネウスの〈封書〉だった。


    「そなたの《フィンブル》……小妹にも止めることはできませんが、発動させることはできるのですよ？」


    　そう言ってヒルダが傾けた〈封書〉の封筒からは、サラサラと虹色の砂がこぼれ落ちていた。


    　それを見て、シュネーが露骨に顔色を変えた。


    「──《ビフレスト》──こいつ、私の《フィンブル》に侵食ハツキングして……っ！」


    　初めて、シュネーが焦あせりの声を漏もらした。


    　それは、数か月前ヒルダがヘイムダルという男から奪った〈七つの鍵かぎ〉だった。この砂の一つひとつが他の霧む鍵げん式しきを乗っ取るための端末なのだ。封筒の中に仕込まれていたらしい。


    　ヒルダは、元々鍵がなくとも発動できるほど、霧鍵式への干渉力が強い、そこにこの《ビフレスト》が加われば、《フィンブル》とて例外ではなくなる。


    　他の誰かが使ったとしてもシュネーには届かなかっただろうが、ヒルダがそれを使えば話は別だ。


    「《フィンブル》は、一度に止められる数に限りがあるのです。そして、この〈封書〉はその場にいる全ての人間に向けて再生される」


    　ヒルダだけでなく、ウィルやジェシカ、イスカに、外ほかならぬシュネー自身にも向けて。


    　数に限りがあるから、外から飛びこんできたイスカはジェシカを庇かばうことができたのだ。


    　──いや、それだけじゃあないはずだ。


    〈封書〉の再生範囲がどの程度かはわからないが、それを読むのは人間だけとは限らない。獣や鳥、下手をすれば虫にすらも干渉する。


    　ヒルダは、それに対して《フィンブル》を発動させたのだ。


    〈封書〉の景色が停止し、十数機の〈ムスペルヘイム〉が震ふるえる。


    　幾重もの閃せん光こうが、シュネーへ向かって殺到する。


    「その程度の侵しん食しよくで、私からぶんどったつもり！」


    　閃光のいくつかが忽こつ然ぜんと消失し、それでも止められない残りを左手で開いた日傘で振り払う。


    　大地がガラス質に融ゆう解かいし、気温が瞬時に上昇する。


    　噴ふき上がる熱に押されながらも、シュネーは膝ひざをつくことなく立っていた。機能の大半を失ったはずの《フィンブル》で、今の一斉斉射を堪たえきったのだ。


    　だが、彼女は理解していなかった。


    



    『──此にひもとくは終末の咆哮（r[image: ]:ke mju:gwest e[image: ]d [image: ]:el [image: ]lka [image: ]sme[image: ],）──獄されし《フェンリル》の霊歌（aiki[image: ] [image: ]t ert[image: ]:r[image: ]《fenrir》）──』


    



    　ジャラリと、宙から尋常ではない量の鎖が這はい出す。


    　ジェシカの詠うただった。


    　鎖は彼女の背後から伸びている。


    　目を閉じ、両手で包み込むようにそっと握っているのは《宿り木の槍ミストルテイン》の欠片かけらだ。


    　欠片は溶けるように小さくなっていくが、その周囲へと青白い光を広げている。


    　その光は、ジェシカの体からも溢あふれていた。全身が淡い青色に発光し、髪は翠みどり色いろに染まり、瞳も夜のような濃紺へ、そしてその背から破れた蝶ちようの翅つばさが突き出している。


    　半はん人にん半はん妖よう──ジェシカの、霧妖としての側面を顕あらわにした姿だ。


    　霧む妖ようの姿を曝さらけ出したジェシカの操る鎖は、大地を抉えぐり、建物を貫き、外壁にまで突き刺さって、シュネーへと食い下がる。


    　──この詠……《フェンリル》か？


    　レンが所持する黒こく狼ろうを模もした詠だ。


    　あたかもこの場にいないレンの意思を代弁するように、詠は染み入るように広がっていく。


    《ビフレスト》と《フェンリル》──二つもの〈七つの鍵かぎ〉を相手に、シュネーも舌打ちを漏もらす。


    　日傘で弾はじいても、身を躱かわしても、黒鎖はシュネーの後退も許さず追い縋すがるのだ。


    　黒鎖は周囲へと広がるが、その中心ではジェシカの体よりも巨大な塊を紡つむいでいた。あたかも繭まゆのように。


    　末端はそれが解ほぐれたものにも見えるが、あるいは末端がその繭をどこかここではない場所から引きずり出してきているのかもしれない。


    　そして、鎖の繭にぽっかりと亀き裂れつが走った。亀裂の向こうには、鎖はなかった。ただ底抜けの暗くら闇やみが閉じ込められている。


    　暗い亀裂に、ギョロリと生々しい光が生まれた。


    　瞳だ。


    　亀裂から覗のぞいたのは、敵意に満ちた赤い瞳だった。


    　見据えられただけで体が押し潰つぶされそうなそれが、ジェシカの頭上に浮かんでいた。


    　忘れもしない、神話の時代から機能する最古の霧む鍵げん式しき《フェンリル》──人間など、ただ踏み潰されるしかない破壊の塊が、そこにあった。


    　詠うたが完成すれば、その本体が解き放たれる。


    「そんなの──待ってやると思うのかしら？」


    　シュネーは、迫り来る黒鎖の上に、逆に飛び乗った。


    　そのままジェシカへ向かって疾しつ駆くするが──彼女は理解していなかった。


    



    「それで、誰が俺を止めるんだ？」


    



    　ジェシカの前には、すでにウィルが滑り込んでいた。


    　ヒルダを止めた時点で、《フィンブル》の許容力を超えていたのだ。


    　ウィルの体は、厄やく災さいの冬から解き放たれていた。


    「おもちゃのくせに……っ！」


    　上段から真っ直すぐ振り下ろした一撃は、シュネーの右目を縦に裂さいていた。


    「──っぎゃあああああああああああああああああああああああああああっ！」


    　耳を覆おおいたくなる絶叫。


    　見れば、シュネーの顔から蒸気のような煙が噴ふき上がっていた。


    　その下から現れたのは────


    



    「──見たな……っ」


    



    　憎悪の声に、ウィルも息を呑のんだ。


    　その一瞬を、シュネーは見逃さなかった。


    　シュネーの姿は、闇の中へと消えていった。


    　──逃げた、のか……？


    〈封書〉の景色が砕け散る。


    　振り返れば、ジェシカもヒルダも、肩で荒い息を漏もらしていた。


    　黒鎖を吐き出す《フェンリル》も、静かに虚こ空くうの中へと還っていく。解き放たれなかったことに、不服そうな唸うなり声を残して。


    　ヒルダが、小さく肩を震ふるわせる。


    「シュネー、そなたは世界を滅ぼすと言いましたが、小しよう妹まいの世界は壊せないのです」


    　そう言って笑う顔は、見た目どおりの幼い少女のものだった。


    　追跡者──フォルネウスが言っていた泣きそうな少女は、もうそこにはいない。
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    　シュネーが姿を消して、イスカはまずヒルダの前に立っていた。


    　十二年間、同じ姿のヒルダ。


    　十二年分、成長したイスカ。


    　胸がつまったように声を出せないイスカに、ヒルダは十二年前と同じようにそっと頭を撫なでる。


    　すっかり身長を追い抜かれたヒルダは、背伸びをせねばならなかった。
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    「大きくなったのですね、イスカ」


    「……へへ。お姉ちゃんより、大きくなっちゃったね」


    　グシュッと、イスカの顔が涙に濡ぬれる。


    　ウィルとジェシカは、それが見えなかったようにそっと背中を向けてやった。


    　十二年振りの再会に水を注さすほど、自分たちは不ぶ粋すいではないつもりだ。


    「……結局、〈封書〉を作る前にヒルダが見つかったな」


    「〈封書〉を届けるだけが〈渡り鳥〉の仕事じゃない」


    　ウィルは、意外そうに目を大きくし、それから頷うなずいた。


    「そう、だな……」


    　十二年待ち続けたイスカを、ヒルダのもとに届けたのだ。それは、郵便屋として胸を張れる配達だったのではないだろうか。


    　そっと隣り合って腰を下ろすと、ジェシカが腰に腕を回してきた。


    「お、おい、なんだっ？」


    　──これは、甘えてきたのか？


    　ジェシカほど美しい娘に対して、ウィルとて異性を意識していないわけではない。むしろ軽率な行動に出そうになる自分を必死で戒いましめているのだ。


    　それが、彼女の方から求めてくるというのなら────


    「──ウィルは愚鈍。いくつ体に穴を空ければ気がすむの？」


    　ジェシカは、ウィルの顔など見ていなかった。


    　脇腹に受けた銃じゆう創そうへ植物を這はわせ、治療しているのだ。自分自身の傷には使わなかったというのに。


    「……ああっと、まあ、うん。悪い。助かる」


    　やり場のない期待を、ウィルは酷ひどく気まずそうに心の中へ押し込めた。


    　──いや、心配してくれてたんだよな。うん。そういうことにしよう！


    　実際のところ、腹に脚に肩と、数えてみれば三か所も撃たれていた。対霧む妖よう戦の弾丸なのだ。そんなものを受ければ人体などひとたまりもないのだ。


    　ジェシカが気付いてくれなかったら、ウィルはそのまま倒れていただろう。


    　とはいえ、普段あれだけ辛しん辣らつな少女が一生懸命自分の怪け我がの手当てをしてくれているというのは、それはそれで悪い気はしなかった。


    　見上げると、ティエラの空に二つの月が浮かんでいた。


    　──この空も、今日で見納めだな……。


    　星の見えない、綺き麗れいとは呼べない空だが、それでも離れるとなると少し感傷を抱いだく。


    　失血で頭が朦もう朧ろうとし始めるが、それでもこうしてただ寄り添うだけの時間もたまには悪くないと思えた。


    「俺たちの配達も、ひとまず完了だな」


    「そう……」


    　ジェシカは頷うなずくものの、釈しやく然ぜんとしない顔をしていた。


    「どうかしたか？」


    「……少し、すっきりしない」


    　確かに、いくつか曖あい昧まいなままになっている疑問が残っている。


    　追跡者──フォルネウスがなぜヒルダを狙ねらっていたのか。十二年前に一度は退しりぞいたシュネーが、なぜ今になってまたティエラを狙ったのか。


    　──シュネーの目的は、本当はなんだった、んだ……？


    　不意に、視界がグニャリと歪ゆがんだ。


    　──あ、ヤバイな……。血、流しすぎた……。


    　ジェシカの治療はあくまで傷の修復であり、止血のようなものだ。失われた血液までは補完できない。それはヒルダの霧む鍵げん式しきにしてもそうなのだろう。昼間に刺された分もあるのだ。貧血どころか虚きよ血けつを起こしかけていた。


    　今ごろになって、それを思い出したときだった。


    



    「──それって、どういうこと？」


    



    　イスカの戸惑う声に、ウィルの意識もにわかに呼び戻される。


    　振り返ると、イスカがヒルダの肩を掴つかんでいた。


    「覚えていないのですか？」


    　心外そうな顔をするヒルダに、イスカはなおも困惑を顔に浮かべる。


    「そなたが捜していたのは、小しよう妹まいではなくそなたの〝兄上〟だったはずなのです」


    　イスカは首を横に振る。


    「そんな……でも……」


    「そなたは幼かったのです。待っている間に、小妹と兄上の存在を取り違えても不思議はないのです」


    　ウィルはジェシカと顔を見合わせ、ヒルダの側そばに寄った。


    「どうかしたのか？」


    　イスカは、自分の信条が揺らいだような顔をしていた。


    「ウィルさん、どうしよう……」


    「……？」


    　狼狽うろたえるイスカに代わって、ヒルダが頷く。


    「十二年前──初めて小妹と出会ったころ、イスカは家族を──兄妹を捜していたのです。だから、小しよう妹まいはそれを捜しながらティエラを巡っていたのです」


    「え……？　でも、イスカが捜してたのはヒルダで……」


    「それも事実なのです。小妹は途中でイスカを置いていったのです。寂しがることはわかっていて、そうしたのです」


    「……〈霧きり〉のせい、だよな？」


    　ヒルダは頷うなずく。


    　──妙だな？


    　確かに、イスカを連れていけなかったのは仕方がない。だが────


    「なんで、最後まで捜してやらなかったんだ……？　その、兄妹ってやつを」


    　ヒルダは答えず、鋭く目を細めた。


    　──何か、マズイ理由があった……？


    　それが、十二年前にヒルダがこの国を去り、そして今また戻ってきた理由なのだと感じた。


    「〈七つの鍵かぎ〉は《ギャラルホルン》の存在を嗅かぎつけたのです。今度こそ、シュネーはティエラを墜おとすでしょう」


    「……それが、ヒルダがこの国に戻った理由か？　それが、イスカとどう関係あるんだ？」


    　ヒルダが、言い淀よどむように視線を背そむけた。


    「知れば、後戻りはできなくなるのです。それでも、聞きたいのですか？」


    　イスカが、ヒルダの前にしゃがみ込んだ。


    「お姉ちゃん、教えて。あたしは、誰を捜してたの？　あたしは、どこから来たの？」


    



    「──知りたい？」


    



    　それは、油断だった。


    　ウィルだけでなく、ジェシカもヒルダも、気を抜いてしまった。


    　イスカとの再会に水を注さすまいと、敵がいたことを意図的に無視してしまった。


    「きゃっ──？」


    　小さな悲鳴を残して、イスカの姿が消える。


    「イスカッ？」


    　見上げると、宙に顔を押さえたシュネーの姿があった。


    　そして、その腕にイスカが抱かかえられている。気を失ったらしく、ダラリと手足を投げ出している。


    「今回は、私の負けでいいわ」


    　それから、シュネーは八千年分の悪意を込めるような眼まな差ざしで、ウィルを睨ねめつける。


    「あんたは、次にたぁっぷりと愛してあげる。絶対に死なせない。いつまでもいつまでも、絶対に愛し続けてあげる」


    　それが、一般的な〝愛〟とは対極にあるものだろうことは、疑うまでもないことだった。


    　そして、二人の少女の前に大きな影が停止する。


    「あれは──〈ファントム〉……！」


    　この国を空の門たらしめている、無人機械だった。


    　──あいつ、〈ファントム〉まで操れるのか……！


    　そして、思い出した。


    　空を飛んでいて、なぜ今回に限って〈ファントム〉から襲おそわれなかったのか。


    　──シュネーに、奪い取られていたのか！


    　シュネーは〈ファントム〉の背に腰を下ろす。


    「じゃあね？　今日のところは、目的も果たせたから帰るわ」


    「逃がさぬのです！」


    　霧む鍵げん式しきを起動させるが、ヒルダは撃つことができなかった。


    　撃てば、イスカも巻き込む。


    　それがわかっているから、シュネーは平然としているのだ。


    　悠然と去っていくシュネーに、ウィルは駆け出した。


    「追うぞジェシカ」


    「待つのです、ウィル！」


    　ウィルは気付いていたのだろうか。


    　自分が座っていた場所に、尋常ではない量の血が水溜まりを作っていたことを。

  



  
    エピローグ


    



    「久しぶりね？」


    　足を組み、椅い子すに腰かけているのはシュネーだった。


    　右目には、顔の半分を覆おおう大きな眼帯がつけられている。


    「……？　ああ、これ？　《宿り木の槍ミストルテイン》で斬きられたからねえ。時間停止が阻害されて、再生が上手くいかないのよね」


    　右腕もそうだった。


    　数時間前の戦闘で、彼女は一度として右手を使っていない。この腕が斬り落とされていなければ、あそこまで追いつめられることはなかったかもしれない。


    　答える声はないというのに、少女は楽しげに言葉を続ける。


    「あの子、最後まで使わなかったけど、八番目を完成させたのは間違いないわ。……ええ、そう。時が来たということよ」


    　少女に向き合って、一人の男が腰を下ろしている。


    　果たして生きているのか死んでいるのか、声を発しないだけではなく身動き一つ見せる様子はない。そんな男に向かって話をしているのだ。


    「それにしても、あのころからの生き残りも、とうとう私とあんただけになっちゃったわねぇ。


    私たちで──世界を滅ぼしてから」


    　シュネーは、奥ゆかしく微ほほ笑えんだ。


    　それは普段の耳みみ障ざわりなそれではなかった。


    　相変わらず返事はないが、少女は続ける。


    「そうそう、この傷をつけた子ねえ、あいつにちょっと似てたのよ。髪も黒かったし、もしかしたら血族かも？」


    　いつの間にか、少女の前にはティーカップが置かれていた。


    　カップを傾け、またささやかに微笑する。


    「何よ、仕方ないでしょう？　好きなのよ、山羊乳ツイーゲンミルヒ。何千年経たってもね。美お味いしいのよ？　あんたも飲まない？　ああ、もう無理だったわね。お気の毒様」


    　それから、小さくため息を漏もらす。


    「……別に後悔なんかしてないわ。私は私の望むままに邪悪で、誇るべき悪として、この世界を滅ぼして、救うの」


    　それから、謙けん遜そんするように手を振る。


    「やぁね。今さら気を使ってるの？　八千年は遅いわよ？」


    　言ってから、なぜか落胆したように肩を落とす。


    「……案外、八千年って他人から言われると傷つくのね。あの子、次に会ったらたっぷりと可愛かわいがってあげないと……」


    　それから、愛いとしげにまた笑いかける。


    「もう、いいのよ。私が最後まで残ることくらい、最初からわかってたことでしょう？　昔なじみに会いに行くのが、少し遅れるだけの話よ」


    　そう言うと、カップをソーサーに下ろし、腰を上げた。


    「もう行くわ。今さら、後戻りなんかできない。あんただってわかってるでしょう？　私の八千年を、無駄にさせないで」


    　そう言って、つんと男の額を指で突いた。


    



    「バイバイ、ティエラの王様。あんたの国は、私が滅ぼす。イスカあんたの妹を使ってね」


    



    　そして、少女の姿は消えていった。


    



    [image: ]


    



    「──追いついた」


    　イスカを連れ去った〈ファントム〉に遅れること十数分。赤い大地を抜き去り、暗い雪の降り積もる景色の中をウィルたちは飛んでいた。


    　ようやく翼つばさ舟ぶねで飛び立ったときにはすでにその姿は影も見当たらなかったが、そこで働いてくれたのはレンだった。


    　──大した嗅きゆう覚かくだ。


    　黒こく狼ろうは、風の中から正確にイスカのにおいを嗅かぎ取ってくれた。おかげで、本来なら見失っているだろう、その機影に追いつくことができた。


    　先導するレンに続いて、ウィルも速度を上げていく。


    　──もうちょっとで、追いつく！


    　シュネーはイスカを殺さずに、攫さらったのだ。恐らく、彼女の命が危あやうくなるような戦闘はできないはずだ。


    　ならば、左右から〈霞か曲きよく〉と黒狼の二機で挟み込めば、動きを止めることができる。


    　……だが、仮にも〈七つの鍵かぎ〉の総そう帥すいであり、八千年を生きるシュネーが、その程度の事態に備えを用意していないはずもなかった。


    「──っ、ウィル、新手が来る！」


    　どこか別の街から飛び立ったのだろうか。右手の空から〈ファントム〉らしき赤い光点が近づいてきていた。


    　レンもそれに気付いたのだろう。黒狼の背からウィルへ振り返ってきた。


    　わずかに迷って──『追跡任す』──そう、手信号を返した。


    　ウィルやジェシカでは、イスカの居場所を追跡できない。ジェシカもすでに絶対言語レーゲル・ヴオルトを使い切っており、一機では〈ファントム〉を止めるのも難しい。


    　だが、レンならばここで押さえることができずとも追跡を続けることができる。


    　ならば、新手の足止めにはウィルとジェシカが当たるべきだ。


    　レンはすぐには回答できなかったが、やがて『了解』と短く手信号を返してきた。


    「ジェシカ、あいつを止めるぞ」


    「武器がない」


    　もっともな指摘に、ウィルは挑戦的な笑みを返した。


    



    「武器がないからって、勝てないわけじゃないだろう？」


    



    　後ろから回されたジェシカの腕が、ピクリと震ふるえた。


    「……生意気」


    　言葉とは裏腹に、嬉うれしそうな声だった。


    　レンが前方に〈ファントム〉に向かって速度を上げていき、ウィルも新手へ向かって針路を転進する。


    　鈍く輝く鉄色の機体が、すぐに間近へと迫ってくる。


    「そういえば、まともにやり合うのはここに来て以来のことだな」


    　ティエラの空を渡って、幾度となく〈ファントム〉には遭遇している。


    　だが、ウィルたちの目的は空戦ではなく〈封書〉の配達だ。無駄に消費できる弾丸もなければジェシカの霧む鍵げん式しきも使えないため、速度にものを言わせて撒まいてきた。


    　墜おとすつもりで対決するのは、二度目だ。


    　霧鍵式が使えないのは前回と同じ。今回は銃じゅう機き槍そうも弾切れ。おまけにウィルもジェシカもシュネーとの戦闘で疲ひ弊へいしている。


    　──だが、負ける気はしない。


    　不利な条件ばかりの中で、唯一前回よりも有利な点。それは──


    



    「俺たちは、飛べる。機械風ふ情ぜいが、ついてこれると思うなよ？」


    



    　増ぞう槽そうの〈霧きり〉は補充したばかりだ。


    　今なら、全力で飛ぶことができる。そこに牙がない程度が、どれほどの問題だというのだ。


    　手た綱づなを短く握り、〈ファントム〉に向かって機体を寄せる。


    　赤いレンズが不気味に回転し、すぐさま旋回して〈霞か曲きよく〉の背後へと回り込む。


    　──そう来るだろうと思ったぞ。


    「銃撃！　後方七時」


    　目では確かめられない銃撃の軌道を、ジェシカは正確に読み取って告げる。


    　手た綱づなをわずかに右へ振り、翼を風の下へ滑らせるように機体を傾けると、〈霞か曲きよく〉は緩ゆるやかな螺ら旋せんを描いて軌道を歪ゆがめる。


    　不規則な旋回に、銃撃は虚むなしく宙を射い貫ぬく。


    　ジェシカは、攻撃ではなく風読みに専念している。


    　その時点で、自分たちの墜落はないようなものだ。


    　──だが、それだけじゃ墜おとせない。


    　ウィルは手綱を振り、機体をさらに加速させる。


    　座席の下で霧む鍵げん機関が激しく回転する。急速に燃料を消費され、増ぞう槽そうが悲鳴じみた唸うなり声を上げる。


    　ギシリと機体が軋きしみ、大気の圧力に肩や脇腹の傷に熱が走る。


    　痛みに歯を食いしばり、加速に堪たえ続けると、やがて速度計が時速一二〇界里ミールを計測した。


    〈霞曲〉が、青白く発光し始める。


    「銃撃！　側面から薙なぎ払ってくる」


    　ジェシカの警告に、ウィルは小さく手綱を引いて機首を持ち上げる。


    　推力が前進から上昇へ転換され、霧鍵機関の回転がにわかに変動する。その変動が、熱を帯びた残像を機体から剥はく離りさせる。


    　銃撃が射貫いたのは、〈霞曲〉の残像だ。


    　射貫いたはずの敵機が撃墜されず、離れた場所を飛行していることに、〈ファントム〉の索さく敵てき眼がんが迷うように回転する。


    　──やっぱりだ。機械でも、〈霞曲〉の残像に反応してる。


    　それは光を感知しているからか、それとも残像が熱を持っているからか、機械ゆえに〈霞曲〉とその残像を見分けることができないのだ。


    〈ファントム〉は残像を敵の増大と認識したのか、銃撃を乱射に切り替える。


    「後方四時から銃撃、そこから八時へ！」


    　雨のように降り注ぐ弾丸も、ジェシカは完かん璧ぺきをもって読みとる。


    　ウィルは機体を左右に振りながら、さらに加速と減速を織り交ぜる。


    　多段高速旋回ゴーストアクセル──銃撃の回避運動がさらに数多あまたの残像を振り撒まく。


    　それでも、相手は精密機械だ。


    　ジュンッと、機体を数発の銃弾が掠かすめていく。残像全てを射貫いて、さらに〈霞曲〉本体を狙ねらってくる。


    　──惜しいな。こいつが、本物の舟乗りでいてくれたら……。


    　どれほど、心躍おどる空を飛べたことだろう。


    　だが、鉄の塊では駄目だ。


    　競っても、敬意を抱いだくことができない。


    　空を競うならば、性能以上に経験と技量で挑み、そして挑んでくれる相手でなければならないのだ。


    　標的という点に照準を合わせて引き金を撃つという機械のそれは、ただの作業だ。


    　だから、ウィルは〈ファントム〉の飛ぶ空を認めない。


    　心のこもらない亡霊フアントムに、〈渡り鳥〉が屈するわけにはいかないのだ。


    　飛翔しながら、ウィルは眼下の大地を見ていた。


    　緑の絶え、土とも岩ともつかぬごつごつの大地に、ウィルが望むものは必ずある。


    「ジェシカ、ぶつける。狙ねらえるか？」


    　主語を省略したひと言に、背中にジェシカの頭がコツンと当たった。頷うなずいてくれたのだ。


    　──なら、やれる。


    　ウィルは手た綱づなを振るうと、ティエラの大地に向かって急降下を始める。


    　荒野を吹く風は強く、機体がバラバラにされそうな荒っぽい圧力へと変わる。


    　衝撃にも似た風圧に、脇腹や肩の痛みが頭にまで上ってくる。


    　それでも意識だけは妙に鮮明だった。


    　背後から降り注ぐ銃撃を、機体を上下左右へ揺らしながら凌しのぎ、見る見る近づいてくる大地へ向かって突っ込む。


    「──五、四、三……」


    　地表への衝突限界を、ジェシカがカウントする。


    　タイミングが一瞬でも遅れれば、死せる大地からの抱ほう擁ようが待っている。そこにこのカウントは道標のような信頼を与えてくれた。


    「──二──今！」


    　速度計は、ついに時速一五〇界里ミールへと到達していた。


    　ウィルは手綱を引き上げる。積雪を波しぶきのように噴ふき上げ地表のギリギリで水平飛行へ移行した。


    　──あのときと、同じになったな。


    　振り返らずともわかる。


    　後ろからは、前と同じようにピタリと〈ファントム〉が追尾しているのだ。


    　──ここで高度を上げるわけには、いかない！


    　後ろから無限に続くような銃撃を、ウィルは〈霞か曲きよく〉の残像を頼りに凌ぎ続ける。


    「──見えた。カウント五──」


    　そこで、ジェシカが再びカウントを始めた。


    　急降下はすでに終了した。


    　このカウントは上昇のためのものか。


    　ウィルはそのカウントに全神経を傾けていた。


    「四──」


    　機体のすぐ側そばを銃弾が掠かすめていく。左右への運動だけでは、鞭むちのような乱射を躱かわすには限界がある。


    　一秒一秒が、永遠のように長かった。


    「三──」


    　それでも、ウィルはジェシカの声を全面的に信頼──いや、肯定して、ただカウントの終わりを待ち続けた。


    「二──」


    　手た綱づなを握る手には、ぐっしょりと汗が滲にじんでいる。


    　空での発汗は凍傷に繋つながる。風によって熱を奪われた手先は、グローブに守られているとはいえ先端の感覚がなくなってきている。


    　──まだか……！


    　そう思った瞬間、目の前に壁のような岩が迫っていた。


    



    「──今！」


    



    　ウィルは、手綱から手を離した。


    　障害物への衝突を前にしての操縦放棄。


    　まさに自暴自棄のような行動ながら、ウィルは何かを諦あきらめたわけでもなければ、判断を誤ったわけでもなかった。


    　乗り手の制御から離れた翼は、風の乱れに敏感に反応し、その上を器用に滑った。


    　風乗りフエアリーターン──手綱を放棄し翼を遊ばせ、風に機体を任せることで、凧たこや木の葉のように乱れた気流に乗る空戦技だ。


    　近すぎても、遠すぎても、また手綱を放すことを躊躇ためらっても、岩への衝突は免まぬかれない。ジェシカがカウントしていたのは、その手綱を放すためのタイミングだった。


    〈霞か曲きよく〉は岩に衝突する風の乱れに、器用に乗っていた。


    　岩へと吸い込まれるように消える、青白い残像一つを置いてけぼりに。


    　直後、真後ろで轟ごう音おんが弾はじけた。


    　残像を追尾してしまった〈ファントム〉は、岩を認識できなかったのだ。


    「よし！」


    「やった！」


    　ウィルとジェシカは、同時に快かい哉さいを叫んだ。


    　──これで、イスカを追、え……？


    　唐突に、目の前が真っ暗になった。


    「ウィル……？」


    　背中から、ジェシカの不思議そうな声が聞こえた。


    　──おい、まだ飛んでるんだ。


    　飛行中なのだ。一瞬でも気を抜けば、即座に墜落へと繋つながる残酷な世界にいるのだ。


    　にもかかわらず、ウィルの体は動かなくなっていた。


    「何これ、血……？」


    　ヌルリとした感触にようやく気付いたのか、ジェシカが息を呑のんだ。


    　従来の翼つばさ舟ぶねの最高速度を圧倒的に上回る飛行をした風圧に、シュネーから受けた傷が再び開いていた。


    「ウィル！」


    　後ろから、ジェシカの震ふるえる声が聞こえたが、答えることはできなかった。


    　──着陸、させないと……。


    　ティエラの冷たい空で、ウィルの意識は暗くら闇やみの中へ沈んでいった。

  



  
    



    あとがき


    



    　本書から手に取ってくださいましたみなさまも、旧シリーズからお世話になっていますみなさまも、初めまして！　手て島しま史ふみ詞のりと申します。


    　みなさん、空は好きですか？


    　私は大好きです！　でも怖いです！　高所恐怖症です。でもこの作品のために空からスカイダイビング行ってきました。……ブログとかじゃちょこちょこ書いたネタなのですが、この作品に触れるならここから語らないと！


    　戦闘機は言うに及ばず、竜や不死鳥みたいな飛行生物も大好きです。そんな空を、高所恐怖症の女の子が飛ぶのが下手な男の子といっしょにがんばって飛ぶ物語が書きたい！


    　そこからこの物語は始まりました。


    　本書ではようやくまともに飛べるようになった二人が、二人だからこそできる飛び方で夢を叶えるため、空のない国で郵便配達をがんばります。あとバカップルします！


    



    　ところで私、ガガガ文庫さんでは初めてのあとがきとなります。


    　なぜ今まであとがきがなかったのか？


    



    担当　「もうちょっとページ削れませんか？」


    　私　「これでいっぱいいっぱいです！　あ、でもちょっとここもう少し……」


    担当　「ページないと言ってるのになぜ増やす？」


    



    　とまあ、全てはそこに要約されております。毎度限界までページ使って担当☆氏の頭痛の種を増やした結果と申しましょうか。特に前シリーズの２巻では本当にすみませんでした。ちなみに前シリーズのあとがきはウェブで公開しておりまして、自分のブログからも飛べます。


    　語りたいことはいくらでもあるのですが、報告したいこともいろいろありますので。


    　実は今回、読者のみなさまには大変申し訳ないことに、あちこち発売日が重なりまして三作同時発売という運びになっております。


    



    　新章突入につきサブタイトル＆ナンバリングも一新しました本作『飛べない蝶と空の鯱～蒼の彼方より、最果てへ～Ⅰ』（ガガガ文庫）


    　新シリーズとなります『かくて滅びた幻想楽園』（富士見書房）


    　増刷もかかって好調の『剣刻の銀乙女ユングフラウ３』（一迅社文庫）


    　こちらもどうぞよろしくお願いします。


    



    　それでは今回もお世話になりました各方面へ謝辞。


    　誰よりもこの作品を理解してくれ、書かせてくださいました担当☆さま。この作品はあなたのイラストなくしてはありえませんでしたイラストレーター鵜う飼かい沙さ樹きさま。カバーデザイン、校正、宣伝等に関わってくださいましたみなさま。いつも本買ってくれてるＹくんＮさん。いつも笑わせて元気付けてくれる奥さん子供たち。そして本書を手にとってくださいましたあなたさま。今回もありがとうございました！


    



    　次回予告


    　〈ファントム〉は撃墜したものの、重傷を負ったウィル。彼を救うため、必死であがくジェシカ。攫さらわれたイスカの行方は、そして最強のロリババアヒルダはシュネーと決着をつけることができるのか。空の門編、第二章！　よろしくお願いします。


    



    
      ストラトスフィアを聴きながら　二〇一三年　四月　手島史詞

    


    
      アトリエ月の窓　http://teshima.at.webry.info/

    

  



  
    手島史詞


    Fuminori Teshima


    



    代表作『影執事マルクの手違い』シリーズ。他『剣刻の銀乙女ユングフラウ』『かくて滅びた幻想楽園』など。雪国の衣装って露出が少ない代わりに可愛いものが多いですよね。というわけで航空服も雪国仕様の新章第一巻になります。

  



  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    飛べない蝶と空の鯱Ⅰ　蒼の彼方より、最果てへ
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